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し が

八尾市は生駒山地によって奈良県と接し、茅淳海にそそぐ大阪府の東部にひろ

がる衛星都市です。地形的に古大和川が貫流する流域に形成された沖積平野で

あつただけに、縄文・弥生の時代から人びとが定住した、埋蔵文化のきわめて豊

かに包蔵する地域です。それだけに現在の都市の再開発のなかで、これらの文化

財を破壊から守 り、後世の市民のために保存 し伝達することは、今日にある私共

の英知であらねばなりません。すでに本市におきましても、そのため昭和39年 に

市民憲章を制定し、その中で「文化財を大切にしましょう」を掲げ、市民と共に

文化財保護の重要性を訴えたところです。

さて、このたびは昭和61年度～昭和62年度に実施しました矢作遺跡 (第 1次・

第 2次調査)及び、昭和61年度に実施しました花岡山遺跡 (第 1次調査)の調査

が完了 しましたので、その発掘成果を関係各位に供覧することで、文化財の記録

保存による地域史研究に一そうの活用を希望する次第です。

最後になりましたが、これらの発掘調査に際し深いご理解と協力を給わりまし

た関係各位の皆さまに対して心からお礼申し上げます。

平成元年9月

財団法人 八尾市文化財調査研究会

理事長 福 島  孝

きは



1.本書は財団法人八尾市文化財調査研究会が昭和61年・62年度に実施 した発堀調査成果の

概要報告を集録したもので、内業整理および本書作成業務は各現地調査終了後に着手 し、

平成元年 7月 30日 をもって終了した。

l.本書に収録した概要報告は、下記の目次のとおりである。

1,本書の構成 。編集は原田昌則・成海佳子が行い、文書等は各例言に明示した。

1.本書の掲載の地図は、大阪府八尾市市役所発行の2500分の 1(昭和61年 8月 発行)を使

用した。

1.本書で用いた高さの基準は東京湾の平均海水面である。

1,本書で用いた方位は、磁北を示している。

1.遺構は下記の略号で表わした。

濤………SD 井戸・……・SE 土坑・……,SK /1ヽ穴・……・SP

l.実測図の縮尺は、遺構は20分 の 1・ 40分の 1・ 80分の 1を 基調とし、遺物は 4分の 1に

統一 した。

1.遺物実測図は、断面の表示によって以下のように分類した。

弥生土器・土師器・瓦器………白 須恵器・陶器・磁器………黒 木製品・瓦・石製品…

……斜線

1.生産地が明確な遺物については、生産地遺跡で呼称されている遺物名を使用した。

1,各調査に際しては、写真・実測図の他にカラースライドも多数作成している。市民の方々

が広 く利用されることを希望する。
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矢作遺跡(第 1次調査)発掘調査概要報告 ~



例

1.本書は、人尾市高美町 3丁 目46-1で実施した八尾税務署建設に伴う発堀調査の概要報

告である。

1.本書で報告する矢作遺跡 (第 1次調査)の発堀調査業務は、財団法人八尾市文化財調査

研究会が近畿地方建設局から委託を受けて実施したものである。

1。 現地調査は昭和61年 12月 20日 から昭和62年 3月 20日 にかけて、原田昌則を担当者として

実施 した。調査面積は1000m2を 測る。なお、調査においては上辻よしえ・岡田清―・小林

幸子・田中明美・西森忠幸・森本啓二郎・横山妙子・和田敦子が参加 した。

1.内業整理は、現地調査終了後実施し平成元年 7月 30日 に完了した。

1.本書作成に関わる業務は、遺物実測・遺物復元―浅井絹江・麻田優・柏本幸寿 。田中秀

行・中切孝彦 。中西隆子・八元聡志 図面レイアウトー原田 図面 トレースー中西、遺物

写真撮影―原田 浄書―中西が行つた。

1.本書の執筆は主に原田が担当したが、第 4章出土遺物観察表の一部を入元が担当した。

1.全体の編集は原田が行つた。
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第 1章 調査に至る経過

矢作遺跡は、人尾市域のほぼ中央に位置する遺跡で、現在の行政区画では人尾市南本町 5～

7丁 目・高美町 3～ 4丁 目に当る。矢作遺跡では、昭和56年 11月 に入尾市教育委員会が高美町

4丁 目で実施 した試掘調査で鎌倉時代末期に比定される井戸を検出した他、昭和61年 3月 ～ 4

月には高美町 3-64で古墳時代前期の濤、古墳時代後期の大型掘立柱建物 3棟および溝が検出

されている。このような情勢下、高美町 3丁 目46-1に おいて、人尾税務署を建設する旨の申

請書が近畿地方建設局から、八尾市教育委員会文化財室に提出された。教育委員会文化財室で

は、過去の調査結果から当工事予定地内においても、埋蔵文化財が存在する可能性が高いもの

と判断し、試掘調査を実施して、埋蔵文化財の存在有無を確認することが必要である旨を申請

者へ通告した。昭和61年 12月 1日 に工事予定地内で 1× 2mの調査区を2ケ所設定し、試掘調

査を実施 した結果、弥生時代後期から中世に至る遺物を包含する土層を確認 した。この試掘結

果から、教育委員会文化財室では、人尾市文化財保存に係る事務取扱い要綱に基づき発掘調査

が必要であると判断した。その結果、工事掘削により遺構が破壊される部分を対象に記録保存
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に心要な資料を作成する目的で発掘調査を実施することが 2者間で合意された。調査は財団法

人八尾市文化財調査研究会が主体となって実施することが、教育委員会文化財室・近畿地方建設

局・財団法人八尾市文化財調査研究会の 3者間で決定され、契約締結後現地調査に着手した。現

地発掘調査期間は昭和61年 12月 20日 ～昭和62年 3月 20日 までで、調査面積は1000m2を 測った。

第 2章 地理・歴史的環境

矢作遺跡は、大阪府八尾市のほぼ中央部に位置しており、現在の行政区画では人尾市南本町

5～ 7丁 目.高美町 3～ 4丁 目に当る。人尾市の位置する大阪府の中河内地区の地形は、東側

は生駒山地とその西麗に形成された谷口扇状地から成 り、さらに緩傾斜地をへて、西狽]に は沖

積平野である河内平野が広がっている。平野部には江戸時代中期の宝永元年 (1704)に大和川

の付替が実施されるまでは、大和盆地・河南山地の水を集めて流下する旧大和川が存在 してい

た。旧大和川は八尾市二俣付近で長瀬川と玉串川に分流して河内平野を北流していた。このた

め、長瀬川と玉串川に狭まれた地域はデルタ状の低位沖積地を南北方向に形成していた。この

沖積地は旧大和川によつて逗ばれた肥沃な土壌と豊富な水量を背景に、いち早く水稲耕作の適

地として利用されていたようで、遺跡の密度が高 く考古学的な資料の蓄積も多い。沖積地の南

部より遺跡をあげれば東弓削 。中田・矢作・小阪合・成法寺・東郷・萱振・山賀・西岩田を列

挙することができる。今回の調査地である矢作遺跡はこの沖積地の標高 9m前後に位置する遺

跡である。当遺跡周辺では、東側に小阪合遺跡 。南東恨]に 中田遺跡、北側に成法寺遺跡が近接

している。

矢作遺跡周辺での考古学的な知見は、昭和30年 に若草町で実施された大阪府住宅供給公社山

本団地建設工事の際、弥生時代～鎌倉時代に比定される土器が発見されたことに端緒が求めら
註 1

れる。その後、昭和47～ 49年 に中田地区、昭和50～ 51年 に東弓削地区で発堀調査が実施され、
註2                   註 3

この沖積地における各時期の遺構の存在と、沖積地の形成に関連した旧大和川の流路の変遷の

一部が明らかとなった。ただ、これらの調査は前者が区画整理・電話線埋設、後者は送水管布

設に伴なうもので、線的な調査の連続であったため、調査の成果もおのずと微視的に限定され

ざるを得なかった。昭和54年以降になると近鉄八尾駅の移動に関連した調査が東郷遺跡内 (東

本町・北本町・光町・桜ケ丘)で実施され、これまでに市教育委員会 。当調査研究会により31

次に及ぶ発掘調査が行なわれてきた (平成元年 8月 現在)。 その結果、特に古墳時代前期 〔庄

内式期古相～布留式期古相〕の集落の様相が明確となった。また、昭和56年 には光南町 1丁 目

で市教育委員会が実施した調査で、古墳時代前期 〔庄内式期古相〕の墓域・古墳時代後期の居

住域が検出され、新たに成法寺遺跡として認識されるようになった。一方、小阪合遺跡内 (青

-2-



I 矢作遺跡

山町 2～ 5丁 目・南小阪合 4丁 目)で は、昭和57年度以降、当調査研究会が区画整理事業に伴

う発掘調査を昭和63年度まで実施した結果、弥生時代後期～鎌倉時代に至る遺構 。遺物が多数

検出されている。矢作遺跡は、昭和56年 に高美町 3丁 目で市教育委員会が実施 した発掘調査で、
註 5

古墳時代に比定される遺物と鎌倉時代の遺構が検出され、遺跡の存在が明らかになった。さら

に、昭和61年 に高美町3丁 目-64で実施した発掘調査では、古墳時代前期 〔庄内式期〕と古墳
註 6

時代後期に比定される遺構が検出されている。萱振遺跡内では、昭和57・ 58年 に緑ケ丘 1～ 3

丁目一帯で府営住宅立て替え工事に伴う発掘調査が大阪府教育委員会により実施されており、
註 7

弥生時代中期の墓域・古墳時代前期〔布留式期首相〕の土器桔墓群が検出されている。なお、昭

和60年 に緑ケ丘 1丁 目17で 当調査研究会が実施した調査では、古墳時代後期の方墳が一基検出
註 8

されており、この時期の平野部に存在する古墳を考えるうえで、一石を投 じる結果となった。

以上が矢作遺跡周辺での発掘調査の経緯である。これらの調査結果を総合的に考えれば、矢

作遺跡周辺で集落が出現するのは弥生時代中期 〔畿内第Ⅱ様式〕以降であったようで、沖積地

内の微高地および自然堤防上に集落が連綿と営まれてきたことが窺われる。以下、各時期ごと

に周辺遺跡の推移を概観してみる。

弥生時代中期 この時期の遺構 。遺物は、東弓削遺跡・中田遺跡・成法寺遺跡 。東郷遺跡で

検出されているが、成法寺遺跡・萱振遺跡で方形周濤墓 。東郷遺跡で土坑が検出されている以
註9     註10             註11

外は遺物が少量出土した程度で、遺跡の広がりは明確でない。

弥生時代後期 弥生時代中期に比して、集落の拡大傾向が顕著で、上記の遺跡からの遺物の

出土量も増加する傾向にある。この時期新たに成法寺遺跡・矢作遺跡が出現している。

古墳時代前期 (庄 内式期・布留式期)古墳時代前期 (庄 内式期)に なると集落規模の拡大

と分散が顕著で、各遺跡内で活発な開発が実施されている。東郷遺跡では庄内式期首相の居住

域・生産域・墓域が確認さている他、庄内式期新相～布留式期古相の居住域・墓域が検出され
註12                                       註13

ており古墳時代前期の集落の在 り方を探るうえで貴重な資料を提供 している。南に位置する成

法寺遺跡では、遺跡の東郷で庄内式期古相の居住域と墓域および布留式期古相の居住域が確認
註 14                註15

されている他、西部では庄内式期古相の墓域が検出されている。萱振遺跡では布留式期古相の
註16

土器棺墓を主体とする墓域が検出されている。矢作遺跡では濤内から布留式に比定される土器
註17

と共伴 して変形四獣鏡が出土している。中田遺跡・小阪合遺跡では、庄内式期首相～布留式期
註18

新相にかけての遺構が多 く検出されている。遺構は、居住地に関連 したものが大半をしめてお

り、生産域や墓域の位置が不明瞭である。なお、中田遺跡の東南部の刑部地区では庄内式期古

相と併行関係の土器が多量に検出された濤状遺構の他、中田遺跡では庄内式期新相に比定され
註19

る庄内甕とともに吉備・山陰・讃岐・紀伊・摂津係の土器の搬入が認められており、当時の交

流を知る資料として重要である。
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古墳時代中期 東弓削遺跡 。中田遺跡・小阪合遺跡でこの時期に比定される遺構・遺物が検

出されている。また、小阪合遺跡 。中田遺跡で埴輪円筒棺が検出されている他、東弓削遺跡 。

小阪合遺跡 。中田遺跡 。矢作遺跡・東郷遺跡の包含層からも埴輪片の出土が認められており、

付近に古墳の存在した可能性が強い。なお、矢作神社には三角縁獣文帯三神三獣鏡 1面が神宝

として伝承さており、境内から出土したものとされている。一方、萱振遺跡の南部では過去に

子持ち勾玉が出土したことが報告されており、この時期の集落の存在が想起される。
註20

古墳時代後期 後期の前葉～中葉においては掘立柱建物が成法寺遺跡で 8棟、後葉において

は矢作遺跡で 3棟検出されているが、中葉以降は遺構の検出例は減少する傾向が顕著である。

なお、萱振遺跡では後期後棄に比定される方墳が 1基検出されており、同時期に存在した生駒
註21

西麓の古墳群と比較するうえで貴重な資料を提供 している。

奈良時代 中田遺跡 。小阪合遺跡・成法寺遺跡でこの時期に比定される遺構・遺物が検出さ

れている他、東郷遺跡では工事の際、墨書人面土器が出土したことが報告されている。なお、

東弓削遺跡一帯は、『続日本紀』榊護景雲三年 (769)十月三十日の条「詔以、由義宮為西京」

に記されている由義宮 。西の京の他、弓削寺の推定地とされている地域で、調査においてもこ

の時期に比定される屋瓦片が出土しており、これらに関連した遺物として注目できる。

平安時代 東郷遺跡で前期の井戸が検出されている以外は、大半が後期から末期に比定され
註 22

るもので、この時期この付近一帯で活発な開発が実施されたことが窺われる。調査においても

小阪合遺跡 。中田遺跡 。東弓削遺跡等で大規模な整地に伴って整備された居住域・生産域が確

認されている。一方、平安時代前期に書かれた延喜式によれば、当遺跡周辺は若江郡に属して

おり、郡内に神社が 9社存在していたようである。このうち、当遺跡周辺に限れば矢作神社・

坂合神社・長柄神社の 3社があげられる。特に調査地の南西約200mに存在する矢作神社は11

世紀の初め頃には人幡宮が勧請され、石清水八幡宮の荘園となっていたようで、この時期この

地域における人幡信仰の中心であったことが窺われる。なお、矢作神社の南東250mの 地点に

は矢作神社の神宮寺と考えられる金性寺跡と推定されている地点がある他、当調査区の東方

150m地 点 (小字善坊寺)で実施された発掘
輩霧

では多量の屋瓦の出土が確認されており、中
B

田地区に現存する善坊寺の旧跡ではないかと推定されている。

鎌倉時代 中田遺跡 。小阪合遺跡・矢作遺跡 。東郷遺跡でこの時期に比定される遺構・遺物

が検出されている。ただ、当調査地を除けば調査面積が狭 く集落構造等の詳細は明確でないが、

出土遺物からみれば、平安時代末期から継続して営なまれている集落が多いことが指摘できよ

う。

室町時代以降 中田遺跡・小阪合遺跡で遺構・遺物がわずかに検出されている程度で、以後

は固定化する近世集落に重復 して推移したものと考えられよう。
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I 矢作遺跡

註記

註 1 人尾市役所市史編纂室『八尾市史』1958.■

註 2 八尾市教育委員会『中田遺跡」1975

註 3 八尾市教育委員会『東弓削遺跡」1976

註 4 (財 )八尾市文化財調査研究会『成法寺遺跡コ1983

註 5 (財 )八尾市文化財調査研究会『八尾市埋蔵文化財発朔調査概報 1980,1981年度』 (財 )八尾

市文化財調査研究会報告 2 1983.3

註 6 八尾市教育委員会「矢作遺跡発掘調査概要」『八尾市内遺跡昭和61年度発掘調査報告書Ⅱコ

八尾市文化財調査報告15 1987.3

註 7 大阪府教育委員会『萱振遺跡発掘調査概要 I』 1983

註 8(財 )八尾市文化財調査研究会「萱振 B遺跡 (第 2次調査)」 『昭和60年度事業概要報告』

(財 )八尾市文化財調査研究会報告 9 1986

註 9 大阪府教育委員会『成法寺遺跡発掘調査概要Ⅳ』1989

註10 大阪府教育委員会『萱振遺跡現地説明会資料J1983

註11(財)人尾市文化財調査研究会「東郷遺跡第15次調査」『昭和58年度事業概要報告』 (財 )八尾

市文化財調査研究会報告 5 1984

註12(財)人尾市文化財調査研究会「 I東郷遺跡発掘調査概要報告」「人尾市埋蔵文化財発掘調査

概要昭和59年度J(財)八尾市文化財調査研究会報告 6 1985

註13(財)八尾市文化財調査研究会「Ⅲ東郷遺跡 (第 20次調査)」
F人尾市埋蔵文化財発掘調査概要

昭和61年度』 (財 )人尾市文化財調査研究会報告13 1987

註14 大阪府教育委員会 r成法寺遺跡発掘調査脱要 I』 1986.3

註15 前掲註 9

註16 前掲註 4

註17 前掲註 7

註18 人尾市教育委員会「矢作遺跡発掘調査概要」『八尾市内遺跡昭和61年度発掘調査報告書 i』

人尾市文化財調査報告15 1987.3

註19 八尾市教育委員会「中田 1丁目39番地出土土器」『八尾市文化財紀要 2D1986.12

註20 金谷克己「河内人尾発見の子持幻玉」『着木考古』第 6巻 1962

註21(財)八尾市文化財調査研究会「萱振 B遺跡 (第 3次調査)」
F昭 和61年度事業概要報告』

(財 )八尾市文化財調査研究会 1987 12

註22 人尾市教育委員会「人尾南遺跡 。東郷遺跡発掘調査概要』 :八尾市文化財調査報告 6 1981

註23 大阪府教育委員会が昭和46年度発掘調査 未報告
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第 土早 調査概要

第 1節 調査方法と経過

調査にあたつては、人尾市教育委員会文化財室の試掘調査の結果に基づいて、現地表下 1.lm

前後までの土層を機械掘削によって排除した。以下の土層については、層理に従って人力掘削

を実施し、試掘調査で確認された弥生時代後期～中世の遺物包含層と遺構の関係を追求した。

人力掘削を0.25m実施した結果、弥生時代後期～鎌倉時代末期に比定される遺物を含む土層 (第

Ⅲ層茶灰色砂質土)を確認した。さらに、0.25m前後掘 り下げた結果、標高 8,9m前 後に広が

る第V層 黄褐～灰黄色シルト上面で、弥生時代後期・古墳時代後期・平安時代後期～鎌倉時代

末期に比定される遺構を検出した。

なお、調査地の地区割は、南北軸を磁北に合わせて基準とし、それに東西軸を直交させる形

を取 り、東西55m。 南北30mに 亘って設定した。設定した一区割の単位は5m四方で南東隅を

基準点とし、東西方向はアルファベット (東からA～ K)。 南北方向は算用数字 (南から1～

6)で示 した。地区別の表示は、一区割の南東隅に交差する東西線・南北線を用い、 lA区 ～

6K区 と呼称 した。

3

X30

X25

X20

X15

X10

X5

Y45  Y40  Y35  Y30 Y25  Y20  Y15  Y10  Y5

第 2図 調査区設定国および地区割図
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第 2節 基本層序

第 0層 :盛土。層厚 1.1～ 1.3m。 現地表面の標高

は10.5～ 10.8mを 浪1る 。

第 I層 :暗灰色砂質土。旧耕土。層厚 0。 1～ 0。 2m。

西側へ行 くに従って層厚が研増 している。

第二層 :黄灰～淡灰茶色。砂質。床土。層厚 0.1～

0,2m。 調査区南東部で一部欠損する部分

が認められる。層中より中世～近世に比定

される土器・陶磁器等の小破片が少量出土

している。

第Ⅲ層 :茶灰～茶褐色。砂質土。層厚 0。 2～ 0,3m。

層中より弥生時代後期から鎌倉時代末期に

比定される遺物が出土している。鎌倉時代

末期の整地層と考えられる。

票優二秦摺雹
色

 ョ号卜.i3土

第 3図 基本層序模式図

10,00m

9,00m

I 矢作遺跡

追構検出画

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ｖ

第Ⅳ層 :黄褐～灰責色の色調で土質は大半がシルトであるが、調査区の西部では南北方向に

走る埋没河川の痕跡が認められ、この部分の上層は砂礫を主体 としている。調査区

の西部一帯からは弥生時代後期に比定される土器が出土している。この層上面が遺

構検出面である。層厚 0。 4m以上。

第 3節 検出遺構・出土遺物

調査の結果、現地表下 1.7m(標高 8。 9m)前後に広がる第Ⅳ層黄褐～灰黄色シルト上面で

弥生時代後期から鎌倉時代末期に至る遺構・遺物を検出した。遺構の時期別の内訳は、弥生時

代後期―溝 1条 (SD-1)、 古墳時代後期―溝 ユ条 (SD-2)、 平安時代後期～鎌倉時代末

期―井戸13基 (SE-1～ SE-13)・ 土坑 7基 (SK-1～ SK-7)。 掘立柱建物 3棟 (S

B-1～ SB-3)・ 池状遺構 1基・溝16条 (SD-3～ SD-18)である。出土遺物は、各

遺構および第Ⅱ層黄灰色砂質、第Ⅲ層茶灰色砂質土 。第Ⅳ層黄褐～灰黄色シル ト層を中心にコ

ンテナ箱で約30箱分が出土した。各包含層の出土遺物の時期は、第Ⅱ層―鎌倉時代末期～近世、

第Ⅲ層―弥生時代後期～鎌倉時代末期、第Ⅳ層―弥生時代後期である。量的には、各遺構内が

3割、第Ⅲ層の出土遺物が 5割で、第Ⅱ層が 2割、第Ⅳ層が 1割 を占める。

以下、検出した遺構および出土遺物について概要を記す。なお、出土遺物の形態については

一部本文でふれるが、個々の法量・調整等の詳細については、第 4章出土遺物観察表を参照さ

れたい。

I
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一
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I 矢作遺跡

1)検出遺構 。出土遺物

掘立柱建物 (SB)

SB-1

調査区のほぼ中央部で検出した。 SP-48～ 55で構成されている。東西 3間 (4.6m)×南

北 1間 (2m)の 規模 を測る。主軸方向はN-12° 一Eで、床面積は 9.2m2を 測 る。掘立柱建

物を構成する柱穴は、上面の形状が隅九方形を呈するものが大半で、一辺 0,3～ 0,8m・ 深さ

■ _、
幹‐57 SFD_se

SP_ァ

Se‐ 亨
諧‐48

_A'

沖`SG

ф
l

Sβ‐54

SP‐ フT

SP‐ 72    ◎

SP‐63

A'

0        2m

―第5図  SB-1・ SB-2平断面図
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0,06～ 0,34mを測る。内部堆積土層は黒灰色粘質土である。遺物はSP-48か ら土師器中皿、

瓦器椀の小砂片が極少量出土 した。

SB-2

SB-1の 南側で検出した。SP-62～ 69で構成されている。南西部はSK-7に より切ら

れており全容は不明であるが、検出部で東西 1間 (4m)× 南北 4間 (6.5m)を測る。主軸

方向はN-8° 一Eで、床面積は26ポ を測る。柱穴の上面形状は隅丸方形を呈 し、一辺 0,4～

1.lm・ 深さ 0.1～ 0.34mを測る。内部の堆積土層は黒色粘質上である。

遺物は、SP-65(土 師器土釜・瓦器椀)。 SP-68(土師器土釜)。 SP-69(須恵器甕)

から出土 したが、いずれも小破片で図化できるものはなかった。

SB-3

SB-2の 東側で検出した。SP-28～ 34で構成されている。東西 2間 (4.5m)× 南北 2間

(5.5m)を 測る。主軸方向はN-2° 一Eで、床面積は24,75m2を 測る。柱穴の上面形状は、円形

ないしは隅丸方形で幅0.3m前後・深さ0.06～ 0。 22mを 測る。内部堆積土層は黒色粘質土であ

る 。
bl

9,00m

B

0         2m

―第6図 SB-3平断面図
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I 矢作遺跡

井戸 (SE)

井戸は、総数13基 を検出した。型式別の内訳は、素掘 り井戸 6基 。曲物積上げ井戸 6基・土

釜十曲物積上げ井戸 1基である。掘形の上面形状は、円形 2基 (SE-7・ 10)。 楕円形 2基

(SE-2・ 13)・ 方形および隅九方形 7基 (SE-3～ 6・ 8・ 9・ 11)・ 不明 2基 (SE
-1,12)で ある。井戸の深度は、素掘 り井戸はSE-1を 除けば、0.65～ 0.75mと 平均 して

いるのに対 して、曲物積上げ井戸は、 SE-9以 外は 1.0～ 1.5mと やや深い。時期的には、

12世紀前葉～13世紀中葉に位置付けられる。

SE-1

5B区で検出した。平面的には西側の一部

を検出したのみで、大半が調査区外に至るた

め上面の形状・数値は明確でないが、断面の

観察では南北幅 1.6m・ 深さ 1.lmを 測る。

内部堆積土層は 3層で、上層から第 1層茶褐

色微砂 。第 2層 暗灰色砂礫混粘質シル ト・第

3層淡青灰色シル ト混粘土が堆積 していた。

遺物は、主に第 1層 および第 2層 から、コ
第 7図 SE-1平 断面図

ンテナ 1箱分程度が出土 した。

出土遺物の内訳は、土師器小皿 64・ 中皿 2・ 土釜 19・ 須恵器甕 6・ 鉢 1・ 瓦器椀 96・ 常滑焼甕 1・

白磁碗 1で あるが、大半が小破片であった。そのうち図示できたものは22点 (1～22)で ある。

土師器小皿 (1～ 11)に は、平坦な底部から体部が斜上方に立ち上がるもの (1～ 5)、 内

湾気味に立ち上がるもの (8)、 上方へ突出する底部から内湾気味に体部が立ち上がるもの (6。

7・ 9)、 九味のある底部から体部が上方へ立ち上がるもの (10)、 強いヨヨナデのため口縁部

と底部に明瞭な段を有する (11)がある。このうち (10)に灯心油痕が認められた。土師器中

皿 (12)は 、ほぼ平坦な底部から口縁部が斜上方へ立ち上がるものである。

瓦器椀 (13～ 17)|ま すべて和泉型である。口縁部外面周辺に数条のヘラミガキを施す もの (13,

14)と 外面にヘラミガキをまったく施 さないもの (15。 16)に 区別できる。前者は人尾市域編

年のⅡ-4期 、後者はⅢ-1期 に当る。 (17)は 見込みに施文単位の大きい格子状ヘラ ミガキ

が施されている。

須恵器には、甕 (18)・ 鉢 (19)がある。いずれも東播系のものである。土釜は菅原分類に

よる河内Bl型 d(20・ 21)が出土 している。ともに鍔部以外に煤が付着 している。 (22)イ ま白

磁碗で、横田・森田分類のV-4類 に当たる。

遺物の特徴から、井戸の廃絶時期は12世紀後葉から13世紀前葉の一時期に比定 されよう。

1 茶掲色微砂質
2 暗灰色砂礫混粘質シル ト
3 淡青反色シル ト混粘土 0        1m

―

―-11-―
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第8図 SE-1出 土遺物実測図

SE-2

4B区で検出した。上部はSD-3に より10cm程 度が削平を受けている。掘形の形状が東西

方向に長い楕円形を呈する曲物積上げ井戸で、東西幅0.93m。 南北幅0,83mを 測る。掘形の断

面形状は悟鉢状で、下部は湧水層である黄褐色粗砂を切っている。井戸側は掘形の中央部に設

置されており、検出時点では最下段に日径25cm・ 器高23cmを 測る土釜 (30)を置き、その上に

日径39cm・ 高さ15cmを 測る曲物が 1段積み重ねられていた。掘形の埋土は、上層から第 1層灰

茶色砂質土・第 2層 暗灰色粘質土 。第 3層灰色粘質土・第 4層乳灰色粘質土・第 5層青灰色粘

土である。遺物は井戸側および掘形内から少量出土 した。出土遺物の内訳は、土師器小皿13・

土釜 2・ 瓦器椀19。 小皿 1である。そのうち図示できたものは 8点 (23～ 30)で ある。

―-12-―



I 矢作遺跡

土師器小皿 (23～ 26)に は、底部から

斜上方に立ち上がるもの (23～ 25)と 内

湾気味に立ち上がるもの (26)がある。

瓦器小皿 (27)は 丸味のある底部から

体部が斜上方へ立ち上がるものである。

瓦器椀 (28)は 断面の形状が逆三角形

を呈する高台が付 くものである。見込の

ヘラミガキは平行線状である。

土釜 (29)は第 1層 の下部で検出した。

底部は欠損 している。出土 した状況から、

井戸廃絶後に廃棄されたものと考えられ

る。 (30)は 井戸側の最下部 を構成する

井戸側に使用 されていたものである。双

方ともに、鍔部以下の外面に煤が付着 し

ている。 (29・ 30)は菅原分類 による河

内Bl型 に当る。

遺物の特徴から、井戸の廃絶時期は13

世紀後葉に比定されよう。

SE-3

3B区で検出した。掘形の形状が隅九

方形を呈する曲物積上げ井戸で、東西幅

1.35m。 南北幅1.44m・ 深 さ 1.3mを測

る。掘方は二段掘形で、下段の上面形は

円形を呈する。井戸側は曲物 2段 (下段

径 33cm・ 高 さ35cm、 上段径 44cm、 高 さ

29cm)で構成されてお り、下段は湧水層

である黄灰色粗砂層を切っている。掘方

内の埋土は、上層から第 1層茶灰色細砂

混粘質土 。第 2層 暗灰色シル ト混粘土・

第 3層緑灰色粘土で、曲物内の埋土は暗

灰色細砂～中砂混粘土である。

遺物は第 1層 。第 2層 および井戸側内

茶灰色細砂混粘質土    ?
暗灰色シル ト混粘土

緑灰色粘土

1

2

3

4

5

8,50m

灰茶色砂質土

暗灰色粘質土

灰色粘質土  I
乳灰色粘質土

青灰色粘土

9.00m

G

◎

第 9図 SE-2平断面図
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第10図  SE-3平断面図



23  ~25

24  埠 彰 26

7

第11口 SE-2出土進物実測図

から出土した。出土遺物の内訳は、土師器小皿46。 土釜14・ 須恵器鉢 1・ 瓦器椀75・ 小皿 2で

あるが、大半は小破片であった。

そのうち、図示できたものは15点 (31～ 45)である。なお、井戸側内から出上したものは 3

点 (33・ 34・ 42)である。

土師器小皿 (31～ 34)は 、 4点 ともに体部が斜上方へ立ち上がる。 (32)は 日縁端部が上方

へつまみ上げ気味で終る。

瓦器小皿には、ほぼ水平な底部から体部が斜上方べ立ち上がる (35)と 水平な底部から体部

-14-
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第12図  SE-3出土遺物実測図

が内湾気味に立ち上がった後、日縁部が強く外反する (36)がある。 (36)の 見込みには平行

線状ヘラミガキが施されている。

瓦器椀は (37)を 除いてすべて和泉型である。 (37)は 口縁端部の内側に沈線状の段を持つ

もので、大和型の特徴を持っている。見込みのヘラミガキは、平行線状 (38・ 40)・ 格子状 (39)

である。 (40)は人尾市域編年のⅡ-4期に当る。

須恵器には、奏 (41)。 鉢 (42～ 44)がある。すべて東播系のものである。

土師器土釜 (45)は 菅原分類による河内Bl型 Cに 当る。

遺物の特徴から、井戸の廃絶時期は12世紀後半に比定できよう。

SE-4

2C区・ 3C区で検出した。掘形の形状が南北方向に長い楕円形を呈する素掘 り井戸で、東

西幅 2.2m。 南北幅 2.8m i深 さ 0,8mを 測る。掘形の断面形状は方形を呈する。内部堆積土

層は上層から第 1層 茶黄褐色砂質土 。第 2層灰色細砂混粘質土 。第 3層淡灰青色砂礫混粘土が

―-15-―



ほぼ水平に堆積 してお り、廃絶後の短期

間に埋め戻 されたことが推定できる。な

お、最下部は池状遺構の底部に貼 り付け

られている樹皮層を切 り込んでお り、池

状遺構 の廃絶後に構築されたものと理解

できる。

遺物は主に第 2層 から出土 した。

出土遺物の内訳は、土師器小皿27・ 土

釜10。 須恵器鉢10・ 瓦器椀52・ 足釜 1・

平瓦 1で あるが、そのうち図示できたも

のは 5点 (46～ 50)である。

土師器小皿 (46・ 47)は 斜上方に立ち

上がる (46)と やや内湾気味に立ち上が

る (47)がある。ともに端部は九 く終る。

瓦器椀は 2点が図示できたが、他の資

料 も含めてすべて和泉型である。 (48)

は九味のある底部から内湾気味に体部が

立ち上がるもので、断面の形状が逆三角

形を呈する高台が「人」の字形に貼 り付

けられている。人尾市域編年のコー 1期

～ 2期 に比定で きる。 (49)は 見込みに

平行線状ヘラミガキを施す。人尾市域編

年のⅢ-1期以降のものと考えられる。

(50)は東播系の須恵器鉢である。

出土遺物の内容からみれば、時期幅の

ある遺物が混在 して出土 している。ただ、

この遺構は13世紀後葉に廃絶 した池状遺

構を切 り込むものであることや、瓦器椀

(49)の 特徴から丼戸の構築時期の上限

を13世紀後葉の一時期に推定することが

可能である。

8.50m

― l~7

r望 ∧
七
ハ(_″/

3

0            1m

SE-4平断面図

４６

　

　

４７

0                10cm

第14図  SE-4出土遺物実測図

1.茶黄褐色砂質土

2.灰色細砂混粘質土

3.淡灰青色砂礫混粘土

第13図

―-16-



I 矢作遺跡

SE-5

5D区で検出した。掘形の上面形状が

隅九方形を呈する素掘 り井戸で、一辺幅

1.3m・ 深 さ 0.6mを 測 る。掘形の断面

形状は方形を呈 し、底部は水平な面を有

する。掘形の断面形状は方形を呈する。

内部堆積土層は上層から第 1層 灰褐色粘

質土 。第 2層 黄褐色粘質土 。第 3層 暗灰

色粘土 。第 4層 淡灰色粘上の 4層 で、最

下部は湧水層である灰色粗砂層に達 して

お り、調査中も多量の湧水が認められた。

堆積状態からみて、人為的に埋め戻 され

た可能性が高い。

遺物は、土師器小皿の小破片がごく少

量出土 したのみで、廃絶の時期は明確で

ない。

SE-6

3D。 4D区で検出 した。 SE-5と

同様、掘形の上面形状が隅九方形を呈す

る素掘 り井戸で、幅 1.2m。 深 さ 0.8m

を測る。掘形の断面形状は方形を呈 し、

底部は水平な面を有する。内部堆積土は、

上層から第 1層 灰茶色細砂混粘質土・第

2層茶灰色粘質土 。第 3層灰色粘質土・

第 4層 暗灰色シル ト混粘土 。第 5層淡灰

色粘土 。第 6層 青灰色粘上の 6層 であ

る。最下部は、湧水層である粗砂層に達

している。

遺物は、第 2層茶灰色粘質土から土師

器小皿、瓦器椀等の小破片がごく少量出

土 したが、時期を明確 にし得る資料はな

かった。

第15図 SE-5平断面図

1 灰掲色粘質土
2 責掲色粘質土
3 暗灰色粘土
4 淡灰色粘土

淡灰色粘土
青灰色粘土

反茶色細砂混粘質土
茶反色粘質土
灰色粘質土

F[1立 !卜混粘± 0

―-17-―

第16図 SE-6平断面図



SE-7

3D区で検出した。 SE-6の 西側に位

置する。掘形の形状が楕円形を呈する素掘

り井戸で、東西幅 1.5m。 南北幅 1.7m・

深さ0,73mを測る。掘形の断面形状は、方

形で底部はほぼ水平な面を有する。下部は、

湧水層である青灰色粘質シル トを切ってい

る。内部堆積土層は、上層から第 1層茶灰

色粘質土 。第 2層灰茶色細砂混粘質土 。第

3層灰茶色粘質土 。第 4層暗灰色粘土であ

る。

遺物は主に第 2層 から出土 した。

出土遺物の内訳は、土師器小皿12・ 中皿

7・ 土釜 5・ 須恵器甕 2・ 瓦器椀40。 小皿

1・ 足釜 1・ 屋瓦 11・ 下駄 1・ 毬 1で あ

る。そのうち図示できたものは16点 (51～

66)である。
第17図 SE-7平断面図

土師器小皿 (51・ 52)は九味のある底部から口縁部が斜上方へ立ちあがる。中皿には、ほぼ

水平な底部から体部が斜上方に直線的に立ち上がるもの (53)、 やや内湾気味に体部が上外方

へ立ち上がるもの (54・ 56)、 体部が斜上方へ立ち上がった後、日縁部付近でやや外反する (55)

がある。 (55)は クサリ礫を含み、色調は乳白色を呈する。

瓦器椀は 2点のみ図示できたが、他の資料も含めてすべて和泉型であった。(57)は 底部か

ら丸味を持って体部が斜上方へ立ち上がるもので、日縁部は外反気味に終わる。口縁部外面数

条のヘラミガキ、見込みは格子状ヘラミガキである。 (58)|ま 浅めの器形で、見込みから体部

内面にかけて連結輪状ヘラミガキを施す。高台は形骸化した貼 り付け高台である。前者が人尾

市域編年のⅡ-4期、後者がⅣ-1期 に比定できる。瓦器小皿 (60)は 九味のある底部から斜

上方へ体部が立ち上がるもので、強いヨヨナデのため底部と体部の境に明瞭な段を有する。

須恵器甕 (61)は 、頸部が上外方へ立ち上がった後、強く外反 して口縁部に至るものである。

頸部の外面に右上が りのタタキが遺存 している。東播系の須恵器と推定されるが、焼成はやや

軟質で色調は黒灰色を呈する。

(62・ 63)は平瓦で、ともに裏面には縄ロタタキ、表面には模骨痕 (62)、 布目 (63)が遺

存している。 (64)イよ玉縁付の九瓦で、表面は縄ロタタキの後ナデ、内面は単位の細い布目痕

茶反色粘質土
灰茶色細砂混粘質土
灰茶色粘質土
暗灰色粘土

lm
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が遺存している。

木製品には、下駄・毬の 2点がある。下駄 (65)は 台部の平面形状が長円形 (長 さ22.8cm・

幅10.9cm。 厚さ 2.lcm)、 断面が舟底形を呈するもので、台部と歯部を別々に作 り台部に歯部を

差 し込む構造の差歯下駄である。台部と歯部の組合わせには、前歯 (幅 9.5～ 11.5cm・ 高さ7.3cm)

後歯 (幅 9,4～ 11.4cm・ 高さ6.9cm)と もに歯部の上端に差 し込みのための方形の柄 (前歯1.5×

2.4cm・ 後歯1.4× 2.lcm)を 2個穿ち、台部にも同様の柄穴を穿ち装着するもので、台部表面に

歯部柄が露呈する露卯構造のものである。緒孔は前緒孔 1.lcm。 後緒孔 1.9cmを 測 り、前緒孔

付近に鼻緒ずれが認められた。なお、前緒孔付近の足ずれからみて左足用と考えられる。毬 (66)

は九木の両端を切断後、ノミで面取 りをして半球状に削るものである。これらの遺物の他に、第

2層 からは人頭大の花商岩が多数検出されており、廃絶後の埋め戻 しの際投入されたものと推

定される。出土 した遺物は時期幅があるようであるが、新 しい時期に比定される遺物から見れ

ば、井戸の廃絶時期は13世紀末から14世紀初頭の一時期に推定されよう。

SE-8

2D区で検出した。掘形の上面形状が方形を呈する曲物積上げ井戸で、幅1.09m・ 深さ0。 78m

を測る。掘形のほぼ中央部に曲物を二段重ねて井戸側とするもので、上部の曲物井戸側と掘形

の間は、掘形の隅から曲物井戸側に向かって緩やかに傾斜 しており、その上面には小石がすき

間なく敷きつめられていた。さらに、掘形と山物井戸側の間に細砂を詰める等、一般的な丼戸

遺構に比して構築方法は丁寧である。なお、上面で人頭大の石 5個 を検出しており、廃絶後に

捨てられたものと考えられる。掘形内および井戸側内の埋土は、上層から第 1層灰茶色砂質土 。

第 2層灰色粘土 。第 3層淡褐色細砂の 3層 である。

遺物は第 1層 と第 2層 (井戸側内)か ら出土 した。出土した遺物の内訳は、土師器小皿 6・

中皿 1・ 瓦器椀19である。そのうち、図示できたものは9点 (67～ 75)である。

瓦器椀は、図示できた 8点 (67～74)以外もすべて和泉型であった。瓦器椀には底部から斜

上方へ内湾気味に立ち上がった後、日縁端部が九 く終わるもの (67・ 68)、 日縁部付近が強い

ヨコナデのため器肉を減 じるもの (69～ 73)がある。 (74)は見込みから体部内面にかけて、

渦巻状ヘラミガキが施されている。高台はすべて扁平で、全体に弱いナデ調整が施されている。

器高の数値では、4.2cm前後の (67～ 70。 74)と 3.5cm前 後の (71～ 73)に 区別できる。器高

数値の違いから、形態的には 2種に区別でき、前者が人尾市域編年のⅢ-2期、後者がⅢ-3

期に比定できよう。

土師器小皿 (75)は 、水平な底部から体部が斜上方へ立ち上がるもので、日縁端部は九味を

持って終る。

出土遺物の特徴から、井戸の廃絶時期は13世紀後葉の一時期に推定できよう。

―-20-
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上 画

第19図  SE-8平断面図

SE-9

2E区で検出した。掘形の形状が方形を呈する山物積上げ井戸で、西部の一部はSK-2に

よって切られている。検出部で東西幅0.85m。 南北幅0.84m。 深さ0。 75mを 測る。曲物井戸側

SP24

―-21-―
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第20図 SE-8出土遺物実測図

は方形に掘られた掘形のやや北よりに設置されており、検出した時点では 2段のみが遺存して

いたが、痕跡からみてさらに曲物が 2段以上積み重ねられていたものと推定できる。掘形内の

埋土は3層 で、上層から第 1層 暗灰褐色シルト・第 2層暗灰色砂礫混シル ト・第 3層淡灰色シ

―-22-



I 矢作遺跡

ル ト混粘質土である。井戸側内

の堆積土層は第 4層暗灰茶色砂

質土で、最下部は湧水層である

灰褐色細砂を切っている。

遺物は第 2層 および第 4層 か

ら出土したが、土師器土釜 1・

須恵器甕 1・ 瓦器小椀 1の 3点

のみである。そのうち図示でき

たものは2層 から出土した瓦器

小椀 (76)の 1を点である。

瓦器小椀 (76)は底部から体

部が内湾気味に斜上方へ立ち上

がるもので、日縁端部はやや器

・肉を減じて終る。高台は断面逆

三角形を呈する。体部外面は密

なヘラミガキ、体部内面は乱方

向のヘラミガキを施す。胎土は

やや粗 く 2 mll程 度の長石 を含

む。

1,暗反掲色シル ト

2.暗灰色砂礫混シル ト

3.淡灰色シル ト混粘質土
4.暗灰茶色砂質土

9.00m

第21図 SE-9平断面口

乳灰色の色調で、全体に炭素付着不良である。なお、瓦器小椀については、土娠墓等から出土

した例から祭祀的な様相が強いものとされている。人尾市域では、

本例以外に木の本遺跡 (包含層)。 河ヽ阪合遺跡 (第 4次調査―第 9
註 1

調査区 SK-8)か ら出土 している。なお、小阪合遺跡 SK-8で   性_____― 型コ

註 2

は、12世紀中葉に比定される遺物 と共伴 して出土 している。 第22図 SE-9出土遺物実測図

SE-lo

3F区で検出した。掘形の上面形状が円形を呈する曲物積上げ井戸で、東側の一部は SK―

3に より切 られている。検出部で東西幅1.23m。 南北幅1.85m。 深さ1.16mを 測る。井戸側は

招鉢状を呈する掘形の中央に設置されてお り、検出時点では曲物井戸側を三段 (下段径 30cm・

深さ19cm、 中段径39cm・ 深さ25cm、 上段径43cm・ 深さ21cm)検 出した。井戸側の構築に際 して

は、径の小 さい曲物を下部から上部へ順に積み重ねているが、二段 目および三段 目の井戸側に

ついては、さらに外側の大きい曲物を重ねて井戸側を補強 している。なお、井戸側上部の堆積

状況から、井戸側がさらに上部へ二段以上積み重ねられていたことが推定できる。掘形内の埋

-23-



土は、第 1層 黄褐色砂質土 。

第 2層灰褐色細砂混粘質土・

第 3層 灰褐色粘質シル ト・第

4層 淡褐色砂質土 。第 5層灰

色砂礫混砂質土・第 6層灰褐

色粘質土 。第 7層青灰色粘土

第 8層 茶灰色粘質土 。第 9層

黄褐色粘質土の 9層 である。

遺物は第 2層 および第 3層 か

ら出土 した。

出土 した遺物の内訳は、土

師器小皿23・ 土釜10。 瓦器椀

10であるが、大半が小破片で

あつた。そのうち、図示でき

たものは11点 (77～ 87)であ

る。

土師器小皿には、丸味のあ

る底部から体部が斜上方へ立

ち上がった後、体部中位から

77

~l y73

79

黄掲色砂質土
灰褐色細砂混粘質土
灰掲色粘質シル ト
淡掲色砂質土
反色砂礫混砂質土
灰掲色粘質土

第23図 SE-10平断面図

1

2

3

4

5

6

0                 1 0cm

/
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I 矢作遺跡

屈曲して口縁部に至る (77)と 体部が斜上方へ立ち上がる (78。 79)がある。

瓦器椀は (82)が大和型である以外はすべて和泉型である。形態的には (82)を 除けば体部

が内湾気味に立ち上がった後、日縁部付近でわずかに外反する。内外面の調整は、体部外面は

分割を意識した密なヘラミガキ、体部内面は密なヘラミガキである。見込みは平行方向のヘラ

ミガキ (84)、 格子状ヘラミガキ (85)、 平行線状十格子状ヘラミガキ (86)がある。 (82)を

除けば、八尾市域編年の正-2期～Ⅱ-1期 に当る。

白磁碗 (87)は横田・森田分類のⅣ類-1に当るもので、11世紀中葉から12世紀初頭に比定

されている。

遺物の特徴から、井戸の廃絶時期は12世紀前葉の一時期に推定される。

SE-11

2H区で検出した。掘形の形状が隅九方形を呈する曲物積上げ井戸で、上部をSD-14が南

北方向に切っている。東西幅 2.7m・ 南北幅 2.8m・ 深さ1,05mを 測る。井戸恨Jは掘形の中央

に設置しており、検出時点では三段の曲物井戸側が遺存 していたが、上部にも山物の痕跡が認

められることから、本来は四段以上の曲物井戸側で構成されていたものと推定される。なお、

三段目の曲物は二段目の曲物に挿入する形を取っているもので、他の井戸の井戸側構築法とは

異なっている。掘形内の埋土は、上層から第 1層 暗灰色粘質土 。第 2層暗茶色細砂混砂質土・

第 3層 暗灰色粘質土 。第 4層 暗灰色粘土・第 5層 黄褐色粘質シル ト・第 6層 灰茶色細砂混粘

土・第 7層黒灰色粘土 。第 8層淡灰色砂礫粘質土の 8層 である。

遺物は第 3層 および第 7層 から出土 した。出土した遺物の内訳は、土師器小皿36。 中皿 2・

土釜13・ 高杯 1・ 須恵器養 3・ 鉢 1・ 瓦器椀56・ 小皿 2・ 白磁碗 1である。そのうち、図示で

きたものは14点 (38～ 101)である。なお、 (94・ 100)が第 7層 から出土している。

土師器小皿 (88～ 90)に は、日縁部が二段に折 り返されて、日縁端部が尖 り気味に終るもの

(88)や 、ほぼ馬平な底部から日縁部が斜上方へ立ち上がるもの (89。 90)がある。 3点のう

ちでは (88)が古い様相を示 している。土師器中皿 (91・ 92)に は、日縁部が斜上方へ立ち上

がった後、日縁端部が尖 り気味に終る (91)と 口縁部が強いヨコナデにより外反し、日縁端部

が肥厚気味で終る (92)がある。ただ、(92)は古い様相を示すもので、(88)と 同様爽雑物と

考えられる。

瓦器枕は4点 (93～ 96)が 図示できたが、他の資料も含めてすべて和泉型であった。 (93)

は全体に扁平なもので、形骸化の著しい高台が付 く。内面のヘラミガキは、見込みが粗い平行

線状で、体部は施文単位の大いヘラミガキを圏線状にやや粗 く施 している。 (96)の 見込みに

は格子状ヘラミガキを施す。人尾市域編年のⅢ-1期～Ⅲ-2期に当る。瓦器小皿 (97。 98)

はともに上外方へ立ち上がった日縁部中位から外反気味に伸びるものである。(98)の 見込み

―-25-―
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暗反色粘質土 (SD1 4)
暗茶灰色細砂混砂質土
暗灰色粘質土
暗反色粘土
黄褐色粘質シル ト
灰茶色細砂混粘土
黒反色粘土
淡灰色砂礫混粘質土

lm

第25図 SE-11平断面図

には平行線状ヘラミガキが施されている。

土師器土釜 (99)は 、日縁部が「 く」の字に外反するもので、菅原分類による河内 B IttC

に当る。

須恵器甕 (100)1よ 、頸部外面に右上 りのタタキを施すもので、東播系のものであろう。

白磁碗 (101)は 、削り出しが高く、幅広の高台が付くものであるが、上部が欠損している

ことから詳細は不明である。

出土遺物には、一部爽雑物を含み、時期幅が認められるが、新しい様相を示す遺物の特徴か

らみれば、井戸の廃絶時期は13世紀中葉の一時期に推定されよう。

―-26-―



くくくこ三:三EF=E5ララタ'88

~l  y 89

ヤ 90

正 矢作遺跡

＼

- 1100               1 0Cm

掘 り井戸であった可能性が高い。

遺物は黒褐色粘質土から出土 し

た。出土した遺物の内訳は、土師

器小皿30,中 皿 3・ 土釜 1・ 瓦器

椀43で あるが、大半が小破片で

あつた。そのうち、図示できたも

のは 9点 (102～ 110)で ある。

土師器小皿 (102～ 105)に はほ

ぼ水平な底部から丸味を持って口

縁部が斜上方へ立ち上がるもの

1げ

第27図 SE-12出土遺物実測図
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第26図 SE-11出土追物実測図

SE-12

21区 。2」 区で検出した。南壁の断面で確認した井戸で、大半が調査区外に至るため平面

の形状は不明である。壁面で確認 し得た数値は、東西幅0,94m。 深さ0.73mを 測る。内部堆積

土層は、黒褐色粘質土の一層である。なお、一部調査区外の掘削を実施したが、井戸側の存在

が認められなかったことから、素   _102

誕 ≡ ]下 ラ フ
103

＼＼ミミ三
「
    ~104

105
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(102～ 104)と 水平な底部から斜上方ヘロ縁部が立ち上がるものがある。中皿 (106・ 107)に

は、斜上方へ口縁部が立ち上がった後、日縁端部付近で外反気味に終る (106)と 内湾気味に

立ち上が り端部が尖って終る (107)がある。

瓦器椀は、図示 した 3点 (108～ 110)以外 もすべて和泉型であった。 (108・ 109)は ともに、

口縁部外面 ヨコナデ・体部外面に指頭圧痕が遺存するものである。体部内面の調整は (108)

は単位幅の広いヘラミガキを圏線状、(109)は 単位幅の細いヘラミガキを渦巻状 に施 している。

胎土は、 (lo8)が 密で (109)|ま ゃゃ粗である。 (110)は見込みに格子状ヘラミガキを施 して

いる。

出土 した遺物には、やや時期幅が認められるが、新 しい時期に比定される遺物から、井戸の

廃絶時期を推定すれば、13世紀初頭から中葉の一時期が考えられる。

SE-13

2・ 3」 区で検出した。掘形の形状が南北方向に長い楕円形を呈するもので、東西幅2.15m・

南北幅2,75m・ 深さ 1.4mを測る。掘形の断面形状は招鉢状で西側に三日月状 を呈するテラス

を有する。曲物井戸狽Jは 、掘形のほぼ中央に設置されてお り、 7段積み重ねられている。さら

に、最上部には曲物井戸狽Iの まわ りに板材を縦位に立てて井戸側 としているが、検出した時点

では土圧のためか、すべて内側に倒れ込んでいた。掘形内の埋土は、上層から第 1層茶灰色砂

質土・第 2層 暗灰色細砂混粘質土 。第 3層 暗灰色粘土・第 4層黒褐色粘土・第 5層 青灰色シル

ト・第 6層青灰色粘上である。井戸側内の堆積土層は、上層から約 0.2mが灰色砂質土で、以

下は暗灰色粘土である。

遺物は井戸側内から出土 した。出土 した遺物の内訳は、土師器小皿77。 中皿 14・ 土釜37、 須

恵器斐 1・ 鉢 4,瓦器椀 222・ 小皿 12、 陶器重 1、 曲物容器 1である。これらの遺物は、一部

を除いて大半が小破片であるが、量的にも多くしかも全域にわたって出土 していることから、

井戸廃絶後は廃棄物の捨場 として使用されていたようである。このうち、図示で きたものは32

点 (111～ 142)で ある。

土師器小皿 (¬ 1～ 122)は 、丸味のある底部から口縁部が斜上方へ立ち上がるもの (111)

とほぼ水平な底部から口縁部が斜上方へ立ち上がる (112～ 122)に 区別できる。土師器中皿 (123

～125)に は、口縁部が斜上方へ立ち上がるもの (123・ 124)と 強いヨコナデのため体部中位

から内湾気味に立ち上がる (125)が ある。

瓦器椀は図示 した (126～ 132)以外 もすべて和泉型であった。体部が遺存する資料 (126～ 128)

は体部外面に粗いヘラミガキ、体部内面に密なヘラミガキが施されている。見込みのヘラミガ

キには格子状ヘラミガキ (126～ 131)。 平行線状ヘラミガキ (132)が ある。概ね、人尾市域

編 年 の Ⅱ-3期 に比 定 され よう。 瓦 器小 皿 (133～ 137)|こ は、九 味 の あ る底 部 か ら
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9.00m

第28図 SE-13平断面図

口縁部が斜上方へ立ち上がるもの (133～ 136)と やや浅目で水平な底部から口縁部が斜上方ヘ

立ち上がる (136・ 137)が ある。見込みのヘラミガキは、前者が格子状で後者が平行線状であ

る。土師器土釜 (138)は 、菅原分類による河内 Bl型に当る。須恵器甕 (139)イよ、立ち上が

り気味に外反 して伸びる回頸部がつ くものである。須恵器鉢 (140・ 141)は 、ともに東播系の

もので、 (140)が神出窯、 (141)が 魚住窯のものと推定 される。なお、 (141)は 外面に煤が認

められず、内面のみに炭化物の付着が認められることから、何 らかの蓋に使用された可能性が

高い。 (142)は 陶器の壼で、顕部から体部上位にかけて自然釉が認められる。

遺物の特徴から丼戸の廃絶時期は、12世紀中葉の一時期が考えられる。

-29-―



ヤ コ1   17     協

＼
と 里 董 /ク

131
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I 矢作遺跡

土坑 (SK)

土坑は総数 7基検出 した。掘形の形状から、溝状 1基・円形 5基・不明 1基に区別できる。

規模は、溝状 を呈する土抗を除けば、幅 1.0～ 3.15m・ 深さ0,44～ 0.9mを 測る。断面の形状

はすべて逆台形を呈 し、底部がほぼ水平な面を有する。全体の性格は不明であるが、すべて掘

立柱建物に近接 して構築されていることから、これらの建物に付随 した遺構 と考えられる。な

お、 SK-5の 内部には多量の灰の堆積が認められ、焼土坑であった可能性が高い。これらの

土坑は、出土 した遺物の特徴から11世紀末葉～13世紀末葉に位置付けられる。

SK-1

3D～ 3E区で検出 した。東西方向に長 く溝状を呈する土坑で、東西幅 6.3m・ 南北幅0.55

～0.85m・ 深さ 0.lmを 測る。内部堆積土は暗灰色砂質土一層である。位置的にみて、 SE一

7に付随 した遺構 と考えられる。

遺物は、土師器小皿の小破片が少量出土 したが、時期は明確にし得ない。

SE-2

2E区・ 2F区 で検出した。掘形の形状が円形を呈する土坑で、上部をSD-5。 SD-6

に切 られ、東側で SE-9、 北側でSK-3を 切る関係にある。東西幅3.15m・ 南北幅 3.Om・

深さ 0.9mを 測る。内部堆積土層は、上層から第 1層淡茶褐色微砂 。第 2層 黄褐色粘質土 。第

3層茶褐色粘質シル ト・第 4層灰褐色砂

礫混粘質土 。第 5層淡黄褐色微砂・第 6

層黄褐色シル ト・第 7層 淡灰青色微砂混

粘上の 7層 である。遺物は第 1層 から出

土 した。

遺物の内訳 は、土師器小皿 12・ 中皿

1・ 土釜 9、 瓦器椀21で あるが、すべて

小破片であった。そのうち、図示できた

ものは 3点 (143～ 145)で ある。 土師

器小皿 (143～ 145)に は、底部から九味

を持って斜上方へ立ち上がるもの (143・

144)と 、強い ヨコナデのため、日縁部

が外反気味に立ち上がるもの (145)が

ある。

遺物がすべて小破片であったため、時

期は明確にし難い。

9.00m

1 淡茶掲色微砂    6
2 黄褐色粘質±    7
3 葉掲色粘質ンル ト
4 灰褐色砂礫混粘質土
5 淡費褐色微砂

黄掲色シル ト
淡灰青色微砂混粘土

0
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K-3

・ 3E区で検出 した。上部で SD―

5。 SD-6、南部で SK-2に 切 られ、

西部はSE-10を 切る関係にある。検出

部分で東西幅1.45m。 南北幅 1.2m。 深

さ 0.8mを 測る。断面の形状は、逆台形

を呈する。内部堆積土層は、上層から第

1層 淡茶灰色細砂・第 2層 黄褐色微砂混

砂質土 。第 3層 淡灰色微砂混粘土 。第 4

層灰褐色粘質シル トである。

Ｓ

　

２

Ｑ

ェ

9.00m

遺物は、主に第 1層 から土師器小皿の

細片が少量出土 したが、時期を明確にし  1・
2.

得る資料はなかった。          3.
4.

SK-4

淡茶灰色細砂

黄褐色微砂混砂質土

淡灰色微砂混粘土

灰掲色粘質シル ト lm

4G区で検出 した。掘形の形状が円形

状を呈するもので、上部はSD-11・ S

D-12に切 られている。径 1.6m・ 深さ

0.44mを 測る。断面の形状は逆台形を呈

する。内部堆積土層は、上層から第 1層

暗灰褐色砂質土・第 2層 茶灰色細砂混砂

質土・第 3層 責灰色シル ト・第 4層灰色

粘質上である。堆積状況からみて、人為

的に埋められたものと推定できる。

遺物は第 2層 および第 4層 から出土 し

た。出土 した遺物の内訳は、土師器小皿

22・ 土釜 6、 瓦器椀 18・ 小皿 1である

そのうち、図示で きたものは 4点 (146

～149)である。

瓦器椀は図示 した 4点 (146～ 149)以

外 もすべて和泉型であった。 (146)は 、

ほぼ水平な底部から体部が斜上方へ立ち

上がるもので、内面体部は粗いヘラミガ

0            1m

SK-4平断面図

第31図  SK-3平断面図

Ｑ

】

9.00m

暗灰褐色砂質土
茶反色細砂混砂質土
黄反色シル ト
灰色粘質土
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キ、見込みに施文幅の広い格子状ヘ

ラミガキが施 されている。 (147)は

体部上位が遺存する資料で、外面口

縁部付近に粗いヘラミガキが施され

ている。 (148)は 見込みに格子状ヘ

ラミガキが施 されている。(146)が人

尾市域編年のⅢ-1期、 (147)が Ⅱ

-4期 に当る。

瓦器小皿 (149)は 丸味のある底

部から斜上方へ立ち上がるもので、

見込みのヘラミガキは平行線状であ

る。

遺物の特徴から、遺構の使用時期

は12世紀末から13世紀初頭の一時期

と推定される。

SK-5

1網

0                  10cm

I 矢作遺跡

0            1m

ヤ 143

144

lЪ

2F区で検出した。掘形の形状が円形を呈す

る土坑で、西端はSD-10に切 られている。径

1.3m・ 深 さ 0.5mを 測る。断面の形状は逆台

形を呈するが、断面の中位以下は狭 り取 られて

お り袋状を呈する部分がある。内部堆積土層は

上層から、第 1層 淡灰色細砂混砂質土・第 2層

淡灰褐色砂質土・第 3層黒色灰混粘質土 。第 4

層黒色灰 。第 5層 淡青灰色粘土が レンズ状に堆

積 していた。

遺物は第 3層 。第 4層 。第 5層 から出土 した

が、大半が第 3・ 4層 に集中している。

出土 した遺物の内訳は、土師器小皿70。 中皿

12・ 土釜 1、 瓦器椀37・ 小皿 2、 磁器椀 1で あ

る。そのうち、図示できたものは22点 (151～

172)である。

第33図  SK-2・ SK-4出 土遣物実測図

淡反色細砂混砂質土
淡灰褐色砂質土
黒色灰混粘質土
黒色灰
淡青灰色粘土

9.00m

―-33-―

第34図 SK-5平 断面図
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0                  10                 20cm
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第35図 SK-5出土遺物実測図
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I 矢作遺跡

土師器小皿 (150～ 156)に は、水平な底部から斜上方へ直線的に立ち上がるもの (150～ 152)

と日縁部付近で小さく外反する (153～ 156)も のがある。土師器中皿 (157～ 161)に は、九味

のある底部から小さく斜上方へ立ち上がるもの (157)、 大きく立ち上がるもの (158)がある。

(159～ 161)は 口縁端部付近で小さく外反する。土師器台付小皿 (162)は器高が高 く「入」の

字状を呈する高台に小皿が付 くものである。 (163)は 高台高が低い小型の台付小皿である。

瓦器椀は図示した (164～ 169)以外の資料 もすべて和泉型であった。日径16cm前後・器高 6 cm

前後・高台径 6 cnl前後を測る。調整は、全体に体部外面が四分割を意識した密なヘラミガキ、

体部内面は密な圏線状ヘラミガキで、見込みには一方向の密なヘラミガキ (167・ 169)の もの

と格子状ヘラミガキ (166・ 168)が ある。人尾市域編年の I-2期 ～Ⅱ-1期 に当る。瓦器小

皿 (170)は、ほぼ水平な底部から日縁部が斜上方へ立ち上がるもので、見込みは雑なヘラミ

ガキが施されている。

土師器土釜 (171)は 菅原分類による河内Bl型 bに当るもので、11世紀代に比定されている。

白磁碗 (172)は 横田・森田分類Ⅳ-1類に当たり、11世紀中葉から12世紀初頭に比定 され

ている。遺物の特徴から、土坑の使用時期は11世紀末葉から12世紀初頭の一時期に比定できよ

つ。

SK-6

2F区で検出した。掘形の

形状が、ほぼ円形を呈する土

坑で、東西幅 1,Om・ 南北幅

1.lm・ 深 さ0.55mを 測る。

断面の形状は逆台形を呈し、

底部は水平な面を有する。内

部堆積土層は、上層から第 1

層淡茶灰色砂礫混粘質土・第

2層灰褐色粘質シル ト・第 3

層淡灰色砂礫混粘上である。

遺物は第 1層 か ら出土 し

た。出上 した遺物の内訳は、土

師器小皿14・ 土釜 2、 瓦器椀

7である。すべて小破片のた

め。良好な資料ではなく、土抗

の使用時期は明確でない。

9.00m

3.淡反色砂礫混粘土

1.淡葉灰色砂礫混粘質土

2.灰褐色粘質ンル ト    !

―-35-―

第36図 SK-6平断面図



SK-7

lF・ G区、 2F・ G区で検出した。南西部が調査区外に至るため、全容は不明であるが、

検出部分では東西方向に長い楕円形を呈する。検出部の数値は、東西幅 5.lm・ 南北幅 3.2m・

深さ 1.Omを 測る。内部堆積土層は、第 1層淡青灰色微砂混粘質土・第 2層責褐色微砂・第 3

層淡青灰色砂礫混粘質土・第 4層淡灰色粘土で、堆積状況からみて北側から南側にかけて順次

堆積しており、人為的に埋め戻 しが実施されたことが窺える。遺物は主に第 1層の下部から出

土 した。出上 した遺物の内訳は、土師器小皿80。 中皿22、 瓦器椀70・ 小皿 1・ 陶器養 1・ 白磁

碗 2・ 屋瓦 1である。そのうち、図示できたものは25点 (173～ 197)で ある。

土師器小皿 (173～ 185)には、九味のある底部から口縁部が斜上方へ立ち上がる (173)、 ほ

ぼ水平な底部から回縁部が斜上方ないしは上外方へ立ち上がる (174～ 181・ 180、 強いヨコナ

デのため口縁部が外反ないしは底部との境に明瞭な段を有するものがある。(182。 183・  184)

中皿 (186～ 190)に は、底部から回縁部が緩やかな曲線を描いて斜上方に立ち上がる (186～ 189)

と口縁部が直線的に立ち上がる (190)がある。(188)は 器厚が厚く胎土も精良である。

9.00m

1

2

3

4

淡青灰色微砂混粘質土
黄掲色微砂
淡青灰色砂蝶混粘質土
淡灰色粘土

第37回 SK-7平断面図
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第38図 SK-7出土進物実測図

瓦器小皿 (191)は 、やや九味のある底部から口縁部が斜上方へ直線的に立ち上がる。瓦器

椀は図示した (192・ 193)以外 もすべて和泉型である。 (192・ 193)は ともに、器形が扁平で

粗略化 した高台が貼 り付けられている。内面のヘラミガキは、体部は数条の圏線状、見込みは

平行線状である。なお、 (193)の見込みのヘラミガキの端には、施文の際に付いたものと思わ

れるヘラ先による圧痕が認められた。ともに、人尾市域編年のⅢ-3期 に当る。

白磁碗 (194。 195)は 、ともに、玉縁状口縁を有するもので、横田・森田分類Ⅳ-2類 に当

たる。陶器養 (196)は底部のみ遺存する。淡茶灰色の色調であるが、産地は不明である。

(197)は 、右巻きの三巴文とする軒九瓦である。

遺物は新旧のものが混在しており、時期幅があるが、新 しい様相を示す土器は13世紀中葉～

後葉に比定できよう。

池状遺構

調査区の東部で検出した。掘形の形状が南北方向に長い溝状を呈するもので、東西幅 2.4～

3.lm。 南北幅11.9m・ 深さ 1.2mを 測る。一部、SD-3・ SD-4。 SE-4に 切られて

いる。なお検出時点では池状遺構の南西部で一辺の大きさが50cm前後の花南岩 1個 と人頭大の

石 1個が内部に落ち込んでいた。内部の堆積土層は、上層から第 1層 茶褐色砂礫混砂質土・第

―-37-―



9.00m

1.茶褐色砂礫混砂質土

2.灰茶色シル ト混粘質土

3.淡灰色微砂混粘質土

4.樹皮

5.暗灰色ンル ト混粘土

0      1     2m

第39図 池状遺構平断面図

2層灰茶色シルト混粘質土・第 3層淡灰色微砂混粘質土・第 4層樹皮 。第 5層暗灰色シル ト混

粘土である。底部は、最下層の第 5層上面を皿形状に整備 した後、その上面に樹皮を一面に貼

り付けられており、全体の形状は船底状を呈する。樹皮の各部の厚さは、側部で l cm。 底部付

近は 4 cmで底部に行 くに従って厚い。底面の高低差は約 8 clllで 、北側に行 くに従って低 くなっ

ている。なお、これら樹皮の樹種については不明である。

遺物は第 2層 。第 3層 から出土した。
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第40図 池状遺構出土遺物実測図

出土した遺物の内訳は、土師器小皿91・ 中皿 5・ 土釜 8、 瓦器椀 220・ 小皿 4であるが、一

部の遺物を除けば小破片が大半を占める。そのうち、図示できたものは21点 (198～ 218)で

ある。

土師器小皿 (198～ 203)に は、日縁部が緩やかに曲線を描いて斜上方へ立ち上がるもの (198

～202)と 水平な底部から回縁部が斜上方へ直線的に立ち上がるもの (203)が ある。土師器中

皿 (204～ 206)は 、ほぼ水平な底部から口縁部が上外方へ伸びるもので、日縁部中位が強いヨ

ヨナデのため小さく外反する (205。 206)がある。

瓦器椀は、図示 した以外もすべて和泉型である。全容を知 り得る資料のなかでは、器高の違

いから2タ イプに区別することが可能である。器高 4.0～ 4.4cmの もの (211・ 212)と 器高

3.8cmの もの (213・ 214)に 区別できる。両者ともに外面体部に指頭圧痕が遺存 し、体部内面

は数条程度の粗いヘラミガキ、見込みには平行線状ヘラミガキを施す。前者は人尾市域編年Ⅲ

-2期、後者はⅢ-3期 に当る。なお、(214)が第 4層直上から出土している。瓦器小皿 (215

―-39-―



～218)|こ 1ま 、やゃ浅めのもの (215～ 217)と 深めの (218)がある。形態的には 4点 ともに、

日縁部が緩やかな曲線を描いて斜上方へ立ち上がるものである。 (218)は 強いヨコナデのため

日縁部がやや外反気味である。内底面のヘラミガキは、格子状 (215。 216)、 平行線状 (217・

218)が ある。

遺物の時期はやや幅があるようであるが、新 しい様相を示す土器は13世紀中葉～後葉に比定

できよう。

溝 (SD)

総数18条 を検出 した。方位で区別すれば、南東―北西方向のもの 2条 (SD-1・ 2)、 北

東―南西方向のもの 2条 (SD-3・ 4)、 北―南方向のもの 2条 (SD-9。 17)、 北北西―

南南西のもの12条 (SD-5～ 8。 10～ 13・ 15・ 16・ 18)である。時期で区別すれは、弥生時

代後期～古墳時代前期 (SD-1)、 古墳時代前期～古墳時代後期 (SD-2)、 鎌倉時代後期

(SD-3・ 4・ 9・ 14)、 鎌倉時代末期以降 (SD-5～ 8・ 10～ 13・ 15～ 18)である。なお、

鎌倉時代末期以降に比定 した溝群は、断面の形状がU字形を呈することや、内部堆積土が一様

に灰色砂質土であることから、黎溝 と考えられる。

SD-1

南東―北西方向に流路を持つ。幅 1.8m。 深さ 0.5m・ 検出長10mを 測る。断面の形状は、

逆台形を呈する。遺物は主に上層から、弥生時代後期から古墳時代前期に比定される土器類が

出上 した。出上 した遺物の内訳は、弥生土器壼15。 奏24・ 鉢 2・ 高杯 4、 土師器奏68・ 土錘 2

である。そのうち、図示 したものは16点 (219～ 234)で ある。時期別では、弥生時代後期のも

のは短顎壷 (219)。 二重回縁壺 (220・ 221)・ 奏 (222・ 223)・ 高杯 (224・ 225)。 鉢 (226・

227)・ 底部有孔土器 (228)がある。古墳時代前期のものは庄内式奏 (229～ 231)布留式奏 (232)

がある。土錘は 2点出土 したが、時期は明確でない。

SD-2

SD-1の 南側に併行 して伸びるもので、幅 1,2m・ 深さ 0.5m・ 検出長15mを 測る。断面

の形状は逆台形を呈する。遺物は弥生時代後期から古墳時代後期に比定される土器類が各層か

ら出上 したが、一部の遺物を除いて大半が小破片であった。出土 した遺物の内訳は、弥生土器

甕14・ 高杯 2、 土師器奏37・ 鉢 1・ 器台 1・ 高杯 7・ 鍋 1・ 土釜 1、 須恵器壺 2・ 杯身 6。 鉢

1である。そのうち、図示 したものは10点 (235～ 244)で ある。時期別では、弥生時代後期の

弥生土器甕 (235)、 古墳時代前期の上師器奏 (236)。 小型器台 (238)、 古墳時代後期の上師

器土釜 (237)・ 高杯 (239)。 須恵器重 (240)。 有蓋高杯 (241)。 杯身 (242)。 鉢 (243)・

鍋 (244)が ある。
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4  1 茶灰色細砂混粘質上

2 茶灰色粘質土

3 茶褐色砂礫混粘質土

4 黄褐色粘質土

5 灰色砂礫混粘質シル ト

茶灰色細砂混粘質土

茶灰色粘質土

茶褐色微砂混粘質シル ト

0      1     2m

第41回 SD-1。 sD-2平断面回

SD-3

北東―南西方向に伸びるもので、西端は池状遺構を切っている。幅 2.6m。 深さ0,15m・ 検

出長7.2mを 測る。断面の形状は浅い半円形を呈する。内部堆積土層は、上層の淡灰色砂礫混

砂質土と下層の黄褐色砂礫混粘質土の二層である。

遺物は主に下層から出土したが、大半が小破片であった。

B'

1

2

3
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第42図 SD-1出土追物実測図

出土した遺物の内訳は、土師器小皿29・ 中皿13・ 瓦器椀87・ 白磁碗 2である。そのうち、図

示 したものは 9点 (245～ 253)で ある。すべて鎌倉時代後期に比定されるもので、器種別で

は土師器小皿 (245～ 247)。 中皿 (248・ 249)、 瓦器椀 (250～ 253)がある。
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第43図  SD-2・ SD-3出 土遺物実測図
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SD-4

北東―南東方向に伸びるもので、池状遺構の南部を切っている。幅 1.8～ 3.4m。 深 さ 0。 8m・

検出長23.5mを測る。断面の形状は逆台形を呈する。内部堆積土層は、上層の灰褐色砂礫混粘

質シル トと下層の淡灰色粘上の二層である。遺物は主に上層から出土 したが大半が小破片で出

土量は少ない。出土 した遺物の内訳は、弥生土器高杯 2、 土師器甕 1・ 小皿 6、 須恵器甕 2・

杯身 1。 鉢 2、 瓦器椀22・ 小皿 1で ある。各時期に比定される遺物が出土 しているが、池状遺

構を切っていることから、13世紀後半以降に構築されたものと推定できよう。

SD-5

北北東―南南西に伸びるもので、SD-2。 SK-3・ SK-2・ SD-4の 一部を切って

いる。幅 0.4m・ 深さ0.06mを測る。内部堆積土層は淡灰色砂質土一層である。遺物は出土 し

なかった。

SD-6

北北東―南南西に伸びるもので、SD-2・ SK-3・ SK-2・ SD-4の 一部を切って

いる。幅 1.Om・ 深さ 0。 lmを 測る。内部堆積土層は淡灰色砂質土一層である。遺物は出土 し

なかった。

SD-7

北北東―南南西に伸びるもので、 SD-2・ SD-9の 一部を切っている。幅 0.3m・ 深 さ

0.04mを 測る。内部堆積土層は淡灰色砂質土一層である。遺物は出土 しなかった。

SD-8

北北東―南南西に伸びるもので、SD-9。 S

E-10の 一部 を切ってい る。幅 0.28m・ 深 さ

0.04mを 測る。内部堆積土層は淡灰色砂質土一層

である。内部から洪武通宝 (初鋳1368年)が 1枚

出土 している。

SD-9

北―南に伸びるもので、SD-7・ SD-3に

一部切 られている。幅 0.5m。 深さ0.14mを 測る。
第44図  SD-8出 土銭貨拓影

内部堆積土層は暗灰色砂質土一層である。遺物は出土 しなかった。

SD-10

北北東―南南西に伸びるもので、 SK-5。 SK-7の 一部を切っている。幅 0.3m・ 深さ

0.06mを測る。内部堆積土層は淡灰色砂質土一層である。遺物は出土 しなかった。

SD-11

北北東一南南西に伸びるもので、SK-4・ SK-7の 一部を切っている。幅0.64m・ 深さ

―-44-―
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0.08mを 測る。内部堆積土層は淡灰色砂質土一層である。遺物は出土 しなかった。

SD-12

北北東―南南西に伸びるもので、SK-4・ SK-7の 一部を切っている。幅 1,lm。 深さ

0.12mを 測る。内部堆積土層は淡灰色砂質土一層である。遺物は出土 しなかった。

SD-13

北北東―南南西に伸びる。幅0。 38m・ 深さ0,08mを 測る。内部堆積土層は淡灰色砂質土一層

である。遺物は出上しなかった。

SD-14

北北東―南南西に伸びるもので、SE-11を 切っている。幅 1,1～ 1.7m・ 深さ0.15m前後

を測る。内部堆積土層は、南部および北部では暗灰色粘質土であるが、中央部付近では暗灰色

粗砂であった。遺物はほぼ全域から出土 した。

出土した遺物の内訳は、土師器小皿 167・ 中皿39、 瓦器椀 110・ 小皿 3、 須恵器娩 1、 青磁

皿 1である。そのうち、図示したものは、土師器小皿74(255～ 328)。 中皿30(329～ 358)瓦

器椀59(364～ 422)・ 月ヽ皿 3(359～ 361)、 須恵器婉1(362)、 青磁皿 1(363)の 168点である。

土師器小皿は74点 (255～ 328)を 図示し、形態の違いから7類 (1～ 7類)に大別 した。

各類の特徴は、 1類が九底気味の底部から口縁部が斜上方へ伸びるもの (255～ 269)、 2類が

九底気味の底部から口縁部が斜上方へ伸びた後、日縁端部付近で角度を上外方へ変え、端部が

尖り気味に終るもの (267～ 277)、 3類が平底の底部から口縁部が斜上方へ仲びるもの (278～

301)、 4類が平底の底部から口縁部が直線的に斜上方へ伸びるもの (302～ 313)、 5類が口縁

部が外上方へ伸びるもの (314～ 319)、 6類が日縁部が強いヨコナデによって底部との境に段

を有するもの、ないしは、日縁部が外反するもの (320～ 326)、  7類が口縁部が内側に折 り込

まれるもの (327・ 328)で ある。以上、形態から7類 に細分 したが、胎土および色調との相関

関係は認められなかった。なお、 7類については、平安京内から出土している資料に酷似 して

おり、搬入品と考えられる。

土師器中皿は30点 (329～ 358)図示 した。そのうち、日径12.Ocm。 器高 1.8cmの ものと、口

径は変わらないが器高が 2.5cm前 後を測る2タ イプが認められた。前者を中皿A、 後者を中皿

Bと 呼称 し、区別した。さらに中皿A・ Bタ イプを合わせて 5類 (1～ 5類)に細分 した。各

類の特徴は、 1類が水平な底部から口縁部が斜上方へ伸びるもの (Al-329～ 338、 Bl―

339。 340)、 2類 が日縁部がやや内湾気味に伸びた後、端部が上方へ尖 り気味に終るもの

(A2_341～ 350、 B2_351)、 3類が日縁部が上方へ伸びるもの (A3_352・ 353)、 4

類が日縁部が底部か ら折曲 して伸びるもの (A4_354・ 355、 B4_356・ 357)、 5類

-45-―



が強いヨヨナデにより口縁部が外反するもの (A5_358)である。以上の結果、土師器中皿

については2タ イプが同時期に共存 していたことが確認できた。ただ、器高の数値以外では形

熊的に大きな差違があるわけでなく、使用目的の違いにより、使いわけたものと考えるよりは、

供給元が少なくとも2ケ所以上あったと考えるのが妥当であろう。

瓦器小皿は総類 3点が出土したのみで、土師器小皿に比して出土量は少ない。 3点 (359～

361)を 図示したが、 3点 ともに形熊を異にしている。

須恵器婉は 1点 (362)出 上 した。東播系のもので、外底面は擬高台状を呈 し底部外面には

回転糸切痕が遺存 している。

中国産陶磁器は青磁小皿が 1点 (365)出 土 した。内面に櫛によるジグザグ文が施されている。

横田・森田分類による同安窯系青磁皿 1類 に当たるもので、12世紀中葉から13世紀初頭に比定

されている。

瓦器椀は総類 110点 が出土 したが、すべて和泉型に比定されるものであった。そのうち、59

点 (364～ 422)を 図示した。見込みのヘラミガキの模様で区別すれば、平行線状・連結輪状・

渦巻状 。ジグザグ状の4タ イプがある。なお、図示 した資料およびそれ以外で見込みのヘラミ

ガキ模様が確認できたもの (但 し、き以上遺存 していたものに限定)を合わせると、平行線状

瓦器椀法量表

3.0 器高 (cm) 器高 (cm)

口
(cm)

径

14,0

13.0

くＣｍ，

口

径

１４
．
０
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60(66%)・ 連結輪状14(15.5%)。 渦巻状11(12%)。 ジグザグ状 6(6.5%)の比率になる。

また、見込みのヘラミガキ模様と器形の数値の関係 (但 し、掲載したものに限定)では、平

均値を取つたところ、平行線状が日経14.Ocm・ 器高3,7cm、 連結輪状が日経14.2cm。 器高3.6cm・

渦巻状が日経14.Ocm・ 器高3.8cm、 ジグザグ状が日経14.Ocm・ 器高3,7cmで ほぼ近似値を示 した。

なお、胎土については、実体鏡 (倍率30倍)を使用 して観察した結果、渦巻状のタイプの一部

に黒灰色の砂粒が大量に含まれていたが、他のタイプでは大差は認められなかった。人尾市域

編年のⅢ-3期 を指標とした一群で、土師器小皿 7類の平安京内の編年から見て、13世紀中葉

～後葉の一時期に比定されよう。

SD-15

北北東―南南西に伸びる。幅0.4m・ 深さ0。 12mを 測る。内部堆積土層は淡灰色砂質土一層

である。遺物は出土しなかった。

SD-16

北北東―南南西に伸びるもので、SD-17の 一部を切っている。幅1.Om。 深さ0.12mを 測る。

内部堆積土層は淡灰色砂質土一層である。遺物は出土 しなかった。

SD-17

北北東―南南西に伸びるもので、SD-16に 一部切られている。幅0.5m・ 深さ0.09mを 測る。

内部堆積土層は淡灰色砂質土一層である。遺物は出土 しなかった。

SD-18

北北東―南南西に伸びる。幅1.12m・ 深さ0.1l mを 測る。内部堆積土層は淡灰色砂質土一層

である。遺物は出土しなかった。

~423

第53図 SP-16出土遺物実測図
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/1ヽ穴 (SP)

掘立柱建物を構成する柱穴を含めて、総数で 102個 の小穴 (SP-1～ SP-102)を 検出

した。掘形の形状は、円形・精円形・不定形を呈 し、幅0,1～ 1.18m・ 深さ0.06～ 0.46mを 測る。

なお、 SP-102で は根石を確認 している。遺物が出土 した小穴は、 SP-16。 SP-43・ S

P-48・ SP-56・ SP-65。 SP-68e s P_69で ある。そのうち、図示できたものはSP
-16出上の 4点 (423～ 426)で ある。内訳は、土師器小皿 (423)・ 瓦器椀 (424)。 瓦器足釜

(425)。 土師器土釜 (426)で ある。遺物の特徴から13世紀代に比定されるものと考えられ

る。

2)包含層出土遺物

前述したように遺物包含層は第Ⅱ層・第Ⅲ層 。第Ⅳ層の各層で、第Ⅱ層からは鎌倉時代末期

から近世、第Ⅲ層からは弥生時代後期から鎌倉時代末期、第Ⅳ層からは弥生時代後期に比定さ

れる遺物が出土 した。遺構内出上の遺物を含めた総出土量 (コ ンテナ約30箱)の割合で見れば

包含層の出土量は約 7割程度を占めるcさ らに、包含層内で区別すれば第Ⅱ層が約 3割、第Ⅲ

層が約 6割、第Ⅳ層が約 1割を占める。数量的にみれば、第Ⅲ層から出上した遺物が大半を占

める。ただ、前述 したように第Ⅲ層は鎌倉時代末期頃の整地層と推定される土層で、出土した

遺物はほとんどが小破片であり、出土量の割には図示でき得た遺物は少ない。一方、第Ⅳ層か

らは弥生時代後期に比定される良好な遺物が西部一帝から出土したが、第Ⅵ層に関しては河川

の洪水に起因した土層であるため二次堆積の可能性を含んでいる。

図示した遺物は77点 (427～ 503)で ある。弥生土器は27点 (427～ 453)図 示した。すべて、

弥生時代後期 (畿内第V様式)に比定されるものである。内訳は、重 (427～ 435)・ 甕 (436

～438)。 鉢 (439)・ 底部有孔土器 (440)。 高杯 (441～ 447)。 器台 (448～ 453)で ある。

(454)は石包丁で、石材は緑泥片岩である。

須恵器は杯身 3点を図示した。 (455～ 456)は 古墳時代後期、 (457)は 奈良時代のものかと

推定される。 (458)は 円筒埴輪で外面は断続的なヨコハケを施 している。 (459)は管状式の土

錘である。

瓦器椀は 9点 (460～ 468)を 図示した。見込みのヘラミガキ模様で区別すれば、平行線状 (460

～462)・ 渦巻状 (463～ 467)・ 連結輪状 (468)イこ区別できる。人尾市域編年のⅢ-3期 (460

～467)・ Ⅳ-1期 (468)に 当たる。 (469)は瓦器小皿で見込みに格子状ヘラミガキが施文さ

れている。

白磁碗 (470・ 471)は ともに玉縁日縁を呈するもので、横田・森田分類の白磁碗Ⅳ類に当る。

(472)は 白磁碗であるが、型式は明確でない。 (473)は緑釉陶器で、高台の内側に沈線状の窪

みがある。

一-57-―



土師器小皿は14点 (474～ 478)を 図示 した。日縁部が上方へ立ち上が り口縁端部が九味をもっ

て終るもの (474・ 475)、 日縁部が上方へ立ち上がり口縁端部が尖 り気味で終るもの(476～ 480)、

口縁部が斜上方へ立ち上がるもの (481～ 485)、 ほぼ水平な底部から口縁部が斜上方へ立ち上

がるもの (486・ 487)がある。土師器中皿は14点 (488～ 501)を 図示 した。九底の底部から口

縁部が斜上方へ立ち上がるもの (488)、 日縁部が上方へ立ち上がるもの (489)、 水平な底部か

ら口縁部が斜上方へ立ち上がるもの (490～ 492)、 強いヨコナデにより口縁端部付近が外反す

るもの (493・ 494)、 日縁部が斜上方へ立ち上がった後、わずかに内湾するもの (495～ 498)、

日縁部が斜上方へ外反気味に立ち上がった後、日縁端部は上方へつまみ上げるもの (499～ 501)

がある。

屋瓦は2点図示 した。 (502)は蓮華文軒九瓦で、人尾市宮町の穴太廃寺出土の瓦に同意匠の
註 3

もの が あ る。 (503)は 唐 草 文 軒 平 瓦 で あ る。

註記

註 1(財 )八尾市文化財調査研究会 『木の本遺跡」 (財)八尾市文化財調査研究会報告 4 1984

註 2(財 )八尾市文化財調査研究会 r/1、阪合遺跡コー昭和59年度 第4次調査報告書― (財 )八尾市

文化財調査研究会報告15 1988

註 3(財)八尾市文化財調査研究会 「第 1章宮町遺跡発掘調査概要報告」 『八尾市埋蔵文化財発掘

調査概要 昭和 56・ 57年度』 (財 )人尾市文化財調査研究会報告 3 1983

参考文献

宇野隆夫1982「井戸考」『史価  第65巻第 5号

横田覧次郎・森田勉 「大宰府出上の輸入陶磁器について一型式分類と編年を中心として」 『九

州歴史資料館研究諭集 4』 1978

広島県草戸千軒町遺跡調査研究所 「草戸千軒町遺跡」 No.9

広島県草戸千軒町遺跡調査研究所 「草戸千軒」 No.35。 No。 ■1

大村敬通、水口富夫 「魚住古窯跡群』 兵庫県文化財調査報告書19冊  (財 )兵庫県文化協会

1983.  3

明石市教育委員会・平安博物館 『魚住古窯跡群発掘調査報告書』 1985

菅原正明 「畿内における土金の製作と流通」『文化財諭叢』 奈良国立文化財研究所創立30周年

記念諭文集 1982.12

(財)八尾市文化財調査研究会 「 I 萱振A遺跡 (第 1次調査)」 明、尾市坦蔵文化財発掘調査

概要 昭和61年度』 (財 )八尾市文化財調査研究会報告13 1987
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I 矢作遺跡

第 4章 出土遺物観察表
SE-1

遺物番号

図版番号
器  種

(cm)口径

法量 器高
成 形 ・ 調 整 技 法 色  調 胎 土 焼 成

考

率存

備

遺

1 土師器

小皿

7.0 手づくね成形。口縁部内外面ヨコナデ。底
部内外面ナデ。

乳灰色 密 良好

燿

2 土師器

小皿

8.4 手づくね成形。口縁部内外面ヨコナデ。底
部内外面ナデ。

麒 絶 密 良好

/

3 土師器

小皿

81
1 2

手づくね成形。口縁部内外面ヨコナデ。
面のヨコナデば時計回り。底部内面ナデ。
部外面指頭圧痕遺存。

内

底

乳灰色 密 良好

/

4 土師器

小皿

86
13

手づくね成形。日縁部内外面ヨョナデ。底
部内外面ナデ。

淡茶色～黄

茶色

密 良好

/

5 土師器

小皿

7.8 手づくね成形。日縁部内外面ヨヨナデ。底
部クト面指頭圧痕遺存。

淡灰色 密 良好

/

土師器

小皿

8.4

1.2

手づくね成形。口縁部内外面ヨヨナデ。底
部内タト面ナデ。

乳灰色 密 良好

/

7 上師器

小皿

7.7

12
手づくね成形。口縁部内外面ヨコナデ。底

部内外面ナデ。

淡灰黄色 密 良好

χ

土師器

小皿

8.8 手づくね成形。口縁部内外面ヨヨナデ。底
部内タト面ナデ。

淡灰色 密 良好 第 2層

握

土師器

小皿

89
1.9

手づくね成形。日縁部内外面ヨコナデ。底
部内面ナデ。底部外面未調整。

淡茶色 精良 良好 第 1層

/

珊枷
78 手づくね成形。日縁部内外面ヨコナデ。底

部内外面ナデ。

乳灰色 密 良好 内面に灯心

油痕あり

/

土師器

小皿

10.2 手づくね成形。口縁部内外面ヨコナデ。底
部内外面ナデ。

淡茶色 精 良 良好 第 2層

/

土師器

中皿

13.1 手づくね成形。日縁部内外面ヨヨナデ。底
部内面ナデ。底部タト面弱いナデ。

淡灰色～暗

灰色

密 良好 第2層

拒
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遺物番号

図版番号
器  種

(cm)口 径

法量 器高
成 形 ・ 調 整 技 法 色  調 土 焼 成

備  考

遺 存 率

瑞
椀

13 5 口縁部外面数条の細いヘラミガキ。体部外
面ナデ。体部内面密なヘラミガキ。見込み格

子状ヘラミガキ。

淡灰色～灰

色

やや粗 良好 第2層

拒

鴎
椀

14 6 口縁部外面数条の細いヘラミガキ。体部外
面指頭圧痕遺存。体部内面密なヘラミガキ。
見込み単位の細い格子扶ヘラミガキ。

淡灰色～黒

灰色

やや粗 良好 第 2層

握

瓦器

椀

16.5

47
高台径 3.2

高台高 0.3

口縁部外面ヨヨナデ。体部外面指頭圧成形

後ナデ。体部内面粗いヘラミガキ。見込み平

行線状ヘラミガキ。高台周辺ヨコナデ。

灰 色 密 良好 第2層

%

瓦器

椀

15,7 口縁部外面強いヨコナデ。体部外面指頭圧

痕遺存。体部内面一部ヘラミガキ。

黒灰色 やや粗 良好 第2層

%

瓦器

椀

高台径 4.4

高台高 03

底部内面ナデによ り平滑 に した後、一単位

の大 きい格子状ヘ ラミガキ。高台周辺 ヨコナ

→だ。

灰 色 やや粗 良好 第 2層

須恵器

甕

18.3 マキアゲ成形。日縁部内面回転ナデ。口縁

部外面および体部外面左上がりのタタキの後

回転ナデ。体部内面ヨコナデ。

灰 色 やや粗

長石(05～ l mm)

チャート(l mm)

竪緻 第 2層

東播系

/

須恵器

鉢

29 5 マキアゲ・ミズビキ成形。口縁部内外面回

転ナデ。

淡灰色～灰

色

やや粗

長石

(01～ 0 5mH)

多量に含む

堅緻 第1層

東播系

%

土師器

土釜

29 6

鍔径 361

マキアゲ成形。日縁部内外面および鍔部ヨ
ヨナデ。他はナデ。

内面

淡茶色

外面

灰茶色

粗

長石・チャート

(0.1～ 3剛 )

多量に合む

良好 第 2層

外面煤付着

%

土師器

土釜

28.8

鍔径 381

マキアゲ成形。日縁部内外面および鍔部土

面ヨコナデ。他はナデ。

内面

乳白色

外面

茶赤色

粗

長石

(01～ 2 1un)

多量に含む

良好 第 1層

鍔部以下

煤付着

%

白磁

碗

18 4 ロクロ成形。内面ロクロナデ。外面カンナ

削り。体部内面上位に浅い沈線。

磁胎

白色

釉

乳白色

級 密 堅緻 第2層

%

SE-2

遺物番号

図版番号
器  種

(cm)日 径

法量 器高
成 形 ・ 調 整 技 法 色  調 胎 土 焼 成

考

率存

備

遺

土師器

小皿

112 手づくね成形。口縁部内外面ヨコナデ。底

部内外面ナデ。

淡灰黄色 密 良好

握

24 土師器

小皿

102 手づくね成形。口縁部内外面ヨコナデ。底
部内外面ナデ。

淡仄色 密 史好

%

土師器

小皿

81
10

手づくね成形。日縁部内外面ヨコナデ。底

部内面ナデ。底部外面指頭圧痕遺存。

淡灰黄色～

淡茶色

密 良好

完形
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遺物番号

図版番号
器  種

径

高
口

器
くｃｍ，腫

成 形 ・ 調 整 技 法 色  調 胎 土 焼 成
考

率存

備

遺

土師器

小皿

8.4

1.1

手づくね成形。全体に風化しており調整不
明。

淡茶色 密 やや軟

質

/

器

皿

瓦

小

10.3 手づくね成形。口縁部内外面および底部内
面密なヘラミガキ。

灰色～黒灰

色

やや粗 良好

/

28 酬
椀

高台径 4.1

高台高 0.2

体部内面粗いヘラミガキ。見込み平行線状
ヘラミガキ。体部外面指頭圧痕遺存。高台周
辺ヨヨナデ。

淡灰 ～灰色 やや狙

長石

(0.lu nl)

を多量に含む

良好

/

土師器

土釜

30 9

鍔径 417

マキアゲ成形。日縁部内外面および鍔部裏
面ヨヨナデ。体部内面ナデ。

乳仄色～灰

茶色

粗

石英 (05111n)

長石(01～ 2 mal)

チヤート(2 nlm)

を多量に含む

良好 第 1層

%

土師器

土釜

28 5

鍔径 41.0

マキアゲ成形。口縁部内タト面および鍔部裏
面までヨコナデ。他はナデ。

淡茶色 粗

長石

(0.1～ 4 1ul)

を散見する

良好 井戸側

鍔部以下

煤付着

SE-3

遺物番号

図版番号
器  種

(cm)口 径

法量 器高
成 形 ・ 調 整 技 法 色  調 胎 土 焼 成

考

率存

備

遺

土師器

小皿

8.8

1 5

手づくね成形。日縁部内外面ヨヨナデ。底
部内外面ナデ。

淡茶色 密 良好 第1層

/

土師器

/1ヽ皿

91
1.4

手づくね成形。日縁部内外面ヨコナデ。底
部内外面ナデ。

淡灰色 密 良好 第 1層

/

土師器

/1ヽ皿

10.0

1.4

手づくね成形。日縁部内外面ヨヨナデ。底
部内面ナデ。底部外面指頭圧痕遺存。

淡灰責色 精 良 良好 井戸枠内

拒

土師器

小皿

10,7 手づくね成形。口縁部内外面ヨコナデ。底
部内面ナデ。

淡灰色 密 良好 井戸枠内

ヌ

35 瓦器

小皿

8.6 手づくね成形。日縁部内外面ヨコナデ。底
部内面ナデ。底部外面指頭圧痕遺存。

淡灰色～灰

色

やや粗 良好 第2層

/

器

皿

瓦

小

11.1 手づくね成形。日縁部内外面ヨコナデ。底
部外面指頭圧痕遺存。見込み平行線状ヘラミ
ガキ。

灰 色 やや粗 良好 第1層

%

瓦器

椀

15,8 体部外面および口縁部ヘラミガキ。体部内
面単位幅の細いヘラミガキ。

仄色～黒灰

色

やや粗 良好 層

型効
却
　
握

瓦器

椀

高台径 4.5

高台高 0.5

体部外面および底部外面ナデ。高台部周辺
ナデ。見込み平行線状ヘラミガキ。

灰色～暗灰

色

やや粗 良好 第2層

/
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遺物番号

図版番号
器  種 唯

縞
ぐｃｎヶ遅

成 形 ・ 調 整 技 法 色  調 胎 土 焼 成
考

率存

備

遺

瑞
椀

高台径 5.8

高台高 04

体部外面および底部外面ナデ。高台部周辺

ナデ。見込み格子状ヘラミガキ。

淡灰～暗灰

色

やや粗 良好 第1層

%

酪
椀

14 1

50
高台径 4.1

高台高 04

口縁部外面粗いヘラミガキ。体部外面指頭

痕遺存。高台部周辺ナデ。体部内面密なヘラ
ミガキ。見込み平行線状ヘラミガキ。

灰色 やや粗 良好 第1層

/

須恵器

養

29 0 マキアゲ成形。日縁部内外面および頸部内

面ヨヨナデ。頭部外面右上がりのタタキの後
ヨコナデ。

灰青色 やや粗

長石

(0.llnl)

を含む

竪緻 第1層

東播系

%

須恵器

鉢

24.6 マキアゲ・ ミズビキ成形。日縁部内外面お
よび体部内外面ヨコナデ。口縁部外面重ね焼

痕。

灰青色 やや粗

長石・石英

(0 1dul)

を含む

竪緻 井戸枠内

東播系

%

須恵器

鉢

27 4 マキアゲ・ミズビキ成形。日縁部内外面お
よび体部内外面回転ナデ。日縁部重ね焼痕。

淡灰色

口縁部

灰青色

やや粗

長石・石英

(01～ l lun)

を含む

堅緻 第 1層

東播系

χ

須恵器

鉢

24.8 マキアゲ・ ミズビキ成形。口縁部内タト面お
よび体部内外面回転ナデ。口縁部重ね焼痕。

淡仄色

口縁部

灰青色

やや粗

長石・石英

(0.1～ 2 Hun)

を含む

堅緻 第 1層

東播系

%

土師器

土釜

28.5

鍔径 335

マキアゲ成形。国縁部内外面および鍔部ヨ
ヨナデ。体部内面ヘラケズリの後ナデ。

淡茶色 やや粗

長石・チャート

(0.1～ l ntnl)

を含む

良好 第1層

/

SE-1

遺物番号

図版番号
器  種

径

高
口
器

ω
鱚

成 形 ・ 調 整 技 法 色  調 胎 土 焼 成
考

率存

備

遺

土師器

小皿

8,7 手づくね成形。口縁部内タト面ヨヨナデ。底

部内外面ナデ。

淡灰色 精良 良好 第2層

/

47 土師器

小皿

88 手づくね成形。口縁部内外面ヨヨナデ。底

部内外面ナデ。

淡茶色 密 良好 第2層

/

瑞
椀

148
57

高台径 60
高台高 0.6

体部外面密なヘラミガキ。体部内面全面に
わたる密なヘラミガキ。見込み格子状ヘラミ
ガキ。高台部周辺ナデ。

淡灰～黒灰 やや粗 良好 第2層

/

鴎
椀

高台径 48
高台高 0.2

体部外面指頭圧痕遺存。体部内面/dいヘラ
ミガキ。見込み平行線状ヘラミガキ。

淡灰 ～黒灰 やや粗 良好 第2層

/

50 須恵器

鉢

27 4 マキアゲ・ ミズビキ成形。口縁部内外面お

よび体部内外面回転ナデ。日縁部外面重ね焼

痕。

灰色

口縁部

黒灰色

やや粗

長石

(01～ 2nl)

堅緻 第2層

東播系

握
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SE-7

遺物番号

図版番号
器  種 ω

遁
日径

器高
成 形 ・ 調 整 技 法 色   調 胎 土 焼 成

考

率存

備

遺

土師器

小皿
手づくね成形。日縁部内外面ヨヨナデ。底

部内外面ナデ。

乳灰色 密 良好 第2層

ほぼ完形

土師器

小皿

乱
　
一

手づくね成形。日縁部内外面ヨヨナデ。底
部内外面ナデ。

乳灰色 やや粗 良好 第2層

%

土師器

中皿

11 2

2,1

手づくね成形。口縁部内外面ヨコナデ。底
部内面ナデ。底部外面弱いナデ。

淡灰茶色 やや粗

長石・クサリ

礫を含む

良好 第2層

ほぼ完形

土師器

中皿
手づくね成形。口縁部内外面ヨコナデ。底

部内外面ナデ。底部外面と体部の境に粘上の
つなぎ目遺存。

乳灰色 やや粗

長石・雲母

を含む

良好 第2層

鯵

土師器

中皿

＆
　
一

手づくね成形。日縁部内外面ヨコナデ。底
部内外面ナデ。

乳 白色 密

クサリ礫を

含む

良好 第2層

/

土師器

中皿

164 手づくね成形。日縁部内外面ヨコナデ。底
部内外面ナデ。

淡茶色 密 良好 第2層

%

瑞
椀

13.8

50
高台径 4.2

高台高 0.4

口縁部外面ヨヨナデの後、数条のヘラミガ

キ。体部外面指頭成形後ナデ。体部内面密な
ヘラミガキ。見込み格子状ヘラミがキ。

淡灰～黒灰

色

密 良好 第2層

/

鴎
椀

13.0

35
高台径 2.9

高台高 03

口縁部外面ヨコナデ。体部外面指頭圧痕遺
存。見込みから体部内面にかけて、連結輪状
を施す。高台は粘土紐を押えつけて貼つけた

もので、高台周辺は弱いナデを行う。

乳白～黒仄

色

やや粗

長石・チャート

(01～ l IIII)

を含む

良好 第2層

%以上

瑞
椀

高台径 56
高台高 04

高台周辺ナデ。見込み平行線状ヘラミガキ。
芸部外面ナデ。

淡灰～灰青

色

密 良好 第2層

%

器

皿

瓦

小

8,9 手づくね成形。口縁部外面ヨコナデ。体部
内面ヘラミガキ。底部外面ナデ。見込み平行

線状ヘラミガキ。

灰青色 やや粗 良好 第2層

/

須恵器

菱

33 7 マキアゲ成形。口縁部内外面回転ナデ。票
部外面右上がりのタタキの後一部ナデ。

黒灰色 やや粗 やや軟

質

第2層

/

平瓦 表面模骨痕遺存。裏面縄ロタタキ。表面裏
面に、はなれ砂遺存。

淡灰色 やや粗

長石・石英

チャートを

多量に含む

良好 第2層

平瓦 表面一部布目痕遺存。端面はヘラケズリに
よる面取り。裏面縄ロタタキ。

淡灰～灰青

色

やや粗

長石・石英

チャートを

若干含む

良好 第2層

九瓦 表面縄ロタタキの後ナデ。裏面密な布目痕
遺存。

淡灰～灰青

色

やや粗

長石

(0.lmm)

を多量に含む

良好 第2層
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遺物番号

図1仮番号
器  種 唯

縮
⑪
進

成 形 ・ 調 整 技 法 色   調 胎 土 焼  成
考

率存

備

遺

65 下駄 さ
幅

さ

長

台

高

22.8

10 9

74

台部の平面形状が長円形、断面が舟底形を

呈する。差歯下駄。露卯構造。
緒孔―前緒孔1.lcn・ 後緒孔1.9cm。

第2層

完形

66 毬 長径  48
短径  4.6

九木の両端を切断後、ノミで面取り。 第2層

完形

SE-8

遺物番号

図版番号
器  種

(cm)日径

法量 器高
成 形 。 調 整 技 法 色   調 胎 上 焼  成

考

率存

備

遺

７

　

　

　

一
二

６

　

　

　

一
一

酬
椀

13 9

41
高台径 3.2

高台高 03

口縁部外面ヨコナデ。体部外面指頭圧痕遺

存。体部内面および見込みナデ。体部内面粗
いヘラミガキ。見込み平行線状ヘラミガキ。
高台部周辺ナデ。

淡灰色～黒

灰色

やや粗 良好 第1層

外面重ね焼

痕
ほぼ完形

瓦器

椀

14 2

4.3

高台径 4.0

高台高 03

口縁部外面ヨコナデ。体部外面指頭圧痕遺

存。体部内面および見込みナデ。体部内面粗
いヘラミガキ。見込み平行線状ヘラミガキ。
高台部周辺ナデ。体部外面粘土結合痕。

淡灰色～黒

灰色

やや粗 良好 第 1層

笏

瓦器

椀

14 7

4.3

高台径 3.2

高台高 0.3

口縁部外面ヨコナデ。体部外面指頭圧痕遺

存。体部内面および見込みナデ。体部内面粗
いヘラミガキ。見込みはやや太め工具による
ヘラミガキ。高台部周辺ナデ。

淡灰色～灰

色

やや粗 良好 第1層

外面に

重ね焼痕
ほぼ完形

70 瓦器

椀

14 2

4.1

高台径 33
高台高 0.2

口縁部外面ヨコナデ、体部クト面指頭圧痕遺

存。体部内面および見込みナデ。見込み平行
線状ヘラミガキの後、体部内面粗いヘラミガ

キ。高台周辺弱いナデ。

灰色～黒灰

色

やや粗 良好 井戸側内

内外面に

油煙あり

/

71 瓦器

椀

13.6

3.6

高台径 38
高台高 02

口縁部外面ヨコナデ。体部外面指頭圧痕遺
存。体部内面および見込みナデ。体部内面祖
いヘラミガキ。見込み平行線状ヘラミガキ。
高台周辺弱いナデ。

灰色～黒仄

色

やや粗 良好 井戸側面

外面に重ね

焼痕

完形

72 酪
椀

13.3

3.7

高台径 3.6

高台高 0.2

口縁部外面ヨコナデ。体部外面指頭圧痕遺
存。体部内面および見込みナデ。体部内面粗
いヘラミガキ。見込みは細めの工兵によるヘ

ラミガキ。高台部周辺弱いナデ。

淡灰色～黒

灰色

やや粗 良好 井戸側内

外面に重ね

焼痕

完形

瑞
椀

14.2

3.3

高台径 3.9

高台高 0.2

口縁部外面ヨコナデ。体部外面指頭圧痕遺
存。体部内面および見込みナデ。体部内面粗
いヘラミガキ。見込み平行線状ヘラミガキ。
高台部周辺ナデ。

灰色～灰青

色

やや粗 良好 井戸側内

外面に重ね

焼痕

笏

瓦器

椀

14.0

43
高台径 33
高台高 02

口縁部外面ヨコナデ。体部外面指頭圧痕遺
存。体部内面および見込みナデ。見込みから

体部内面にかけて渦巻状ヘラミガキ。高台部
周辺弱いナデ。

乳灰色～黒

灰色

やや粗 良好 井戸側内

内外面に

重ね焼痕

完形

土師器

小皿

8.3

14
手づくね成形。日縁部内外面ヨコナデ。底

部内外面ナデ。

乳仄色 密 良好 第 1層

笏

SE-9

遺物番号

図版番号
器  種

径

高
口

器ω
遅

成 形 ・ 調 整 技 法 色   調 胎 土 焼 成
考

率存

備

遺

二 四

器

椀

瓦

小

83
3.0

高台径 32
高台高 0.6

口縁部外面ヨヨナデ。体部外面密なヘラミ
ガキ。体部内面乱方向のヘラミガキ。高台周
辺ナデ。

乳灰色 やや粗

長石

(2 Hl)

を散見する

良好 第2層

内外面炭素

不着不良

/
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I 矢作遺跡

SE-lo

遺物番号

図版番号
器  種

(cm)口 径

法量 器高
成 形 ・ 調 整 技 法 色   調 胎 土 焼 成

考

率存

備

遺

土師器

小皿

104 手づくね成形。日縁部内外面ヨコナデ。底
部内外面ナデ。

淡茶色 密 良好

%

土師器

小皿

8,7 手づくね成形。口縁部内外面ヨコナデ。底
部内外面ナデ。

乳灰色 やや粗

クサリ礫を

多量に含む

良好

%

土師器

小皿

9.6 手づくね成形。口縁部内外面ヨヨナデ。底

部内外面ナデ。

淡茶色 やや粗

クサリ礫を

散見する

良好 内面

灯心油痕

%

瓦器

椀

154 口縁部内外面ヨヨナデ。体部外面上半にヘ

ラミガキ。内面体部密なヘラミガキ。

暗灰色 やや粗 良好

妬

瓦器

椀

14.2 口縁部内外面ヨヨナデ。体部内外面密なヘ

ラミガキ。

暗灰色 やや粗 良好

%

瑞
椀

14 2 口縁・体部内外面密なヘラミガキ。 暗灰色 やや粗 良好 大和型

χ

瑞
椀

11.4 体部外面ヘラミガキ。体部内面乱方向の密
なヘラミガキ。

灰 色 やや粗 良好

%

84 瓦器

椀

16 1

50
高台径 62
高台高 0.6

体部外面分割を意識したヘラミガキ。体部
内面密なヘラミガキ。見込み平行方向のヘラ
ミガキ。高台部周辺ナデ。

黒灰色 やや粗 良好

/

瓦器

椀

高台径 5.6

高台高 0.6

体部外面粗いヘラミガキ。体部内面密なヘ

ラミガキ。見込み格子状ヘラミガキ。高台部
周辺ナデ。

灰色 やや粗 良好

/

瓦器

椀

高台径 55
高台高 06

体部外面ナデ。見込み平行緯伏十格子状ヘ

ラミガキ。高台は楕円形を呈する。高台部周
辺ナデ。

灰 色 やや粗 良好

高台部完存

白磁

碗

高台径 65
高台高 06

ロクロ成形。内面ロクロナデ。外面カンナ

肖Uり 。高台は低 く、裏面の削り出しはわずか
である。体部外面下半以下露胎。

磁胎

白色

/HI

乳白色

級 密 竪級

高台部完存

SE-11

遺物番号

図版番号
器  種

(cI)

法量
唯
綿

成 形 ・ 調 整 技 法 色  調 胎 土 焼 成
考

率存

備

遺

土師器

小皿

7.4 手づくね成形。日縁部内外面ヨコナデ。底
部内外面ナデ。

乳 白色 密 良好 第 3層

%

土師器

小皿

60 手づくね成形。日縁部内外面ヨコナデ。底
部内外面ナデ。

淡茶色 密 良好 第 3層

/
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遺物番号

図版番号
器  種

(cm)口 径

法畳 器高
成 形 ・ 調 整 技 法 色  調 胎 土 焼 成

考

率存

備

遺

土師器

小皿

8.4 手づくね成形。日縁部内外面ヨヨナデ。底
部内外面ナデ。

淡茶灰色 密 良好 第3層

%
土師器

中皿

12.4 手づくね成形。口縁部内外面ヨヨナデ。底
部内外面ナデ。

淡茶色 やや粗 良好 第3層

%
土師器

中皿

16.4 手づくね成形。口縁部内外面ヨヨナデ。底
部内外面ナデ。

淡茶色 やや粗 良好 第3層

/

二 四

瓦器

杭

14 9

3.5

高台径 38
高台高 02

口縁部外面ヨヨナデ。体部外面指頭圧痕遺
存。体部内面単位の大いヘラミガキ。見込み

雑な平行線状ヘラミガキ。高台部周辺ナデ。

淡灰色～灰

色

やや粗 良好 第 3層

外面に重ね

焼痕

完形

琳
椀

13 2 口縁部外面ヨコナデ。体部外面指頭圧痕遺
存。体部内面粗いヘラミガキ。

灰 色 やや粗 良好 第7層

%

琳
椀

146 口縁部外面ヨコナデ。体部外面指頭圧痕遺
存。

青灰色 やや粗 良好 第3層

%
瓦器

椀

高台径 5.6

高台高 04

体部外面指頭圧成形後弱いナデ。見込み格
子状ヘラミガキ。高台部周辺ナデ。

淡灰色～灰

色

やや粗 良好 第 3層

%

二 四

瓦器

小皿

80
16

手づくね成形。日縁部内外面ヨヨナデ。底
部内外面ナデ。

灰 色 やや粗 良好 第 3層

ほぼ完形

二 四

瓦器

小皿

97
21

手づくね成形。口縁部内外面ヨヨナデ。底
部外面弱いナデ。見込み平行線状ヘラミガキ。
体部内面ヘラミガキ。

淡灰色 やや粗 良好 第 3層

%以上

99

二四

土師器

土釜

318

鍔径 392

マキアゲ成形。日縁部内外面から鍔部裏面
までヨヨナデ。顕部内面板状工具によるケズ

リの後ナデ。

茶褐色 粗

長石・石英

(1-2 EUn)
を多量に含む

良好 第3層

%
100

二 四

須恵器

養

29.4 マキアゲ成形。日縁部内外面ヨヨナデ。頸
部内面ナデ。頭部外面右上がりのタタキの後
弱いナデ。

黒灰色 やや粗 良好 第 7層

/

白磁

碗

高台径 57
高台高 08

ロクロ成形。内面ロクロナデ。外面カンナ

肖Uり 。
磁胎

灰白色

釉

乳白色

緻密 堅緻 第 3層

/

SE-12

遺物番号

図版番号
器  種

(cm)口径

法量 器高
成 形 ・ 調 整 技 法 色  調 胎 土 焼 成

考

率存

備

遺

端ガヽ皿
8.4

12
手づくね成形。日縁部内外面ヨヨナデ。底

部内外面ナデ。
淡茶色 やや粗

長石

(0.5nJl)

を散見する

良好

影
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I 矢作遺跡

遺物番号

図版番号
器  種 ｍ

鱚
口径

器高
成 形 ・ 調 整 技 法 色  調 胎 土 焼 成

考

率存

備

遺

土師器

小皿

8.9

1.4

手づくね成形。日縁部内外面ヨヨナデ。底

部内外面ナデ。

淡茶色 密 良好

/

土師器

小皿

10.2

1 5

手づくね成形。国縁部内外面ヨコナデ。底

部内外面ナデ。

淡茶色 密 良好

/

土師器

小皿

10 0

11
手づくね成形。日縁部内外面ヨコナデ。底

部内外面ナデ。

淡灰色 やや粗

民石

(02～ l lul)

を含む

良好

/

土師器

中皿

14 9 手づくね成形。口縁部内外面ヨヨナデ。 乳灰色 密 良好

%

土師器

中皿

14 5

24
手づくね成形。口縁部内外面ヨコナデ。底

部内外面ナデ。

淡茶色 やや粗

長石

(0.1-0.5晒 )

を多量に含む

良好

/

畔
椀

14.3 口縁部外面二段ヨコナデ。体部外面指頭圧

痕遺存。体部内面単位幅の広いヘラミガキ。
灰 色 密 良好

/

畔
椀

14.2 口縁部外面ヨコナデ。体都外面指頭圧痕遺

存。体部内面単位幅の細いヘラミガキを圏線

状に施す。

淡灰色 やや粗 良好

%

瑞
椀

高台径 5.5

高台高 0.5

高台部ナデ。見込み格子状ヘラミガキ。全

体に風化。

淡仄色 密 良好

%

SE-13

遺物番号

図版番号
器  種

(cm)

法量
唯
綿

成 形 ・ 調 整 技 法 色   調 胎 土 焼 成
考

率存

備

遺

土師器

小皿

8.0

1.7

手づくね成形。口縁部内外面ヨコナデ。底

部内外面ナデ。

乳灰色 密 良好 井戸側内

/

土師器

小皿

94
1.5

手づくね成形。口縁部内外面ヨコナデ。底

部内外面ナデ。

淡茶色 密 良好 井戸側内

/

土師器

小皿

86
1,4

手づくね成形。口縁部内外面ヨヨナデ。底

部内面ナデ。底部外面未調整。

淡茶色 密 良好 井戸側内

完形

二 四

土師器

小皿

87
16

手づくね成形。日縁部内外面ヨヨナデ。底

部内面ナデ。底部外面指頭痕遺存。

淡灰色 やや粗 良好 井戸側内

/

二 四

土師器

小皿

90
17

手づくね成形。日縁部内外面逆時計回りの

ヨコナデ。底部内外面ナデ。

淡茶色 密 良好 井戸側内

完形
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遺物番号

図版番号
器  種

(cm)口 径

法量 器高
成 形 ・ 調 整 技 法 色   調 土 焼 成

考

率存

備

遺

116

二四

土師器

小皿

104
13

手づくね成形。口縁部内外面ヨヨナデ。底
部内面ナデ。底部外面指頭圧痕。粘土接合痕
遺存。

淡灰色 密 良好 井戸側内

%

117 土師器

小皿

88
14

手づくね成形。口縁部内外面ヨコナデ。底
部内面ナデ。底部外面弱いナデ。

淡茶色 やや粗

長石

(0.5～ l mE)

を散見する

良好 井戸側内

ほぼ完形

二 四

土師器

小皿

88
1 4

手づくね成形。日縁部内外面逆時計回りの
ヨヨナデ。底部内外面ナデ。底部外面粘土結
合痕遺存。

淡灰色 密 良好 井戸側内

ほぼ完形

土師器
/1ヽ皿

85
1 4

手づくね成形。日縁部内外面ヨヨナデ。底
部内面ナデ。底部外面弱いナデ。

淡茶色 密 良好 井戸側内

ほぼ完形

120

二 四

土師器

小皿

90
1 4

手づくね成形。口縁部内外面ヨコナデ。底
部内面ナデ。底部外面弱いナデ。

淡茶色 精 良 良好 井戸側内

完形

二 四

土師器

小皿

83
1 6

手づくね成形。□縁部内外面逆時計回りの
ヨコナデ。底部内外面ナデ。

淡茶色 密 良好 井戸側内

完形

土師器

小皿

102
1 1

手づくね成形。日縁部内外面ヨコナデ。底
面は一部に凹凸あり。底部内外面ナデ。

淡茶色 密 良好 井戸側内

/

土師器

中皿

13 7

25
手づくね成形。口縁部内外面ヨコナデ。他

はナデ。
淡茶色 密 良好 井戸側内

%
土師器

中皿

149
31

手づくね成形。口縁部内外面ヨヨナデ。底
部内面ナデ。外面未調整。

淡灰色 密 良好 井戸側内

/

土師器

小皿

139
23

手づくね成形。日縁部内外面ヨヨナデ。底
部内面ナデ。底部外面未調整。

淡茶色 密 良好 井戸側内

%

瑞
杭

14 0 体部外面上半粗いヘラミガキ。体部内面密
なヘラミガキ。見込み格子状ヘラミガキ。

淡灰色～黒

灰色

やや粗 良好 井戸側内

%
瓦器

杭

14 6 体部外面粗いヘラミガキ。体部内面密なヘ

ラミガキ。
灰 色 やや粗 良好 井戸側内

/

瓦器

椀

16 0

49
高台径 59
高台高 06

体部外面上位粗いヘラミガキ。他は弱いナ
デ。体部内面密なヘラミガキ。見込み単位の
大きい格子状ヘラミガキ。高台部ヨヨナデ。

灰 色 やや粗 良好 井戸側内

内外面に

油煙

/

瓦器

椀

高台径 52
高台高 04

見込み格子状ヘラミガキ。高台部ヨコナデ。灰色～黒灰

色

やや粗 良好 井戸側内

影
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I 矢作遺跡

遺物番号

図版番号
器  種

(cm)口 径

法量 器高
成 形 ・ 調 整 技 法 色   調 胎 土 焼  成

考

率存

備

遺

130 瑞
椀

体部外面ナデ。高台部ヨコナデ。見込み格
子状ヘラミガキ。

淡灰～暗灰

色

やや粗 良好 井戸側内

%

瑶
椀

高台径 52
高台高 06

体部外面ナデ。高台部ヨヨナデ。見込み格
子状ヘラミガキ。

暗灰色 密 良好 井戸側内

笏

瑞
椀

高台径 61
高台高 06

体部外面弱いナデ。高台部ヨヨナデ。体部
内面ヘラミガキ。見込み平行線状ヘラミガキ。

灰色～暗灰

色

密 良好 井戸側内

%

二 四

瓦器

小皿

82
2.5

手づくね成形。日縁部外面ヨヨナデ。体部
外面指頭圧成形後ナデ。体部内面密なヘラミ
ガキ。見込み単位の細い格子状ヘラミガキ。

暗灰色 密 良好 井戸側内

完形

134

二 四

器
皿

瓦
小

9,9

22
手づくね成形。日縁部外面ヨヨナデ。体部

および底部外面指頭圧成形後弱いナデ。体部
内面密なヘラミガキ。見込み単位の細い格子
状ヘラミガキ。

灰色～暗灰

色

やや粗 良好 井戸側内

笏

135 瓦器

小皿

9,4

27
手づくね成形。口縁部外面ヨコナデ。体部

および底部外面弱いナデ。体部内面密なヘラ
ミガキ。見込み単位の細い格子状ヘラミガキ。

灰色～暗灰

色

密 良好 井戸側内

外面に重ね

焼痕

/
136 瓦器

小皿

10,0 手づくね成形。日縁部外面ヨコナデ。体部
外面ナデ。体部内面密なヘラミガキ。見込み
平行線状ヘラミガキ。

灰 色 やや粗 良好 井戸側内

/
137 瓦器

小皿

8,7

19
手づくね成形。日縁部外面ヨヨナデ。日縁

部内面粗いヘラミガキ。見込み平行線状ヘラ
ミガキ。底部外面弱いナデ。体部内面密なヘ

ラミガキ。見込み格子状ヘラミガキ。

暗灰色 やや粗 良好 井戸側 内

%

138

二五

土師器

土釜

32 0

鍔径 395

マキアゲ成形。日縁部内外面ヨコナデ。顕
部内外面ナデ。鍔部上面裏面ナデ。

明橙色 やや粗

長石・石英

(05～ l mm)

を多量に含む

良好 井戸側内

鍔部裏面

煤付着

%

二 五

須恵器

羹

28 4 マキアゲ成形。日縁部内外面ナデ。体部外
面タタキ。体部内面ヘラナデ。

淡灰一灰色 やや粗 堅徹 井戸側内

%
140

二五

須恵器

鉢

28.4 マキアゲ・ ミズビキ成形。日縁部内外面ナ
デ。体部内外面回転ナデめ

暗灰色 やや粗 堅級 井戸側内

/

二 五

須恵器

鉢

29 5

11.3

底径 81

マキアゲ・ ミズピキ成形。日縁部および体
部内外面回転ナデ。底部内外面ナデ。

灰色～灰青

色

やや粗

砂泣

(01～ 0 5mm)

を多量に含む

堅緻 井戸側内

内面に炭化

物付着
ほぼ完形

142

二五

陶器

胴部最大径181

マキアゲ・ミズビキ成形。顕部および体部
内外面回転ナデ。顕部から体部上半に自然釉。

乳灰色 やや粗

黒色の砂粒

(01～ 0 5mm)

を多量に含む

堅緻 井戸側内

/(体部)
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SK-2

SK-4

遺物番号

図版番号
器  種 ｍ

遅
口径

器高
成 形 ・ 調 整 技 法 色   詞 土 焼 成

考

率存

備

遺

土師器

小皿
手づくね成形。口縁部内外面ヨコナデ。底

部内外面ナデ。

淡茶色 径 良好 第 1層

/

‐４４
　
　
　
覇

土師器

小皿

9 9

17
手づくね成形。日縁部内外面ヨコナデ。底

部内外面ナデ。

淡灰茶色 密 貞好 第1層

%

土師器
/1ヽ皿

93
20

手づくね成形。国縁部外面ヨヨナデ。底部

外面弱いナデ。内面風化のため調整不明。

淡灰色～黒

灰色

やや粗 良好 第1層

底部に重ね

焼痕

%

遺物番号

図版番号
器  種

径

高
口
器くｃｍ＞燿

成 形 ・ 調 整 技 法 色   調 胎 土 焼  成
考

率存

備

遺

‐４６
　
　
　
五

瑞
椀

16 1

51
高台径 45
高台高 06

口縁部外面ヨヨナデ。体部外面指頭圧成形

後ナデ。体部内面粗い圏線状ヘラミガキ。見

込み単位幅の大きい格子状ヘラミガキ。

灰色～暗灰

色

やや粗 良好 第4層

完形

瑞
椀

15 4 体部外面密なヘラミガキ。体部内面密なヘ

ラミガキ。

灰色 やや粗 良好 第2層

%

瑞
杭

高台径 46
高台高 05

高台部内外面ヨヨナデ。見込み施文原体が

細いヘラ先による格子状ヘラミガキ。

灰色 やや粗 良好 第4層

%

‐４９
　
　
　
五

瓦器

/1ヽ 皿

手づくね成形。□縁部外面ヨコナデ。底部

外面弱いナデ。体部内面粗いヘラミガキ。見

込み平行線状ヘラミガキ。

灰色 やや粗 良好 第4層

完形

SK-5

遺物番号

図版番号
器  種

径

高
日
器くｃｍナ遁

成 形 ・ 調 整 技 法 色  調 胎 土 焼 成
考

率存

備

遺

土師器

小皿

手づくね成形。口縁部内外面ヨヨナデ。底

部内外面ナデ。

乳茶色 密 良好 第 3・ 4層

/

土師器

小皿

96
09

手づくね成形。日縁部内外面ヨコナデ。底

部内面ナデ。底部外面指頭痕遺存。

乳白色～乳

茶色

密 良好 層第

　

　

％

土師器

小皿

94
1 3

手づくね成形。口縁部内外面ヨコナデ。底

部内外面ナデ。

乳灰色 密 良好 層第

　

　

％

土師器

小皿

工
　
一

手づくね成形。口縁部内外面ヨコナデ。底

部内外面ナデ。

淡茶色 密 良好 第 3・ 4層

/

土師器

小皿

94
17

手づくね成形。日縁部内外面ヨコナデ。底

部内面ナデ。底部外面弱いナデ。

乳茶色 密 良好 層第

　

　

／
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I 矢作遺跡

遺物番号

図版番号
器  種

径

高
口
器くｃｍ，鴻

成 形 ・ 調 整 技 法 色  調 胎 土 焼  成
考

率存

備

遺

‐５５

　

一

一 ノ＼

土師器

小皿

94
1 7

手づくね成形。口縁部内外面ヨコナデ。底
部内面ナデ。底部外面指頭圧調整。

淡茶色 密 良好 第 3・ 4層

ほぼ完形

‐５６

　

一
・ン、

土師器

小皿

102
11

手づくね成形。口縁部内外面ヨヨナデ。底
部内面ナデ。底部外面指頭圧調整。

明橙色 密 良好 層第
　
　
　
豚

‐５７

　

一
・′、

土師器

中皿

14 2

2.6

手づくね成形。日縁部内外面ヨコナデ。底
部内外面ナデ。

淡茶色 密 良好 層第
　
　
　
％

‐５８

　

一
・′、

際
皿

鄭
中

手づくね成形。口縁部内外面ヨコナデ。底
部内外面ナデ。

乳灰色 密 良好 第 3・ 4層

%

‐５９

　

一
・／、

土師器

中皿

14 9

29
手づくね成形。日縁部内外面ヨコナデ。底

部内外面ナデ。
淡灰色 密 良好 第 3・ 4層

笏

‐６〇

　

一
・′、

土師器

中皿

14 4

3 1

手づくね成形。日縁部内外面ヨコナデ。底
部内外面ナデ。

乳白色 密 良好 第 3・ 4層

筋

土師器

中皿

14 6 手づくね成形。国縁部内外面ヨコナデ。底
部内外面ナデ。

淡茶色 密 良好 第 3・ 4層

%

‐６２

　

一
・／、

土師器

台付小皿

88
43

高台径 49
高台高 23

手づくね成形。口縁部および高台部内外面
ヨヨナデ。底部内面ナデ。

乳灰色 密 良好 第 3・ 4層

ほぽ完形

土師器

台付小皿

高台径 40
高台高 13

手づくね成形。高台部内外面ヨヨナデ。底
部内面ナデ。

淡灰色 やや粗 良好 第 3・ 4層

高台部/

瓦器

椀

体都外面密なヘラミガキ。体部内面乱方向
の密なヘラミガキ。

黒灰色 やや粗 良好 第 3・ 4層

/

瑞
杭

157 体部外面密なヘラミガキ。体部内面単位幅
の細いヘラミガキを密に施す。

黒漆色 やや粗 良好 第 3・ 4層

/
‐６６

　

一
・′、

瑞
椀

15 5

58
高台径 5,8

高台高 07

体部外面四分割の密なヘラミガキ。体部内
面圏緯伏の密なヘラミガキ。見込み格子根ヘ

ラミガキ。高台部ヨヨナデ。

淡灰色～暗

灰色

やや粗 良好 第 5層
外面に重ね

焼痕

完形

‐６７

　

一
・／、

瑶
椀

15 4

59
高台径 6.2

高台高 09

体部外面四分割の密なヘラミガキ。体部内
面密なヘラミガキ。見込み一方向の密なヘラ
ミガキ。高台部ヨヨナデ。

灰色 やや粗 良好 第5層

見込みに
×印あり
ほぼ完形

‐６８　　　乳

瑞
椀

高台径 55
高台高 0,7

高台部ヨコナデ。見込み一方向の密なヘラ
ミガキ。

灰 色 やや狙 良好 第 3・ 4層
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遺物番号

図版番号
器  種

(cm)口 径

法量 器高
成 形 ・ 調 整 技 法 色  調 胎 土 焼 成

考

率存

備

遺

169

二七

瑞
椀

高台径 52
高台高 0,8

高台部ヨコナデ。見込み一方向の密なヘラ
ミガキ。

仄色 やや粗 良好 第 3 4層

170

二 七

瓦器

小皿

97
2.0

手づくね成形。口縁部外面ヨヨナデ。底部
外面ナデ。体部内面粗いヘラミガキ。見込み
一方向の粗いヘラミガキ。

灰色 やや粗 良好 第 3・ 4層

ほぼ完形

171

三七

土師器
土釜

25.0

鍔径 314

マキアゲ成形。日縁部外面および鍔部裏面
ヨコナデ。体部および底部タト面板ナデ。内面
ナデ。

淡茶色 やや粗

長石・石英

(0.5～ l Hul)

を多量に含む

良好 第 3 4層

底部欠損

172

三七

餓
碗

17 4 ロクロ成形。体部外面回転ケズリ。体部内
面回転ナゲ。

灰白色の釉 緻密 堅緻 第 3・ 4層

/

SK-7

遺物番号

図版番号
器  種

(cnl)日径

法量 器高
成 形 ・ 調 整 技 法 色  調 胎 土 焼 成

考

率存

備

遺

土師器
/1ヽ皿

手づくね成形。口縁部内外面ヨコナデ。底
部内外面ナデ。

淡茶色 密 良好 第 1層

/

土師器

小皿

72
13

手づくね成形。日縁部内外面ヨヨナデ。底
部内外面ナデ。

淡茶色 密 良好 第 1層

/
土師器

小皿

7.8

14
手づくね成形。日縁部内外面ヨヨナデ。底

部内外面ナデ。
淡赤茶色 やや粗 良好 第 1層

/
176

三ニブ＼

珊側
74
14

手づくね成形。口縁部内外面ヨコナデ。底
部内面ナデ。底部外面指頭圧調整。

淡茶色 やや粗 良好 第 1層

ほぼ完形

土師器

小皿

8.0

1.5

手づくね成形。日縁部内外面ヨヨナデ。口
縁部と底部の境に明瞭な段を有する。底部内
外面ナデ。

淡茶灰色 やや粗 良好 第 1層

/

三二′ヽ

土師器

小皿

8.2

1,3

手づくね成形。日縁部内外面ヨコナデ。底
部内外面ナデ。

淡灰色 やや粗 良好 第 1層

/

三ニノ＼

土師器

小皿

7.8

14
手づくね成形。日縁部内外面ヨヨナデ。底

部内外面ナデ。底部外面に粘土結合痕。

淡茶色 やや粗 良好 第 1層

ほぼ完形

三二′ヽ

土師器

小皿

8.2

13
手づくね成形。口縁部内外面ヨコナデ。底

部内外画ナデ。
淡茶色 やや粗 良好 第 1層

/
181

ニユノヽ

土師器

小皿

81
1 3

手づくね成形。日縁部内外面ヨヨナデ。底
部内外面ナデ。

淡灰色 密 良好 第 1層

%以上

―-76-―



I 矢作遺跡

遺物番号

図版番号
器  種

(cul)口径

法量 器高
成 形 ・ 調 整 技 法 色  調 胎 土 焼 成

考

率存

備

遺

182

~八

土師器

小皿
手づくね成形。口縁部内外面ヨコナデ。底

部内外面ナデ。
淡茶色 やや粗 良好 第 1層

ほぼ完形

三ニノヽ

輔悧
83
1.5

手づくね成形。口縁部内外面ヨコナデ。底
部内外面ナデ。

淡茶灰色 密 良好 第 1層

/以上

土師器

小皿

8.4

1,2

手づくね成形。日縁部内タト面ヨヨナデ。底
部内外面ナデ。

淡茶色 やや粗 良好 第 1層

%
185 土師器

/」 皿ヽ

99
18

手づくね成形。日縁部内外面ヨコナデ。底
部内外面ナデ。

淡茶灰色 やや粗

長石

(0.1～ 0 5nul)

を多量に含む

良好 第 1層

/

二 八

土師器
中皿

11 0

20
手づくね成形。口縁部内外面ヨコナデ。底

部内外面ナデ。
淡茶灰色 やや粗 良好 第 1層

/

三ニノヽ

土師器

中皿

130
2.0

手づくね成形。口縁部内外面ヨコナデ。底
部内タト面ナデ。

淡茶色 やや粗 良好 第 1層

/

珊Ⅷ
12,7 手づくね成形。日縁部内外面ヨヨナデ。底

部内面ナデ。底部外面指頭圧調整。

明茶色 精良 良好 第 1層

/

土師器
中皿

134
2.1

手づくね成形。口縁部内外面ヨコナデ。底
部内外面ナデ。

淡茶色 密 良好 第 1層

/
190

E三ノヽ

土師器

中皿

12.2

33
手づくね成形。口縁部内外面ヨヨナデ。底

部内外面ナデ。
淡茶色 密 良好 第 1層

/
器

皿

瓦

小
7.2

1.6

手づくね成形。口縁部内外面ヨヨナデ。底
部内外面ナデ。底部外面粘土結合痕。

灰青色 やや粗 良好 第 1層

完形

三ニノヽ

瓦器

抗

14 0

3.3

高台径 2.3

高台高 02

口縁部外面ヨヨナデ。体部タト面および高台
部ナデ。体部内面粗いヘラミガキ。指頭圧痕
遺存。見込み平行線状ヘラミガキ。

灰 色 やや粗 良好 第 1層

豚以上

二 八

鴎
椀

14.4

3.4

高台径 3.0

高台高 0.3

口縁郡外面ヨコナデ。体部外面および高台
部ナデ。体部内面粗いヘラミガキ。見込み平
行線状ヘラミガキで端にヘラ先による圧痕あ
り。

灰 色 やや粗 良好 第 1層

%以上

餓
碗

15.0 ロクロ成形。体部外面ロクロケズリ。体部
内面ロクロナデ。

乳灰色の釉 密 堅級 第1層

%
白磁

碗

17 3 ロクロ成形。体部外面ロクロケズリ。体部
内面ロクロナデ。体部中位以下露胎。

白色の釉 徹密 醜 第 1層

%
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遺物番号

図版番号
器   種 唯

舗
ω
進

成 形 ・ 調 整 技 法 色   調 胎 土 焼  成
考

率存

備

遺

196

三二′ヽ

陶器

甕

底径 135

マキアグ・ ミズビキ成形。体部外面下位ナ

デ。体部内面ロクロナデ。底部内面ナデ。底

部外面は未調整で、5Hm程度の小石が表面に

散見している。

淡茶灰色 密 堅緻 第 1層

底部/

197

三二′ヽ

軒九瓦 右巻きの三巴文。巴は頭部が大きく約 4分
の3周 して終る。珠文は隆起が大きく16個 (

推定)廻つている。外縁は直立縁で高い。

仄色 粗

長石・石英

(01～ l mm)

多量に含む

良好 第 1層

三巴文

池状遺構

遺物番号

図版番号
器  種 唯

綿
ω
遅

成 形 ・ 調 整 技 法 色   調 胎 土 焼  成
考

率存

備

遺

198

二九

土師器

小皿

82
16

手づくね成形。日縁部内外面ヨヨナデ。底

部内外面ナデ。底部外面に粘土給合痕遺存。

淡仄色 やや粗 良好 第 2層

完形

土師器

小皿

9,4 手づくね成形。口縁部内外面ヨコナデ。底

部内外面ナデ。

淡灰茶色 やや粗

雲母を含む

良好 第2層

%

端側
10.1 手づくね成形。口縁部内外面ヨコナデ。底

部内外面ナデ。

淡灰色 密 良好 第 2層

/

土師器

小皿

7.9 手づくね成形。全体に風化のため調整不明。

底部外面粘土結合痕遺存。

淡仄色 やや粗

雲母を多量に

含む

良好 第2層

%

土師器

小皿

9.2 手づくね成形。口縁部内外面ヨコナデ。 淡灰色 やや粗

雲母を含む

良好 第2層

/

土師器

小皿

3.2 手づくね成形。口縁部内外面ヨヨナデ。底

部内外面ナデ。

淡灰色 やや粗 良好 第2層

%

204 土師器

中皿

132 手づくね成形。日縁部内外面ヨヨナデ。底

部内外面ナデと思われる。

淡灰茶色 密 良好 第2層

%

205 土師器

中皿

13.6 手づくね成形。日縁部内外面ヨヨナデ。底

部内外面ナデと思われる。

淡灰茶色 やや粗

クサリ礫を

含む

良好 第2層

%

206 土師器

中皿

14 9 手づくね成形。日縁部内外面ヨコナデ。 乳茶色 やや粗

クサリ礫を

含む

良好 第2層

%

酷
椀

14 2 口縁部外面ヨコナデ。体部外面指頭圧成形

後ナデ。体部内面粗いヘラミガキを圏線状に

施す。

暗灰色 密 良好 第2層

%

瓦器

椀

13 8 口縁部外面ヨヨナデ。体部外面指頭圧成形

後ナデ。林部内面粗いヘラミガキを圏線状に

施す。

暗灰色 密 良好 第 2層

握
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I 矢作遺跡

遺物番号

図版番号
器  種 唯

絲
ω
進

成 形 ・ 調 整 技 法 色  調 胎 土 焼  成
考

率存

備

遺

209 瓦器

椀

13.0 口縁部外面ヨコナデ。体部外面指頭圧痕遺
存。体部内面粗いヘラミガキを圏線状に施す。
見込みは平行線状ヘラミガキと思われる。

暗灰色 密 良好 第 2層

/

瓦器

椀

14 4 口縁部外面ヨヨナデ。体部外面指頭圧痕遺
存。体部内面ナデの後粗いヘラミガキを圏線
状に施す。

暗灰色 密 良好 第 2層

%

瓦器

椀

15.1

43
高台径 3.8

高台高 0.4

口縁部外面ヨコナデ。体部外面指頭圧痕遺
存。体部内面および見込みナデ。体部内面数
条のヘラミガキ。見込み平行線状ヘラミガキ。
高台部周辺ナデ。

暗灰色 密 良好 第 2層

/
212

二九

瑶
椀

13 7

41
高台径 4.0

高台高 03

口縁部内外面ヨコナデ。体部外面指頭圧痕
遺存。体部内面および見込みナデ。体部内面
粗いヘラミガキ。見込み平行線状ヘラミガキ。
高台部周辺ナデ。

灰白色～暗

灰色

密 良好 第 2層

外重に重ね

焼痕

/以上

瓦器

椀

14.9

37
高台径 40
高台高 0.3

口縁部外面ヨコナデ。体部外面指頭圧成形
後ナデ。体部内面および見込みナデ。体部内
面数条のヘラミガキ。見込み平行線状ヘラミ
ガキ。高台部周辺ナデ。

暗灰色 密 良好 第2層

%
214

二九

瓦器

椀

13.4

37
高台径 33
高台高 0,2

口縁部外面ヨコナデ。体部外面指頭圧痕遺
存。体部内面および見込みナデ。体部内面粗
いヘラミガキ。見込み平行線状ヘラミガキ。
高台部周辺弱いナデ。

灰色～暗灰

色
密 良好 第 3層

外面に重ね

焼痕・油煙

あり。

215 瓦器

小皿

9.2 手づくね成形。口縁部外面ヨヨナデ。底部
外面指頭圧成形の後ナデ。体部内面数条のへ

ラミガキ。見込み格子状ヘラミガキ。

灰黒色 密 良好 第 2層

/

瓦器

小皿

10.2

1,7

手づくね成形。口縁部外面ヨヨナデ。底部
外面指頭圧痕遺存。体部内面密なヘラミガキ
を施すが、一部はナデによって消されている。
見込み格子状ヘラミガキ。

灰黒色 密 良好 第 2層

/

瓦器

小皿

91
1.6

手づくね成形。日縁部外面ヨコナデ。底部
外面指頭圧成形後ナデ。体部内面粗いヘラミ
ガキ。見込は乱方向のヘラミガキ。

灰色～暗灰

色

密 良好 第 2層

/
218

二九

器

皿

瓦

小
91
22

手づくね成形。日縁部外面ヨコナデ。体部
および底部内外面ナデ。体部内面密なヘラミ
ガキ。見込み平行線状ヘラミガキ。

暗灰色 密 良好 第 3層

/以上

SD-1

遺物番号
図版番号

器  種
(cm)口 径

法量 器高
成 形 ・ 調 整 技 法 色   調 胎 土 焼 成

考

率存

備

遺

弥生土器 8.ユ マキアゲ成形。日縁部内外面ヨヨナデ。体
部上位内面指頭圧成形後ナデ。日縁部下位お
よび体部上位外面ヘラミガキ。日縁端部外面
に沈線が廻る。

淡茶灰色～

淡灰色

やや粗 良好 口縁部およ

び体部上位

%のみ遺存

弥生土器 20.2 マキアゲ成形。日縁部外面および口縁部内
面上位ヨコナデ。口縁部内面中位および票部
内外面ヘラミガキ。日縁端部および外面、口
縁部と頭部外面の境にヘラによるキザミロ。

淡茶色～淡

灰茶色

やや粗 良好 口顕部のみ

/以上遺存

弥生土器

重

20.3 マキアゲ成形。口縁部内外面ナデ。頸部内
外面ハケナデ後ナデ。

淡赤茶色～

乳赤茶色

やや粗
クサリ礫を

多量に含む

良好 口頸部のみ

/遺存
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遺物番号

図版番号
器  種

(cm)日 径

法量 器高
成 形 ・ 調 整 技 法 色   調 胎 土 焼 成

考

率存

備

遺

222 弥生土器

養

137 マキアゲ成形。日縁部内外面ヨヨナデ。体
部内面ナデ。体部外面タタキ(4条 /1 9cm)。

内面

灰茶色

外面

赤茶色

粗

長石・石英

(05～ l nnl)

を多量に合む

良好 口縁部およ

び体部上位

/のみ

223

二 九

弥生土器

養

15 4

25,3

底径  50

マキアゲ成形。口縁部内外面ヨヨナデ。体

部内面ナデ。下位の一部にハケナデが認めら
れる。体部外面右上りのタタキ(5条 /2.lcm)。

嘆部側面指頭圧成形後ナデ。底部外面ナデ。

内面

淡灰色

外面

淡茶色

やや粗

長石 石英 チャート

(0.1～ l mm)

を多量に含む

良好 影以上

224

二九

弥生土器

高杯

25 5

14 8

裾径 174

マキアゲ成形。杯部クト面の一部にヘラミガ

キが遺存。杯部外面ナデ。柱状部内面ンボリ
メが遺存。裾部内面ナデ。柱状部および裾部
外面ヘラミガキ。裾部上位の四方に円孔を穿つ。

淡茶色 粗

長石・石英

(0.5～ 2nl)

を多量に合む

良好

%

225 弥生土器

高杯

マキアゲ成形。柱状部内面シボリメ。裾部
内面ナデ。柱状部および梶部上位外面ヘラミ
ガキ。裾部上位の四方に円孔を穿つ。

淡茶色 やや粗 良好 柱状部のみ

遺存。

二九

弥生土器

鉢

13 6

6.0

底径  3.3

マキアゲ成形。口縁部内クト面ヨコナデ。体

部外面ナデ。体部内面ハケナデ。底部側面指

頭圧成形後ナデ。底部外面ナデ。

赤茶色 やや粗

長石・石英

(05～ 2 mm)

を多量に含む

良好 笏以上

227

二九

弥生土器

鉢

87
67

底径  38

マキアゲ成形。口縁部および体部外面ナデ。

体部内面ナデ。底部内面に板状工具による圧

痕が遺存。底部側面指頭圧成形後ナデ。底部

外面ナデ。

内面

灰黒色 ～淡

赤茶色

外面

淡赤茶色

密 良好 %以上

228 弥生土器

底部有孔

土器 底径 43

マキアゲ成形。体部外面右上がりのタタキ

(5条 /1 5cm)。 体部内面下半ナデ。一部に板状
工具による圧痕。底部外面ナデ。底面中央に

焼成前の円孔 (0 8cln)が 穿かれている。

内面

灰早色～灰白色

外面

淡赤 茶色 ～

乳灰 色

やや粗

長石・石英

(0.5～ 2 mm)

を含む

良好 底部のみ

遺存

229 土師器

養

14.2 マキアゲ成形。口縁部内外面ヨヨナデ。体
部上位内面ヘラケズリ。体部上位外面ナデ。

淡茶色 粗

長石・石英

(05～ 1.51m)

を多量に含む

良好 口縁部のみ

%

230 土師器

養

16 4 マキアデ成形。日縁部内外面ヨコナデ。日

縁部および本部上位外面ハケナデ。体部上位
内面ヘラケズリ。

淡褐色 やや粗

長石・石英・角閃石

(01～ 0 5mm)

を多量に含む

良好 口縁部

%のみ遺存

土師器

養

175 マキアゲ成形。日縁部外面ヨヨナデ。口縁

部内面ハケナデ後ヨコナデ。口縁部および体

部上位外面右上りの細筋のタタキ。体部上位
内面ヘラケズリ。

淡灰茶色―

淡灰色

やや粗 良好 口縁部

/のみ遺存

土師器

養

14 7 マキアゲ成形。日縁部内外面ヨヨナデ。体
部上位内面ヘラケズリ。体部上位外面ナデ。

淡灰褐色～

淡灰茶色

やや粗 良好 口縁部

/のみ遺存

二 九

土錘 長さ 6.6
最大径 25
孔径  16
重量  509

手づくね成形。管状形。内外面指頭圧成形

後ナデ。

淡灰色 やや粗 良好 ほぼ完形

土錘 長さ 67
最大径 27
孔径 14
重量  709

手づくね成形。管状形。内外面指頭圧成形
後ナデ。

淡茶灰色 やや粗 良好 完 形
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I 矢作遺跡

SD-2

遺物番号

図版番号
器  種 醒

絲
⑪
遁

成 形 ・ 調 整 技 法 色   調 胎 土 焼  成
考

率存

備

遺

三 〇

弥生土器

甕

生
　
一

マキアゲ成形。日縁部内面ヨヨナデ。口縁

部外面タタキ後ヨコナデ。体部内面ナデ。体
部外面タタキ(6条 /2 0cm)。

内面

淡赤茶色

外面

黒福色～赤茶色

やや粗 良好 口縁部およ

び体部/の
み体部外面

に煤付着

土師器

甕

マキアゲ成形。国縁部内外面ヨヨナデ。体

部内面中位までヘラケズリ。下位は指頭圧成

形。体部外面の一部にハケナデが遺存。

内面

淡灰 褐 色

外 面

暗灰 褐色 ～

淡灰 褐色

やや狙

長石・石英・角閃石

(01～ 2 tala)

を多量に含む

良好 %以上

体部外面下

位に煤付着。

土師器

土釜

＆
　
一

マキアゲ成形。口縁部内面および外面全体
ヨコナデ。体部内面の一部にハケナデ(14本 /

cn)が遺存。

内面

暗灰 茶色 ～

淡灰褐 色

外面

淡灰 褐 色

やや粗

長石・石英・角閃石
・雲母

(0_1～ l mn)

を多量 に含 む

良好 口縁部およ

び鍔部のみ

%遺存。

２３８　　
　
『

土師器

器台

10 8 マキアゲ成形。受部内面調整不明。受部外

面および裾部内外面密なヘラミガキ。裾部中

位の三方に円孔を穿つ。裾部下位は欠損。

淡灰茶色～

乳灰色

密 良好

%

２３９　　　
『

輔蔀 裾径 101

マキアゲ成形。杯部内外面および柱状部外
面ナデ。柱状部内面シボリメ。裾部外面ナデ。
裾部内面指頭圧痕遺存。

淡灰茶色―

淡赤茶色

τ 良好

%

須恵器 74 マキアゲ・ミズビキ成形。内外面ともに回
転ナデ。

灰色一淡灰

色

密 堅緻 口縁部のみ

/
口縁部内外

面に灰かぶり

２４‐
　
　
　
『

須恵器

有蓋高杯

12 0

受部径138

マキアゲ・ミズビキ成形。受部端から1 6cI「

以下は回転ヘラケズリ。他は回転ナデ。

灰 色 密 堅緻 杯部

%のみ

242 須恵器

杯身

118

受部径14.4

マキアゲ・ミズビキ成形。外面受部端から
1 2cm以下は回転ヘラケズリ。他は回転ナデ。

灰青色 やや粗 堅緻

/

２４３　　
　
『

須恵器

鉢

底径  7.7

マキアゲ・ ミズビキ成形。体部内外面およ

び底部側面回転ナデ。底部外面ナデ。

内面

灰色

外面

暗灰色

やや社 堅緻 底部のみ

遺存

２４４　　
　
ф

土師器

鍋

40 5

21 9

マキアゲ成形。国縁部内外面ヨコナデ。体

部内面板状工具によるナデ後ナデ。体部外面
上位から中位にかけてハケナデ後ナデ。下位
ヘラケズリ。把手部ナデ。

淡茶色～淡

明茶色

密 良好 ほぽ完形

SD-3

遣物番号

図版番号
器  種

径

高
口

器
くｃｍ，進

成 形 ・ 調 整 技 法 色  調 土 焼  成
考

率存

備

遺

245 土師器

小皿

73 手づくね成形。国縁部内外面ヨコナデ。 淡灰茶色 やや粗 良好

%

２４６
　
　
　
Ю

土師器

小皿

73
1 5

手づくね成形。国縁部内外面ヨコナデ。底
部内外面ナデ。

淡灰色 密 良好

%

土師器

小皿

手づ くね成形。日縁部内外面ヨコナデ。底
部内外面ナデ。

淡灰色 密 良好

%

-81-



遺物番号

図版番号
器  種

(cm)口径

法量 器高
成 形 ・ 調 整 技 法 色  調 胎 土 焼  成

考

率存

備

遺

248

三〇

土師器

中皿

12 6

20
手づくね成形。日縁部内外面ヨコナデ。底

部外面弱いナデ。体部内面ナデ。

淡茶色～淡

明茶色

やや粗 良好 %
内面燈心

油痕あり

249 土師器

中皿

138
18

手づくね成形。日縁部内外面ヨコナデ。 淡茶色 密 良好

%

250 瓦器

椀

13 7 口縁部外面ヨコナデ。体部外面指頭圧痕遺
存。体部内面粗いヘラミガキ。

暗灰色 密 良好

%

琳
椀

15.6

39
高台径 34
高台高 02

日縁部外面ヨコナデ。体部外面指頭圧痕遺
存。体部内面粗いヘラミガキ。見込み平行線
状ヘラミガキ。高台部周辺ナデ。

灰白色 やや粗

長石・石英

(01～ 3nm)

を含む

良好 %
炭素付着

不良

252 瓦器

椀

14 7

42
高台径 39
高台高 02

口縁部内外面ヨコナデ。体部外面指頭圧痕
遺存。体部内面粗いヘラミガキ。見込み平行
線状ヘラミガキ。高台部周辺ナデ。

灰黒色 密 良好 /以上

三 〇

瓦器

椀

14,4

41
高台径 35
高台高 03

口縁部外面ヨヨナデ。体部外面指頭圧痕遺
存。体部内面および見込みナデ。体部内面粗
いヘラミガキ。見込みジグザグ状ヘラミガキ。
高台部周辺ナデ。

暗灰色～灰

黒色

密 良好 %以上

内外面に

油煙あり

SD-14

遺物番号

図版番号
器  種

(cp)口径

法量 器高
成 形 ・ 調 整 技 法 色   調 土 焼  成

考

率存

備

遺

255 土師器

小皿

76
1.3

手づくね成形。日縁部内外面ヨコナデ。底
部内外面ナデ。

乳仄色～明

茶色

密 良好 完形

256 土師器

小皿

77
16

手づくね成形。口縁部内外面ヨヨナデ。底
部内外面ナデ。

明茶色 密 良好 完 形

257 土師器

小皿

78
1.6

手づくね成形。日縁部内外面逆時計回りの
ヨコナデ。底部内面ナデ。底部外面弱いナデ。

淡灰茶色 密 良好 完形

258 土師器

小皿

79
1.5

手づくね成形。国縁部内外面ヨコナデ。底
部内面ナデ。底部外面弱いナデ。国縁部内外
面粘土接合痕遺存。

l・A灰茶色 密 良好 完形

259 土師器

小皿

82
15

手づくね成形。日縁部内外面ヨコナデ。底
部内外面ナデ。

淡灰色 密 良好 完形

２６０
　

・十・

土師器

小皿

8.1

15
手づくね成形。口縁部内外面ヨヨナデ。底

部内外面ナデ。
淡灰茶色 密 良好 完 形

土師器

小皿

74
13

手づくね成形。日縁部内外面ヨヨナデ。底
部内外面ナデ。

淡灰色 密 良好 /以上

―-82-一



I 矢作遺跡

遺物番号

図版番号
器  種 唯

綿
ω
遁

成 形 。 調 整 技 法 色  調 胎 土 焼  成
考

率存

備

遺

２６２

　

・一・

土師器

小皿

7.8

1.4

手づくね成形。口縁部内タト面ヨコナデ。底
部内外面ナデ。

淡灰茶色 やや粗 良好 完形

篤
　

・一・

土師器

小皿

8.0

16
手づくね成形。日縁部内外面ヨヨナデ。底

部内外面ナデ。

乳灰色～淡

仄茶色

密 良好 完形

土師器
/1ヽ皿

7.9

15
手づくね成形。口縁部内外面ヨコナデ。底

部内面ナデ。底部外面弱いナデ。

淡灰茶色 密 良好 ほぼ完形

２６５

　

・一・

土師器

小皿

8.0

1.3

手づくね成形。日縁部内外面ヨコナデ。底

部内タト面ナデ。

淡灰茶色 密 良好 完形

266 土師器

小皿

8.3

1.5

手づくね成形。日縁部内外面ヨコナデ。底
部内外面ナデ。

淡茶色～淡

灰色

やや粗 良好 ほは完形

２６７

　

・一・

幡
皿ヽ

土

刀

88
1.4

手づくね成形。日縁部内外面ヨコナデ。広
部内外面ナデ。

淡灰茶色 やや粗 良好 完形

２６８

　

・一・

土師器

小皿

7.8

14
手づくね成形。日縁部内外面ヨヨナデ。底

部内外面ナデ。

淡灰色 密 良好 完形

劉
　

・一・

土師器

小皿

7.7

1.3

手づくね成形。日縁部内外面ヨコナデ。底
部内面ナデ。底部外面弱いナデ。

乳灰色 密 良好 完形

２７０

　

・一・

土師器

小皿

8.0

1.5

手づくね成形。日縁部内外面ヨコナデ。底
部内外面ナデ。

淡灰色 密 良好 完形

土師器

小皿

82
14

手づくね成形。日縁部内外面ヨコナデ。底
部内面ナデ。底部外面弱いナデ。

乳灰色 密 良好 /以上

272 土師器

小皿

8.2

1,4

手づくね成形。日縁部内外面ヨコナデ。底
部内外面ナデ。

淡灰茶色 密 良好 %以上

土師器

小皿

8.3

15
手づくね成形。日縁部内外面ヨコナデ。底

部内タト面ナデ。
乳灰色 密 良好 完形

Ｚ
　

一一一

土師器

小皿

8.0

1.8

手づくね成形。日縁部内外面ヨヨナデ。底
部内タト面ナデ。

淡仄色 やや粗 良好 ほぼ完形

２７５

　

・一・

土師器

小皿

78
1.8

手づくね成形。日縁部内外面ヨコナデ。底
部内タト面ナデ。

淡灰茶色 密 良好 ほぼ完形

―-83-―



遺物番号

図版番号
器  種

(cm)

法量
唯
綿

成 形 ・ 調 整 技 法 色   調 土 焼 成
備  考

遺 存 率

２７６
　

・十・

土師器

小皿

81
16

手づくね成形。日縁部内外面ヨコナデ。底

部内外面ナデ。

淡灰茶色 やや粗 良好 ほぼ完形

２７７

　

・一・

土師器

小皿

80
14

手づくね成形。日縁部内外面ヨコナデ。底

部内面ナデ。底部外面弱いナデ。

乳灰色～淡

灰茶色

密 良好 完 形

278 土師器

小皿

85
13

手づくね成形。日縁部内外面ヨヨナデ。底

部内外面ナデ。

淡灰色 密 良好

%

279 土師器

小皿

8.2

12
手づくね成形。日縁部内外面ヨコナデ。底

部内面ナデ。底部外面弱いナデ。

淡灰色 密 良好 ほぼ完形

２８〇

　

一
一

一

土師器

小皿

78
12

手づくね成形。日縁部内外面ヨコナデ。底

部内面逆時計回りのナデ。底部外面ナデ。

淡明茶色～

乳灰茶色

密 良好 完 形

２８‐

　

・一・

土師器

小皿

81
14

手づくね成形。日縁部内外面ヨコナデ。底

部内外面ナデ。

淡灰茶色 密 良好 完形

２８２

　

一・一

土師器

小皿

84
15

手づくね成形。日縁部内外面ヨコナデ。底

部内外面ナデ。

淡灰色 密 良好 完 形

土師器

小皿

79
1 2

手づくね成形。日縁部内外面ヨコナデ。底

部内外面ナデ。

淡灰茶色 密 良好 ほぼ完形

土師器

小皿

82
1 5

手づくね成形。全体に風化 しており調整不

明。

淡茶灰色 やや粗

長石・石英

(01～ 0511n)

多量に含む

良好 %以上

土師器

小皿

79
11

手づくね成形。口縁部内外面ヨコナデ。底

部内外面ナデ。

淡灰茶色 やや粗 良好 ほぼ完形

２８６

　

一・一

土師器

小皿

84
13

手づくね成形。口縁部内外面ヨコナデ。底

部内外面ナデ。

淡灰茶色 密 良好 完 形

土師器

小皿

84
1 4

手づくね成形。日縁部内外面ヨヨナデ。底

部内外面ナデ。

淡灰茶色 密 良好 ほぼ完形

２８８

　

一・一

土師器

小皿

手づくね成形。口縁部内外面ヨコナデ。底

部内外面ナデ。

淡灰色 密 良好 完形

289 土師器

小皿

手づくね成形。日縁部内外面ヨコナデ。底

部内外面ナデ。

淡灰色 密 良好 完 形

―-84-―



I 矢作遺跡

遺物番号

図版番号
器  種

径

高
日
器

ω
鱚

成 形 ・ 調 整 技 法 色   調 胎 土 焼 成
考

率存

備

遺

290 土師器

小皿

81
1 3

手づくね成形。国縁部内外面ヨヨナデ。底

部内面ナデ。底部外面弱いナデ。

淡灰茶色 密 良好 完 形

291 土 師器

小皿

82
14

手づくね成形。口縁部内外面ヨヨナデ。底
部内面ナデ。底部外面弱いナデ。

淡茶色～淡

灰色

やや粗

長石

(01～ 051m)
を多量に合む

良好 完形

292 土師器

小皿

84
13

手づくね成形。口縁部内外面ヨヨナデ。底
部内外面ナデ。底部内面に粘土結合痕遺存。

明茶色 やや粗 良好 完 形

土師器

小皿

80
13

手づくね成形。日縁部内外面ヨヨナデ。底
部内面ナデ。底部外面弱いナデ。

淡灰色 密 良好 完 形

土師器

小皿

82
1,1

手づくね成形。口縁部内外面ヨコナデ。底
部内外面ナデ。

淡灰色 やや粗

長石

(01～ 0 5mm)

を含む

良好 完形

295 土師器

小皿

86
1 2

手づくね成形。日縁部内外面ヨコナデ。底

部内外面ナデ。

淡灰色 やや粗

長石

(01～ 0 5mm)

を含む

良好 ほぼ完形

296 土師器

小皿

8.4

1 2

手づくね成形。全体に風化しており調整不
明。

明茶色 密 良好 ほぼ完形

297 土師器

小皿

82
13

手づくね成形。日縁部内外面ヨコナデ。底
部内外面ナデ。

淡灰茶色 やや粗

長石

(01～ 0 5nm)

を含む

良好 ほぼ完形

298 土師器

小皿

83
13

手づくね成形。全体に風化しており調整不

明。

乳灰色 密 良好 %以上

土師器

小皿

76
1 3

手づくね成形。口縁部内外面ヨヨナデ。底

部内外面ナデ。

乳灰茶色 やや粗

長石・石英

(0,1～0 5mm)

を含む

良好 完 形

300 土師器

小皿

8,1

13
手づくね成形。国縁部内外面ヨヨナデ。底

部内外面ナデ。

淡灰色 密 良好 ほぼ完形

301 土師器

小皿

8.3

12
手づくね成形。日縁部内外面ヨヨナデ。底

部内外面ナデ。底部外面に粘土結合痕遺存。

淡灰色 径 良好 ほlF完形

土師器

小皿

80
1.3

手づくね成形。口縁部内外面ヨヨナデ。底
部内外面ナデ。口縁部外面に粘土結合痕遺存。

乳灰色 密 良好 ほぼ完形

船
皿ヽ

土

ィ

79
10

手づくね成形。口縁部内外面ヨコナデ。底
部内外面ナデ。底部外面弱いナデ。

淡明茶色 やや粗 良好 ほぼ完形

―-85-―



遺物番号

図版番号
器  種

(cln)日 径

法量 器高
成 形 ・ 調 整 技 法 色  調 土 焼  成

考

率存

備

遺

304 土師器

小皿

80
1.2

手づくね成形。日縁部内外面ヨコナデ。底

部内外面ナデ。

淡灰茶色 やや粗

長石

(01～ 05■ un)

を多量に含む

良好 完形

305 土師器

小皿

83
1 2

手づくね成形。口縁部内外面ヨヨナデ。底

部内面ナデ。底部外面弱いナデ。

淡灰色 密 良好 完形

幡
皿ヽ

土

ガ

手づくね成形。日縁部内外面ヨコナデ。底
部内外面ナデ。

淡灰色 やや粗 良好 完 形

土師器

小皿

8.0

1 4

手づくね成形。日縁部内外面ヨコナデ。底
部内面ナデ。底部外面弱いナデ。

乳灰色 密 良好 ほぼ完形

土師器

小皿

82
12

手づくね成形。口縁部内外面ヨコナデ。底
部内面ナデ。底部外面弱いナデ。

淡灰茶色 密 良好 ほぼ完形

土師器

小皿

83
11

手づくね成形。国縁部内外面ヨヨナデ。底
部内外面ナデ。

淡灰茶色 やや粗 良好 ほぼ完形

土師器

小皿

87
15

手づくね成形。口縁部内タト面ヨヨナデ。底
部内外面ナデ。

淡灰茶色 ややld 良好 完形

311 土師器

小皿

79
15

手づくね成形。口縁部内外面ヨヨナデ。底
部内面ナデ。底部外面弱いナデ。

淡灰茶色 やや粗 良好 完形

312 土師器

小皿

81
16

手づくね成形。国縁部内外面ヨコナデ。底
部内外面ナデ。

乳灰色 密 良好 完形

土師器
/1ヽ皿

82
13

手づくね成形。国縁部内外面ヨコナデ。底

部内外面ナデ。

淡灰茶色 密 良好 完形

幡
皿ヽ

土

ガ

80
11

手づくね成形。日縁部内外面ヨコナデ。底

部内外面ナデ。

淡灰色 密 良好 完形

土師器
/1ヽ 皿

81
1 2

手づくね成形。国縁部内外面ヨヨナデ。底
部内面ナデ。底部外面弱いナデ。

淡灰茶色 やや粗 良好 完形

土師器

小皿

78
1 1

手づくね成形。日縁部内外面ヨヨナデ。底
部内外面ナデ。

淡灰色 密 良好 笏以上

３‐７

　

一
一
一

土師器

小皿

81
14

手づくね成形。口縁部内外面ヨヨナデ。底

部内外面ナデ。

淡灰茶色 やや粗 良好 ほぼ完形

―-86-―



I 矢作遺跡

遺物番号

図版番号
器  種

径

高
口
器＜ｃｍ＞燿

成 形 ・ 調 整 技 法 色   調 胎 土 焼  成
考

率存

備

遺

船
皿ヽ

土

刀

77
12

手づ くね成形。口縁部内外面ヨコナデ。底

部内外面ナデ。

淡灰色 やや粗 良好 完形

土師器

小皿

84
1 4

手づくね成形。国縁部内外面ヨコナデ。底

部内面ナデ。底部卜面弱いナデ。

淡灰色 やや粗

長石

(1～ 0 5Tm)

を含む

良好 完形

320 土師器

小皿
手づくね成形。国縁部内外面ヨコナデ。底

部内外面ナデ。

淡灰茶色 客 良好 完形

３２‐

　

一
一
一

船
皿ヽ

土

ガ
手づ くね成形。口縁部内外面ヨヨナデ。底

部内面ナデ。底都外面弱いナデ。

淡灰色 密 良好 完形

322 土師器

小皿
手づくね成形。口縁部内外面ヨヨナデ。底

部内外面ナデ。

淡灰色 密 良好 ほぼ完形

３２３

　

一
一
一

土師器

小皿

84
1 3

手づくね成形。口縁部内外面ヨヨナデ。底
部内外面ナデ。

淡灰茶色 やや粗 良好 完形

324 土師器

小皿

78
1 2

手づくね成形。日縁部内外面ヨヨナデ。底

部内面ナデ。底部外面弱いナデ。日縁都と底
部の境に明際な段を有する。

淡明茶色 やや粗

くさ り礫 が

散見 され る

良好 完形

３２５

　

一
一
一

土師器

小皿
手づくね成形。口縁部内外面ヨヨナデ。底

部内面ナデ。底部外面弱いナデ。口縁部と底

部の境に明瞭な陵を有する。

淡茶色 やや粗

長石

(05～01m)
を多量に含む

良好 完形

３２６

　

一
一
一

珊枷
76
1 5

手づ くね成形。口縁部内外面ヨヨナデ。底
部内外面ナデ。日縁部と底部の境に明瞭な陵
を有する。

淡灰色 密 良好 完形

３２７

　

一
一
一

艦
皿ヽ

土

ガ

77
0,9

手づ くね成形。日縁部内外面ヨヨナデ。底
部内外面ナデ。

淡灰色 密 良好 ほtF完 形

３２８

　

一
一
一

土師器

小皿

81
10

手づ くね成形。口縁部内外面ヨヨナデ。底

部内外面ナデ。

淡灰色～淡

灰茶色

密 良好 完 形

３２９
　
　
　
劃

土師器

中皿

119
1 9

手づくね成形。口縁部内外面ヨヨナデ。底

部内面ナデ。底部外面弱いナデ。

乳灰色 やや粗

くさり礫が

散見される

良好 ほぼ冤形

３３０
　
　
　
瓢

土師器

中皿

H7
2.0

手づくね成形。口縁部内外面ヨヨナデ。底
部内外面ナデ。

淡明茶色 やや粗 良好 完形

３３‐　
　
　
瓢

土師器

中皿
手づくね成形。口縁部内外面ヨヨナデ。底

部内外面ナデ。

淡灰色 やや粗 良好 ほtF完形
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遺物番号

図版番号
器  種

(cm)口 径

法量 器高
成 形 ・ 調 整 技 法 色   調 胎 土 焼  成

考

率存

備

遺

土師器

中皿

11 9

21
手づくね成形。口縁部内外面ヨヨナデ。底

部内面ナデ。底部外面弱いナデ。底部外面に

粘土結合痕が遺存。

淡明茶色 やや粗

長石・くさり礫
を含む

良好 形以上

333

三四

土師器

中皿

12 5

22
手づくね成形。口縁部内外面ヨヨナデ。底

部内外面ナデ。
淡灰色 やや粗 良好 %以上

三 四

上師器

中皿

12 2

2 2

手づくね成形。日縁部内外面ヨヨナデ。底
部内面ナデ。底部外面弱いナデ。底部外面に

粘土結合痕が遺存。

淡灰茶色 密 良好 ほぼ完形

三 四

土師器

中皿

128
22

手づくね成形。口縁部内外面ヨヨナデ。底
部内外面ナデ。

明茶色 密 良好 ほぼ完形

三 四

土師器

中皿

124
23

手づくね成形。口縁部内外面ヨコナデ。底
部内外面ナデ。

淡明茶色 密 貞好 %以上

三 四

土師器

中皿

12 5

23
手づくね成形。口縁部内外面ヨコナデ。底

部内面ナデ。底部外面弱いナデ。底部外面に

粘土結合痕が遺存。

淡灰色～淡

明茶色

密 良好 完形

三 四

土師器

中皿

12 1

24
手づくね成形。口縁部内外面ヨコナデ。底

部内面ナデ。底部クト面弱いナデ。口縁部外面
に粘土結合痕が遺存。

淡灰色 密 良好 影以上

339 土師器

中皿

128
25

手づくね成形。口縁部内外面ヨコナデ。底
部内外面ナデ。底部外面に粘土結合痕遺存。

淡灰色～淡

明茶色

密 良好 %以上

340

三 四

土師器

中皿

124
2.9

手づくね成形。日縁部内外面ヨヨナデ。底
部内面ナデ。底部外面弱いナデ。

淡灰色 やや粗

長石

(0.5～ 0 1Hm)

を多量に合む

良好 完形

341

三 四

土師器

中皿

12 2

17
手づくね成形。日縁部内外面ヨコナデ。底

部内外面ナデ。
淡灰茶色 密 良好 完形

三 四

土師器

中皿

12 0

19
手づくね成形。国縁部内外面ヨコナデ。底

部内面ナデ。底部外面弱いナデ。

淡灰茶色 密 良好 形以上

三 四

土師器

中皿

12 1

20
手づくね成形。口縁部内外面ヨコナデ。底

部内外面ナデ。

淡灰色 密 良好 ほぼ完形

344

三 四

土師器

中皿

120
2.0

手づくね成形。口縁部内外面ヨヨナデ。底
部内外面ナデ。

淡灰茶色～

淡明茶色

やや粗 良好 完形

345

三四

土師器

中皿

12 2

22
手づくね成形。日縁部内外面ヨコナデ。底

部内面ナデ。底部外面弱いナデ。

淡灰茶色 やや粗 良好 ほぼ完形
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I 矢作遺跡

遺物番号

図版番号
器  種

径

高
口
器

ｍ
遅

成 形 ・ 調 整 技 法 色  調 土 焼  成
考

率存

備

遺

346

三 四

土師器

中皿

12 5

23
手づくね成形。日縁部内外面ヨコナデ。底

部内外面ヨコナデ。

乳灰色 密 良好 ほぼ完形

土師器

中皿

125
23

手づくね成形。口縁部内外面ヨコナデ。底
部内面ナデ。底部外面弱いナデ。

淡明茶色 やや粗

長石

(05～ 0 1mm)

を多量に含む

良好 完形

三 四

土師器

中皿

12 2

2.4

手づくね成形。口縁部内外面ヨヨナデ。底
部内外面ナデ。

淡明茶色 やや粗 良好 %以上

三 四

土師器

中皿

12 2

2.4

手づくね成形。口縁部内外面ヨヨナデ。底
部内外面ナデ。

淡灰色 密 良好

%

350

三四

土師器

中皿

118
23

手づくね成形。日縁部内外面ヨコナデ。底
部内外面ナデ。

淡茶色 密 良好

%

351

三四

土師器

中皿

12 0

29
手づくね成形。口縁部内外面ヨコナデ。底

部内外面ナデ。
淡灰茶色 やや粗 良好 笏以上

352

二五

土師器

中皿

11,9

19
手づくね成形。日縁部内外面ヨコナデ。底

部内面ナデ。底部外面弱いナデ。底部外面に

粘土結合痕遺存。

淡灰茶色 密 良好 完形

353

三 五

土師器

中皿

116
25

手づくね成形。日縁部内外面ヨヨナデ。底
部内面ナデ。底部外面弱いナデ。底部外面に
粘土結合痕が遺存。

淡灰色 やや粗 良好 免形

三 五

土師器

中皿

12,1

1,8

手づくね成形。国縁部内外面ヨコナデ。底
部内外面ナデ。

淡灰色 やや粗 良好 %以上

三 五

土師器

中皿

120
22

手づくね成形。口縁部内外面ヨコナデ。底
部内外面ナデ。

明茶色 密 良好 笏以上

三 五

土師器

中皿

122
28

手づくね成形。日縁部内外面ヨコナデ。底
部内外面ナデ。底都外面に粘土結合痕遺存。

淡灰色 やや粗

長石

(1～0 5mm)

を多量に含む

良好 完形

三 五

土師器

中皿

12 2

29
手づくね成形。口縁部内外面ヨコナデ。底

部内外面ナデ。底部外面に粘土結合痕遺存。

淡明茶色 やや粗

長石

(1～ 0 5nln)

を多量に含む

良好 完形

358

二 五

土師器

中皿

127
19

手づくね成形。口縁部内外面ヨコナデ。底
部内面ナデ。底部外面弱いナデ。

淡明茶色 密 良好 ほぼ完形

二 五

瓦器

小皿

78
1 3

手づくね成形。国縁部内外面ヨコナデ。底
部内面ナデ。底部外面弱いナデ。底部外面に
粘土結合痕が遺存。

灰色～灰黒

色

密 良好 /以上

外面に重ね

焼痕
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遺物番号

図版番号
器  種

(cm)口 径

法量 器高
成 形 ,調 整 技 法 色   調 土 焼  成

備  考

遺 存 率

瓦器

小皿

83 手づくね成形。日縁部内外面ヨコナデ。底
部内面ナデ。底部外面弱いサデ。

暗灰色 密 良好

%

瓦器

小皿

90 手づくね成形。口縁部内外面ヨヨナデ。底
部外面指頭圧成形後ナデ。体部内面および見
込み粗いヘラミガキ。

曙灰色 密 良好

%

362

三五

須恵器

鉢

20 2

54
底径  76

マキアゲ・ミズビキ成形。口縁部および体
部内外面回転ナデ。底部内面ナデ。底部外面
回転糸切り痕が遺存。

灰色 やや粗 堅級

蒻

363

二五

青磁

小皿

10 5

22
底径 46

ロクロ成形。口縁部内外面および体部内面
ロクロナデ。体部外面下半ロクロヘラケズ

リ。内面見込みに櫛によるジグザグ文を施
す。外面体部下半および底部外面は露胎。

磁胎

灰白色

釉

淡灰縁色

緻 密 堅級 %以上

364 酪
椀

138
38

高台径 30
高台高 0.3

口縁部外面ヨコナデ。体部外面指頭圧痕遺
存。体部内面粗いヘラミガキ。見込み平行線
状ヘラミガキ。高台部周辺ヨコナデ。体部内
外面に粘上結合痕遺存。

仄白色～暗

灰色

密 良好 完形

外面に重ね

焼痕

365 瓦器

椀

14 5

38
高台径 29
高台高 02

口縁部外面ヨコナデ。体部外面指頭圧成形
後ナデ。体部内面数条のヘラミガキ。見込み

平行線状ヘラミガキ。高台部周辺ヨコナデ。

灰白色～仄

黒色

やや粗

長石・石英

(01～ 0 5mm)

を含む

良好 ほぼ完形

外面に重ね

焼痕

瑞
杭

14 6

41
高台径 2,9

高台高 01

日縁部外面ヨコナデ。体部外面指頭圧成形
後ナデ。体部内面粗いヘラミガキ。見込み平
行線状ヘラミガキ。見込みのヘラミガキの起
点にヘラ先による圧痕あり。高台部周辺ナデ。

灰白色～灰

黒色

やや粗 良好 ほぼ完形

内外面に

重ね焼痕

鴎
枕

14 4

37
高台径 3.5

高台高 03

口縁部外面ヨヨナデ。体部外面指頭圧痕遺
存。体部内面粗いヘラミガキ。見込み平行線
状ヘラミガキ。高台部周辺ヨコナデ。

灰白色～暗

灰色

やや粗 良好 完形

内外面に

重ね焼痕

瓦器

杭

14 7

41
高台径 39
高台高 02

口縁部外面ヨコナデ。体部外面指頭圧痕遺
存。体部内面粗いヘラミガキ。見込み平行線
状ヘラミガキ。高台部周辺ヨコナデ。体部外
面に粘土結合痕遺存。

灰白色～暗

灰色

やや粗 良好 完形

内外面に

重ね焼痕

瑞
椀

14 9

4 3

高台径 37
高台高 0.3

口縁部外面ヨヨナデ。体部外面指頭圧痕遺
存。体部内面および見込みナデ。体部内面数
条のヘラミガキ。見込み平行線状ヘラミガキ。
高台部周辺ヨヨナデ。

灰白色～灰

黒色

やや粗 良好 完形

内外面に

重ね焼痕

370 鴎
椀

14 0

41
高台径 2.9

高台高 0.2

口縁部外面ヨヨナデ。体部外面指頭圧痕遺
存。体部内面粗いヘラミガキ。見込み平行線
状ヘラミガキ。高台部周辺ヨコナデ。体部外
面粘土結合痕遺存。

灰白色～灰

黒色

密 良好 完形

内外面に

重ね焼痕

鴎
椀

14 0

3.5

高台径 3.2

高台高 02

口縁部外面ヨヨナデ。体部外面指頭圧痕遺
存。体部内面数条のヘラミガキ。見込み平行
線状ヘラミガキ。高台部周辺ヨヨナデ。体部
内外面に粘土結合痕遺存。

灰黒色 密 良好 ほぼ完形

372 瓦器

椀

13 9

3.9

高台径 35
高台高 02

口縁部外面ヨコナデ。体部外面指頭圧成形
後ナデ。体部内面および見込みナデ。体部内
面数条のヘラミガキ。見込み平行線状ヘラミ
ガキ。高台部周辺弱いナデ。

淡灰色～暗

灰色

密 良好 ほぼ完形

外面に重ね

焼痕

373 瑞
椀

13 0

35
高台径 40
高台高 0.2

口縁部外面ヨコナデ。体部外面指頭圧痕遺
存。体部内面数条のヘラミガキ。見込み平行
線状ヘラミガキ。高台部周辺ヨコナデ。

灰黒色 窪 良好 %以上
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I 矢作遺跡

遺物番号
図版番号

器  種 くｃｍ，遅
口径

器高
成 形 ・ 調 整 技 法 色  調 胎 土 焼 成

考

率存

備

遺

瓦器

椀

14.3

35
高台径 33
高台高 02

口縁部外面ヨコナデ。体部外面指頭圧成形
後ナデ。体部内面粗いヘラミガキ。見込み平
行線状ヘラミガキ。高台部周辺ヨコナデ。

暗灰色 密 良好

/

瓦器

杭

13.8

39
高台径 33
高台高 02

口縁部外面ヨコナデ。体部外面指頭圧痕遺
存。体部内面粗いヘラミガキ。見込み平行線
状ヘラミガキ。高台部周辺ヨヨナデ。

暗灰色 密 良好 /以上

376

三七

瓦器

椀

14 1

34
高台径 44
高台高 01

口縁部外面ヨコナデ。体部外面指頭圧成形
後ナデ。体部内面粗いヘラミガキ。見込み平
行線状ヘラミガキ。高台部周辺弱いナデ。

暗灰色 密 良好 完形

瑞
椀

14 2

42
高台径 37
高台高 03

口縁部外面ヨコナデ。体部外面指頭圧痕遺
存。体部内面数条のヘラミガキ。見込み平行
線状ヘラミガキ。高台部周辺弱いナデ。体部
外面粘土結合痕遺存。

灰色～灰黒

色

密 良好 ほぼ完形

外面に重ね

焼痕

378

三七

瓦器

椀

14 4

42
高台径 3.3

高台高 02

口縁部外面ヨヨナデ。体部外面指頭圧成形
後ナデ。体部内面数条のヘラミガキ。見込み
平行線状ヘラミガキ。高台部周辺ヨコナデ。

淡灰色～暗

灰色

やや粗 良好 完形

内外面に

重ね焼痕

瓦器

椀

13.6

36
高台径 33
高台高 02

口縁部外面ヨヨナデ。体部外面指頭圧痕遺
存。体部内面数条のヘラミガキ。見込み平行
線状ヘラミガキ。高台部周辺弱いナデ。外面
体部粘土結合痕遺存。

灰白色～灰

色

やや粗 良好 ほぼ完形

炭素付着

不良

380

三七

瓦器

椀

13 7

39
高台径 3.3

高台高 03

口縁部外面ヨヨナデ。体部外面指頭圧痕遺
存。体部内面粗いヘラミガキ。見込み平行線
状ヘラミガキ。高台部周辺弱いナデ。

灰色～暗灰

色

径 良好 ほぼ完形

外面に重ね

焼痕

三 七

瓦器

椀

14.3

41
高台径 32
高台高 02

日縁部外面ヨコナデ。体部外面指頭圧成形
後ナデ。体部内面および見込みナデ。体部内
面数条のヘラミガキ。見込み平行線状ヘラミ
ガキ。高台部周辺弱いナデ。

灰色～暗灰

色

密 良好 完形

外面に重ね

焼痕

382

三七

瑞
椀

14.0

3.5

高台径 28
高台高 02

口縁部外面ヨヨナデ。体部外面指頭圧痕遺
存。体部内面数条のヘラミガキ。見込み平行
線状ヘラミガキ。高台部周辺ヨコナデ。

暗灰色 密 良好 /以上

383 瓦器

椀

14 2

39
高台径 4.6

高台高 03

口縁部外面ヨヨナデ。体部外面指頭圧成形
後ナデ。体部内面粗いヘラミガキ。見込み平
行線状ヘラミガキ。高台部周辺ヨコナデ。

暗灰色 密 良好

%

384 瓦器

杭

12 7

38
高台径 3.1

高台高 03

口縁部外面ヨヨナデ。体部外面指頭圧痕遺
存。体部内面粗いヘラミガキ。見込み平行線
状ヘラミガキ。見込みのヘラミガキの起点に
ヘラ先による圧痕遺存。高台部周辺ヨヨナデ。

灰色～暗灰

色

径 良好 /以上

外面に重ね

焼痕

三 七

瓦器

椀

14 2

35
高台径 2,8

高台高 02

口縁部外面ヨコナデ。体部外面指頭圧成形
後ナデ。体部内面および見込みナデ。体部内
面租いヘラミガキ。見込み平行線状ヘラミガ
キ。高台部周辺ヨコナデ。

灰白色～暗

灰色

密 良好 /以上

内外面に

重ね焼痕

386

三ノ＼

瓦器

椀

13 4

86
高台径 30
高台高 03

口縁部外面ヨヨナデ。体部外面指頭圧成形
後ナデ。体部内面粗いヘラミガキ。見込み平
行線状ヘラミガキ。見込みのヘラミガキの起
点にヘラ先による圧痕あり。高台部周辺ナデ。

灰色～暗灰

色

密 良好 %以上

387 瓦器

椀

14.4

38
高台径 39
高台高 02

日縁部外面ヨコナデ。体部外面指頭圧痕遺
存。体部内面粗いヘラミガキ。見込み平行線
状ヘラミガキ。高台部周辺弱いナデ。

灰自色～灰
黒色

密 良好 %以上

内外面に

重ね焼痕
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遺物番号

図版番号
器  種 くｃｍナ遅

口径

器高
成 形 ・ 調 整 技 法 色  調 胎 土 焼  成

考

率存

備

遺

酬
椀

13 5

35
高台径 27
高台高 0.2

口縁部外面ヨヨナデ。体部外面指頭圧痕遺

存。体部内面および見込みナデ。体部内面粗
いヘラミガキ。見込み平行線状ヘラミガキ。

高台部周辺ヨコナデ。

灰 自色 ～暗

灰色

ややII 良好 笏以上

外面に重ね

焼痕

３８９
　
　
　
訳

畔
椀

14 1

37
高台径 32
高台高 02

口縁郡外面ヨヨナデ。体部外面指頭圧痕遺

存。体部内面粗いヘラミガキ。見込み平行線

状ヘラミガキ。高台部周辺ヨコナデ。

灰白色～暗

灰色

密 良好 ほぼ完形

外面に重ね

焼痕

３９０
　
　
　
訳

畔
杭

14 0

39
高台径 35
高台高 03

口縁部外面ヨヨナデ。体部外面指頭圧痕遺

存。外部内面粗いヘラミガキ。見込み平行線

状ヘラミガキ。高台部周辺ヨコナデ。

仄黒色 やや粗 良好 ほぼ完形

３９‐
　
　
　
訳

畔
杭

13 5

35
高台径 38
高台高 02

口縁部外面ヨヨナデ。体部外面指頭圧痕遺

存。体部内面粗いヘラミガキ。見込み平行線

状ヘラミガキ。高台部周辺弱いナデ。

灰白色～灰

黒色

密 良好 完形

外面に重ね

焼痕

３９２
　
　
　
訳

琳
杭

14 2

32
高台径 26
高台高 02

口縁部外面ヨヨナデ。体部外面指頭圧成形

後ナデ。体部内面粗いヘラミガキ。見込み平

行線状ヘラミガキ。高台部周辺ヨコナデ。

灰色～灰黒

色

やや粗 良好 完形

外面に重ね

焼痕

=八

鰐
椀

14 2

36
高台径 33
高台高 03

口縁部外面ヨコナデ。体部外面指頭圧成形

後ナデ。体部内面粗いヘラミガキ。見込み平

行線状ヘラミガキ。高台部周辺ヨコナデ。

灰黒色 密 良好 ほぼ完形

３９４　　
　
動

囃
椀

13 9

86
高台径 33
高台高 03

国縁部外面ヨコナデ。体部外面指頭圧成形

後ナデ。体部内面粗いヘラミガキ。見込み平

行線状ヘラミガキ。高台部周辺ヨヨナデ。

灰白色～暗

灰色

密 良好 ほぼ完形

内外面に

重ね焼痕

三九

囃
椀

14 2

36
高台径 37
高台高 0.2

口縁部外面ヨコナデ。体部外面指頭圧成形

後ナデ。体部内面粗いヘラミガキ。見込み平

行線状ヘラミガキ。高台部周辺ヨコナデ。

灰白色～暗

灰色

密 良好 笏

内外面に

重ね焼痕

瑞
椀

14 1

35
高台径 34
高台高 02

口縁部外面ヨコナデ。体部外面指頭圧痕遺

存。体部内面粗いヘラミガキ。見込み平行線

状ヘラミガキ。高台部周辺ヨヨナデ。

灰黒色 密 良好 笏

外面に重ね

焼痕

瑞
杭

14 6

4 1

高台径 35
高台高 02

口縁部外面ヨコナデ。体部外面指頭圧痕遺

存。体部内面粗いヘラミガキ。見込み平行線

状ヘラミガキ。高台部周辺ヨコナデ。体部外

面に粘土結合痕遺存。

灰白色～暗

灰色

密 良好 完形

外面に重ね

焼痕

瑞
椀

13 7

37
高台径 36
高台高 01

口縁部外面ヨヨナデ。体部外面指頭圧痕遺

存。体部内面数条のヘラミガキ。見込み平行

線状ヘラミガキ。高台部周辺ヨヨナデ。

乳白色 密 良好 完形

炭素付着

不良

瑞
椀

13 6

40
高台径 32
高台高 02

口縁部外面ヨコナデ。体部外面指顕圧痕遺

存。体部内面粗いヘラミガキ。見込みジグザ

グ状ヘラミガキ。高台部周辺弱いナデ。

灰自色～灰

色

密 貞好 /以上

炭素付着

不良

４００
　
　
　
軌

蹴
杭

13 5

36
高台径 35
高台高 03

口縁部外面ヨコナデ。体部外面指頭圧成形

後ナデ。体部内面粗いヘラミガキ。見込みジ

グザグ状ヘラミガキ。高台部周辺ヨコナデ。

灰色～灰黒

色

やや粗 良好 完形

外面に重ね

焼痕

瑞
杭

14 3

37
高台径 31
高台高 04

口縁部外面ヨヨナデ。体部外面指頭圧痕遺

存。体部内面数条のヘラミガキ。見込みジグ

ザグ状ヘラミガキ。高台部周辺ヨコナデ。

灰色～灰黒

色

やや粗 良好

%
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I 矢作遺跡

遺物番号

図版番号
器  種

(cla)口 径

法量 器高
成 形 ・ 調 整 技 法 色   調 胎 土 焼 成

考
率存

備

遺

瓦器

椀

14 8

89
高台径 3.5

高台高 0.2

口縁部外面ヨコナデ。体都外面指頭圧痕遺
存。体部内面および見込みナデ。体部内面粗
いヘラミガキ。見込みジグザグ状ヘラミガキ。
高台部周辺弱いナデ。

灰白色～仄

黒色

密 良好 %以上

内外面に

重ね焼痕

403

三九

瓦器

擁

13 8

81
高台径 3.2

高台高 02

口縁部内外面ヨコナデ。体部外面指頭圧成
形後ナデ。体部内面ナデ。体部内面数条のヘ

ラミガキ。見込みジグザグ状ヘラミガキ。高
台部周辺ヨコナデ。

灰白色～灰

黒色

密 良好 ほぼ完形

内外面に

重ね焼痕

瓦器

椀

13.8

3.8

高台径 4.0

高台高 02

口縁部外面ヨコナデ。体部外面指頭圧成形

後ナデ。体部内面/11い ヘラミガキ。見込み連

結輪状ヘラミガキ。高台部周辺ヨコナデ。

灰白色～暗

灰色

密 良好 ほぼ完形

外面に重ね

焼痕

瓦器

椀

14 3

86
高台径 3.6

高台高 0.2

日縁部外面ヨコナデ。体部外面指頭圧痕遺
存。内面体部粗いヘラミガキ。見込み連結輸
状ヘラミガキ。高台部周辺ヨコナデ。

灰白色～仄

黒色

密 良好 ほぼ完形

内外面に

重ね焼痕

406 琳
椀

14 4

38
高台径 86
高台高 0.2

口縁部外面ヨヨナデ。体部外面指頭圧成形

後ナデ。体部内面粗いヘラミガキ。見込み連

結輪状ヘラミガキ。高台部周辺ヨコナデ。

灰白色～暗

灰色

密 良好 ほぼ完形

内外面に

重ね焼痕

407 琳
杭

14.1

38
高台径 40
高台高 0.2

口縁部外面ヨコナデ。体部外面指頭圧成形
後ナデ。体部内面粗いヘラミガキ。見込み連

結輪状ヘラミガキ。高台部周辺ヨヨナデ。

灰白色～暗

灰色

密 良好 %以上

内外面に

重ね焼痕

二九

畔
椀

13.9

38
高台部 2.8

高台高 03

口縁部外面ヨコナデ。外面体部指頭圧痕遺
存。内面体部から見込みにかけてナデ。内面

体部数条のヘラミガキ。見込み達結輪状ヘラ
ミガキ。高台部周辺ヨヨナデ。

灰白色～黒

色

密 良好 ほぼ完形

内外面に

重ね焼痕

409 瓦器

椀

14.6

3.5

高台径 3.8

高台高 02

口縁部外面ヨコナデ。体部外面指頭圧成形

後ナデ。体部内面粗いヘラミガキ。見込み連

結輪状ヘラミガキ。高台部周辺ヨコナデ。体
部外面粘土結合痕遺存。

灰白色～暗

灰色

やや粗 良好 /以上

内外面に

重ね焼痕

瓦器

椀

148
3.3

高台径 3.6

高台高 03

口縁部外面ヨコナデ。体部外面指頭圧成形
後ナデ。体部内面および見込みナデ。体部内
画粗いヘラミガキ。見込み達結輪状ヘラミガ

キ。高台部周辺ヨコナデ。

灰白色～暗

灰色

やや粗 良好 蒻以上

内外面に

重ね焼痕

411

三九

瓦器

椀

14.2

37
高台径 3.7

高台高 0.2

日縁部タト面ヨヨナデ。体部外面指頭圧痕遺

存。体部内面および見込みナデ。体部内面数

条のヘラミガキ。見込み連結輪状ヘラミガキ。
高台部周辺ヨコナデ。

暗灰色 やや粗 良好 /以上

四 〇

瑞
椀

14 4

38
高台径 42
高台高 0.2

日縁部内外面ヨコナデ。体部外面指頭圧成

形後ナデ。体部内面粗いヘラミガキ。見込み

連結輪状ヘラミガキ。高台部周辺ヨコナデ。

灰白色～灰

黒色

密 良好 %以上

内外面に

重ね焼痕

四 〇

瓦器

抗

14 5

3.5

高台径 33
高台高 0.2

口縁部外面ヨヨナデ。体部外面指頭圧成形

後ナデ。体部内面および見込みナデ。体部内

面数条のヘラミガキ。見込み連結輪状ヘラミ
ガキ。高台部周辺ヨヨナデ。

灰黒色 密 良好 /以上

瓦器

杭

14 2

4.1

高台径 39
高台高 02

口縁部外面ヨコナデ。体部外面指頭圧成形

後ナデ。内面見込みから体部にかけて渦巻き
状ヘラミガキ。高台部周辺ヨコナデ。

淡灰色～暗

灰色

径 良好 %以上

外面に重ね

焼痕

畔
椀

14 3

3,7

高台径 32
高台高 0.2

日縁部外面ヨコナデ。体部外面指頭圧成形

後ナデ。内面見込みから体部にかけて渦巻き

状ヘラミガキ。高台部周辺ヨコナデ。

灰色～暗灰

色

密 良好 /
内外面に

重ね焼痕
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遺物番号

図版番号
器  種

径

高
日
器くｃｍナ漣

成 形 ・ 調 整 技 法 色  調 胎 土 焼  成
考

率存

備

遺

瓦器

椀

14 0

37
高台径 4,4

高台高 02

口縁部外面ヨヨナデ。体部外面指頭圧痕遺
存。内面見込みから体部にかけて渦巻き状ヘ

ラミガキ。高台部周辺弱いナデ。

灰白色～暗

灰色

密 良好 ほぼ完形

外面に重ね

焼痕

四 〇

瓦器

椀

13 9

41
高台径 32
高台高 03

口縁部外面ヨヨナデ。体部外面指頭圧成形
後ナデ。内面体部および見込みナデ。内面見
込みから体部にかけて渦巻き状ヘラミガキ。
高台部周辺ヨコナデ。

灰白色～灰

黒色

密 良好 ほぼ完形

外面に重ね

焼痕

四 〇

瓦器

椀

13 5

38
高台径 36
高台高 03

口縁部外面ヨコナデ。体部外面指頭圧痕遺
存。内面体部および見込みナデ。体部内面見
込みから体部にかけて渦巻き状ヘラミガキ。
高台部周辺ヨヨナデ。

暗灰色 密 良好 完形

四 〇

瓦器

椀

13 9

86
高台径 32
高台高 02

口縁部外面ヨコナデ。体部外面指頭圧成形
後ナデ。内面見込みから体部にかけて渦巻き
状ヘラミガキ。高台部周辺ヨコナデ。

灰白色～灰

黒色

密 良好 完形

内外面に

重ね焼痕

四 〇

瑞
椀

14 0

39
高台径 36
高台高 02

口縁部外面ヨコナデ。体部外面指頭圧痕遺
存。内面見込みから体部にかけて渦巻き状ヘ

ラミガキ。高台部周辺ヨヨナデ。

灰黒色 やや粗 良好 笏以土

瓦器

椀

14 5

87
高台径 34
高台高 03

口縁部外面ヨヨナデ。体部外面指頭圧成形
後ナデ。内面見込みから体部にかけて渦巻き
状ヘラミガキ。高台部周辺ヨコナデ。

淡灰色～暗

灰色

密 良好 笏以上

外面に重ね

焼痕

瓦器

椀

14 0

36
高台径 31
高台高 03

口縁部外面ヨヨナデ。体部外面指頭圧成形
後ナデ。内面見込みから体部にかけて渦巻き
状ヘラミガキ。高台都周辺ヨコナデ。内外面
に粘土結合痕遺存。

灰黒色 密 良好 ほぼ完形

SP-16

遺物番号

図版番号
器  種

(cm)口 径

法量 器高
成 形 ・ 調 整 技 法 色   調 胎 土 焼  成

考

率存

備

遺

土師器

小皿

84
1,3

手づくね成形。日縁部内外面ヨコナデ。底
部内外面ナデ。

淡灰茶色 密 良好 完形

瓦器

椀

149 口縁部内外面ヨコナデ。体部外面指頭圧痕
遺存。体部内面粗いヘラミガキ。

暗灰色 密 良好

%

三 〇

瓦器

足釜

口径 196

鍔径 247

マキアゲ成形。日縁部および体部外面ナデ。
鍔部外面ヨコナデ。内面ナデ。体部外面に脚
部の貼付け痕遺存。

内面

灰 白色

外 面

灰 自色 一暗

灰 色

やや粗 良好 口縁部およ

び体部上位

/のみ

426

三〇

土師器

土釜

日径 331

鍔径 413

マキアゲ成形。口縁部内外面、願部外面お
よび鍔部外面上下ヨコナデ。体部外面ナデ。
顕部および体部内面ナデ。

内面

暗灰 茶 色 ～

淡茶 色

外 面

淡 茶色

やや粗 良好 口縁部およ

び体部上位

/のみ
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I 矢作遺跡

包含層

遺物番号

図版番号
器  種 醒

絲
ｍ
進

成 形 ・ 調 整 技 法 色   調 胎 土 焼  成
備  考

遺 存 率

427

四 ―

弥生土器 14 4

20 0

底径  41

マキアゲ成形。日縁部内外面ヨコナデ。頭

部および体部外面上位ハケナデ (7条 んm)。

体部外面中位風化のため調整不明。下位の一

部にハケナデが遺存。体部内面ナデ。下位に

板状工具による圧痕が遺存。底部側面指頭圧

成形後ナデ。底部外面ナデ。

淡灰禍色～

淡灰茶色

粗

石英 長石 角閃石

(01～ 2 1un)

を多量に含む

良好 4G～ I区

Ⅳ層

口縁部

%欠損

428

四 ―

弥生土器 15 2

24,0

底径  5.0

マキアゲ成形。日縁部内外面ヨコナデ。頸

部外面ナデ。頭部内面の一部にハケナデが遺

存。体部外面ヘラミガキ。体部内面中位まで

ナデ。底部側面指頭圧成形後ナデ。底部外面

ナデ。

淡灰褐色 やや粗

石英 長石 角閃石

(01～ 2 mm)

を多量に合む

良好 4G～ I区

Ⅳ層
ほぼ完形

四 ―

弥生土器

体部最大径139

底径  43

マキアゲ成形。体部外面上位ハケナデ。中

位以下はナデ。体部内面上位ナデ。中位以下
は板状工具によるナデ。底部内面に板状工具
による圧痕遺存。底部側面指頭圧成形後ナデ。

底部外面ナデ。体部外面上位にヘラによる蕨

手文を施す。

内面

暗禍色

外面

淡褐色

やや粗

長石 石英 角閃石

(01～ 0 5mm)

を多量に合む

良好 4G～ I区

Ⅳ層

体部/

430

四 ―

弥生土器

体部最大径292

マキアゲ成形。顕部および体部内外面ナデ。

体部上位に3条の櫛描き直線文を施し、各直

線文間に櫛描き波状文を2条施す。直線文は

上位より6本 /1.Ocm、 6本ね 8cln、 6本 /1 lcn、

を数え、波状文はともに6本灼 8cmを 数える。

内面

灰禍色～淡

褐色

外面

淡褐色

やや粗

石英 長石 角閃石

(01～ l mm)

を多量に合む

良好 6E区 Ⅲ層

体部下半部

%

弥生土器

底径  5,5

マキアゲ成形。体部内面ナデ。底部内面板

状工具による圧痕が遺存。体部外面ヘラミガ

キ。底部側面指頭圧成形後ナデ。底径外面ナ
1声。

内面

暗禍色

外面

淡掲色

やや粗

長石・石英

(01～ l mm)

を多量に含む

良好 5F区 Ⅲ層

体都下半部

/

弥生土器

底径  44

マキアゲ成形。底部内面板状工具による圧

痕が遺存。底部側面指頭圧成形後ナデ。底部

外面ナデ。

内面

乳灰茶色

外面

淡明茶色

密 良好 3」 区Ⅱ層

底部のみ

弥生土器

底径  45

マキアゲ成形。底部内面ナデ。底部側面指

頭圧成形後ナデ。底部外面ナデ。

内面

淡茶色

外面

淡赤茶色

やや粗

長石・石英

(01～ 0 5mm)

を含む

良好 3J区 Ⅲ層
底部のみ

弥生土器

底径  49

マキアゲ成形。底部側面指頭圧成形後ナデ。

底部内面板状工具による圧痕が遺存。底部外

面ナデ。

淡灰茶色 やや粗

長石・石英

を合む

良好 4G～ I区

Ⅳ層

底部のみ

弥生土器

底径  45

マキアゲ成形。体部外面下位ヘラミガキ。

底部側面指頭圧成形後ナデ。底部内面に板状
工具による圧痕が遺存。底部外面ナデ。

淡茶色 やや粗

長石・石英

を含む

良好 4G～ I区

Ⅳ層

底部のみ

四 ―

弥生土器

養

15.3 マキアゲ成形。内外面ともに風化のため調

整不明。

淡灰茶色～

淡明茶色

粗

長石・石英

(05～ 2 mm)

を多量に合む

良好 3K区 Ⅲ層

上半部%

弥生土器

養

底径  39

マキアゲ成形。底部内面ナデ。底部側面指

頭圧成形後一部にタタキメを残す。底部外面

ナデ。

淡灰茶色 やや粗

長石・石英

(05～ l mm)

を含む

良好 3J区Ⅲ層
底部のみ

438 弥生土器

甕

底径  43

マキアゲ成形。底部内面板状工具による圧

痕が遺存。体部外面およつW真部側面タタキ。

底部外面ナデ。

内面

暗灰色

外面

淡茶色

やや粗

長石

(0,1～ 0 5mm)

を含む

良好 3」 区Ⅲ層

底部のみ

―-95-―



遺物番号

図版番号
器  種

径

高

口

器ω
進

成 形 ・ 調 整 技 法 色   調 胎 土 焼  成
考

率存

備

遺

439 弥生土器

鉢

底 径

マキアゲ成形。内面ハケナデ (11本 /cm)。

外面ナデ。底部側面指頭圧成形後ナデ。底部
外面ナデ。

淡明茶色～

淡灰茶色

やや粗

長石・石英

(05～ 2 mm)

を多量に合む

良好 5F区Ⅲ層

/

４４〇
　
　
　
四．

弥生土器

底部有孔

土器 底径 53

マキアゲ成形。体部お よび賦 部内面ハケナ
デ (6本 /cm)。 体部外 面ナデ。底部外面指頭
圧成形後 ナデ。底部外面ナデ。底部 に焼成後
の円孔 (0 9cII)が内か ら外 へ向って穿 たれて
いる。

内面

灰黒色

外面

灰茶色

やや粗

石英・角閃石

(0.1～ l mm)

を多量に含む

良好 5E区 Ⅲ層

蒻

弥生土器

高杯

21 4 マキアゲ成形。口縁部内外面ナデ。他は風
化のため調整不明。

淡明茶色～

乳灰色

やや粗

石英・長石

(0.5～ 2 allt)

を多量に合む

良好 31区Ⅲ層

杯部%

４４２
　
　

　

四．

弥生土器

高杯

裾径 81

マキアゲ成形。杯部内面ナデ。杯部外面お
よびt状部外面ヘラミガキ。裾部外面上位ヘ

ラミガキ。下位ヨコナデ。柱状部および裾部
内面ナデ。裾部上位の四方に透子しを穿つ。

淡灰茶色 やや粗 良好 31区 Ⅲ層

脚部のみ

４４３

　
　
　

四．

弥生土器

高杯

マキアゲ成形。杯部内面不明。柱状部内面
シボリメ。裾部内面ハケナデ。外面ヘラミガ

キ。裾部上位に透孔が一個のみ遺存。

淡灰褐色 やや粗 良好 4G～ I区

Ⅳ層

脚部のみ

４４４
　
　
　
四．

弥生土器

高杯

裾径 118

マキアデ成形。柱状部内面シボリメ。桂状
部外面および裾部内外面ナデ。裾部上位の三

方に透孔を穿つ。

赤茶色 やや粗 良好 4G一 I区

Ⅳ層

脚部のみ

弥生土器

高杯

マキアゲ成形。外面はナデ。裾部内面に板
状工具による圧痕が遺存。裾部上位の四方に
透孔を穿つ。

淡茶色 やや社

長石・石英

(01～ l mm)

を多量に含む

良好 5F区Ⅲ層

柱状部のみ

４４６
　
　
　
に

弥生土器

高杯

裾径 14.2

マキアゲ成形。杯部内外面および柱状部・

裾部外面中位ヘラミガキ。裾部外面下位ナデ。
柱状部および裾部内面ナデ。裾部上位の四方
に透孔を穿つ。

淡灰褐色～

淡茶色

やや粗

石英・角閃石

(01～ 14m)

を含む

良好 4G～ I区

Ⅳ層

杯部欠損

４４７
　
　
　
」

弥生土器

高杯

マキアゲ成形。内外面ともにナデ。裾部中
位の四方に透孔を穿つ。

淡灰褐色 やや粗

長石 石英 角閃石

(01～ l mm)

を含む

良好 4G～ I区

Ⅳ層
体部のみ

４４８　　　
」

弥生土器

器台

鋭
　
一

マキアゲ成形。口縁部内外面ヨヨナデ。日

縁端部内面に円形竹管文を12個 (推定)を施
す。口縁端部外面に凹線文を施した後に円形
竹管文を施す44個 (推定)

淡灰褐色 やや粗

石英 長石・角閃石
を含む

良好 4G～ I区

Ⅳ層
口縁部%

４４９
　　
　
」

弥生土器

器台

マキアゲ成形。日縁部内面上位ヘラミガキ。
下位ヨヨナデ。日縁部外面上位ヨコナデ。下
位ハケナデ(10本 /ctl)。 口縁端郡外面に凹線文
を施す。

淡灰禍色 やや粗

石英 長石 角閃石
を含む

良好 4G～ I区

Ⅳ層

口縁部/

４５０
　　　
」

弥生土器

器台

π
　
一

マキアゲ成形。 口縁部お よび体部内面ナデ。
口縁部外面 ヨコナデ。体部外面ヘ ラ ミガキ。
口縁端部外面 に円形浮文 と円形竹管文 を二個
一対で七組 (推定)配す。体部の五方 に透孔 を
穿つ。

淡茶灰色 やや粗

石英・長石

(05～ 31m)

を含む

良好 31区 Ⅲ層

/

４５‐
　　　
」

弥生土器

器台

188 マキアゲ成形。日縁部および体部内面ハケ
ナデ。日縁部外面ヨコナデ。体部外面ヘラミ
ガキ。

淡茶色 やや粗 良好 3K区 Ⅲ層

〃

４５２
　　　
」

弥生土器

器台

裾径 16.4

マキアゲ成形。体部および裾部内面ナデ。
体部外面ヘラミガキ。裾部外面ナデ。体部上

位の四方に透孔を穿つ。

淡茶色 やや粗

石英・長石
を含む

良好 4G～ I区

Ⅳ層

/
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I 矢作遺跡

遺物番号

図版番号
器  種 唯

綿
くｃｍ，遅

成 形 ・ 調 整 技 法 色   調 土 焼  成
考

率存

備

遺

４５３
　
　
　
に

弥生土器

器台
裾径 235

マキアゲ成形。体部および裾部内面ナデ。

体部外面下半および裾部外面ヘラミガキ。裾

端部内外面ヨヨナデの後外面にキザミメ。体

部下位の五方と中位の三方に透孔を穿つ。

淡茶色 やや粗

石英・長石

(05～ lm)
を含む

良好 31区Ⅲ層

形

石包丁 さ

　

さ

量

長

幅

厚

重

68
46
06
309

緑泥片岩。半月型直線刀。紐孔は一孔のみ

遺存。

法量は全て現存量大値である。

灰縁色 4G区 Ⅲ層

%

須恵器

杯身

12 9

受部径150

マキアゲ・ミズビキ成形。杯部内底面ナデ。

受部内外面および杯部内面回転ナデ。外面全

体に自然釉付着のため調整不明。

内面

淡灰色

外面

増灰色

やや粗 堅緻 3K区Ⅲ層

%以上

陶片付着

須恵器

杯身

14 4

受部径172

マキアゲ・ ミズビキ成形。外面受部端より
2 3cm以 下回転ヘラケズリ。その他回転ナデ。

内面

灰青色

外面

暗灰色

密 堅緻 4D区 Ⅲ層

/
外面に灰

かぶり

457 須恵器

杯身

11 2

4 1

高台径 78
高台高 05

マキアゲ・ミズビキ成形。内外面ともに回

転ナデ。高台部貼 り付け。

灰色 密 堅緻 2E区Ⅲ層

/

円筒埴輪

マキアゲ成形。体部外面 ヨコハケ(8本
/cm)。 タガ外面ヨコナデ。体部内面タテハケ

(8本 /cm)。

乳灰色～明

茶色

やや粗

長石・石英

を合む

良好 5B区 Ⅲ層

459

土錘

長さ 58
最大径 24
孔径 09
重量36(9)

手づ くね成形。管状形。内外面指頭圧成形

後ナデ。

淡灰茶色～

淡灰色

やや粗

長石・石英

(05～ l mm)

を多量に含む

良好 5B区 Ⅲ層

%以上

460 酪
椀

13 5

40
高台径 23
高台高 01

口縁部外面ヨコナデ。体部外面指頭圧痕遺

存。体部内面および見込みナデ。内面体部数

条のヘラミガキ。見込み平行線状ヘラミガキ。

高台部周辺ナデ。体部外面粘土結合痕遺存。

灰白色～灰

黒色

密 良好 lG・ 2H
区 Ⅲ層
/
内外面 に

重ね焼痕

４６‐
　
　
　
匹

酷
椀

13.3

36
高台径 39
高台高 02

口縁部外面ヨコナデ。体部外面指頭圧成形

後ナデ。体部内面粗いヘラミガキ。見込み平

行線状ヘラミガキ。高台部周辺ナデ。

灰白色～暗

灰色

密 良好 lG・ 2H
区 肛層
%以上

内外面 に

重ね焼痕

４６２
　
　
　
唯

畔
椀

14、 0

36
高台径 28
高台高 02

口縁部外面ヨコナデ。体部外面指頭圧成形

後ナデ。体部内面および見込みナデ。体部内

面数条のヘラミガキ。見込み平行線状ヘラミ

ガキ。高台部周辺ナデ。

灰白色～灰

黒色

密 良好 lG・ 2H
区 Ⅲ層
%
外面 に重 ね

焼痕

４６３
　　　
唯

瑞
抗

14 0

39
高台径 39
高台高 02

口縁部外面ヨコナデ。体部外面指頭圧痕遺

存。内面は渦巻き状ヘラミガキ。高台部周辺

ナデ。体部外面粘土結合痕遺存。

灰色一灰黒

色

密 良好 lG 2H
区 Ⅱ層
ほぼ完形。

外面 に重 ね

焼痕

４６４
　　　
唯

鴎
椀

14 2

38
高台径 35
高台高 03

口縁部外面ヨコナデ。体部外面指頭圧痕遺

存。内面は渦巻き状ヘラミガキ。高台部周辺

ナデ。体部外面粘土結合痕遺存。

灰白色～灰

黒色

密 吏好 lG・ 2H
区 Ⅲ層
%以上

外面 に重ね

焼痕

鴎
椀

146 口縁部外面ヨコナデ。体部外面指頭圧痕遺

存。内面見込みから体部にかけて渦巻き状ヘ

ラミガキ。

暗灰色 密 良好 lG。 2H
区Ⅲ層

/

畔
椀

14 0

43
高台径 27
高台高 03

口縁部外面ヨヨナデ。体部外面指頭圧痕遺

存。内面見込みから体部にかけて渦巻き状ヘ

ラミガキ。高台部周辺ナデ。

暗灰色～灰

黒色

密 良好 lG・ 2H
区Ⅲ層

/
内面に油煙
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遺物呑号

図版番号
器  種

径

高

口

器くｃｍ＞進
成 形 ・ 調 整 技 法 色   調 土 焼 成

考

率存

備

遺

467 瓦器

枕

13 8

38
高台径 2,7

高台高 03

日縁部外面ヨヨナデ。体部外面指頭圧痕遺
存。内面見込みから体部にかけて渦巻き状ヘ

ラミガキ。高台部周辺ナデ。

灰自色～暗

灰色

やや粗 良好 lG・ 2H
区Ⅲ層
/以上

内外面に

重ね焼痕

４６８
　　　
唯

瑞
椀

13 0

32
高台径 38
高台高 02

口縁部外面ヨヨナデ。体部外面指頭圧痕遺
存。体部内面粗いヘラミガキ。見込み連結輪
状ヘラミガキ。高台部周辺ナデ。

灰 白色～灰

黒色

密 良好 lG・ 2H
区Ⅲ層

/

器

皿

瓦

小

107
25

手づくね成形。日縁部外面ヨコナデ。底部
外面ナデ。体部内面密なヘラミガキ。見込み

格子状十平行線状ヘラミガキ。

暗灰色 やや粗 良好 3K区Ⅲ層

/

四 三

餓
碗

129 ロクロ成形。玉縁状口縁部。口縁内外面お
よび体部内面ロクロナデ。体部外面カンナケ
ズリ。体部外面下半は露胎。

釉色

乳灰色

磁胎

白色

密 堅緻 4B・ C区
Ⅱ層

口縁部%
貫入あり

醜
碗

λ
　
一

ロクロ成形。玉縁状口縁部。日縁内外面お
よび体部内面ロクロナデ。体部外面カンナケ
ズリ。

釉色

灰白色

磁胎

白色

密 堅緻 4B・ C区
Ⅱ層

口縁部%

４７２　　
　
旺

賊
碗

14 2 ロクロ成形。内外面ロクロナデ。 釉色

灰白色

磁胎

白色

密 堅緻 3B区Ⅲ層

口縁部%

473 隣
碗

高台径 60
高台高 07

ロクロ成形。体部内外面ロクロナデ。高台
都カンナ削 り。高台部内面端部に段状の沈線
が廻る。

釉色

緑灰色

素地

灰色

密 堅級 3B区Ⅱ層

底部笏

珊側
82
16

手づくね成形。日縁部内外面ヨコナデ。底
部内外面ナデ。

淡明茶色 やや粗

長石・石英

(01～ 0 5mn)

を合む

良好 4D区Ⅲ層

%

475 土師器

小皿

78
1 5

手づくね成形。日縁部内外面ヨコナデ。底
部内外面ナデ。

淡灰色 密 良好 2E区Ⅲ層

/以上

４７６　　
　
即

土師器

小皿

76
16

手づくね成形。口縁部内外面ヨコナデd底
部内面ナデ。底部外面弱いナデ。口縁部外面
粘土結合痕遺存。

淡茶灰色～

淡灰茶色

密 農好 ・
層

Ｇ

Ⅲ

形

１

区

完

477

珊Ⅷ
手づくね成形。口縁部内外面ヨコナデ。底

部内面ナデ。底部外面弱いナデ。

淡灰色 やや粗 良好 lG・ 2H
区Ⅲ層

%

４７８　　
　
即

土師器

小皿

82
14

手づくね成形。日縁部内外面ヨヨナデ。底
部内外面ナデ。

淡灰色 密 良好 lG・ 2H
区Ⅱ層

ほぽ完形

４７９　　　
剛

土師器

小皿

78
14

手づくね成形。日縁部内外面ヨコナデ。底
部内外面ナデ。

淡灰茶色 やや粗

長石・雲母

(01～ lm)
を含む

良好 lG。 2H
区Ⅱ層

ほぼ完形

４８０
　　　
即

土師器

小皿

手づくね成形。国縁部内外面ヨコナデ。底
部内外面ナデ。

淡茶灰色～

淡灰色

密 良好 lG・ 2H
区Ⅲ層

ほぼ完形

-98-―



I 矢作遺跡

遺物番号

図版番号
器  種

径

高
口
器

ｍ
進

成 形 ・ 調 整 技 法 色   調 土 焼 成
考

率存

備

遺

土師器

小皿

79
1 4

手づくね成形。日縁部内外面ヨコナデ。底

部内面ナデ。底部外面弱いナデ。

淡灰色 密 史好 lG。 2H
区Ⅲ層

/

４８２
　　　
剛

土師器

小皿

78
12

手づくね成形。日縁部内外面ヨヨナデ。底

部内面ナデ。底部外面弱いナデ。

淡明茶色 密 良好 lG。 2H
区Ⅲ層
ほぼ完形

４８３
　　　
叩

土師器

小皿

78
1 4

手づくね成形。国縁部内外面ヨヨナデ。底

部内面ナデ。底部外面弱いナデ。

淡明茶色～

淡灰茶色

やや粗

長石・雲母

(01～ 0 5mm)

を含む

良好 lG・ 2H
区Ⅲ層

%以上

４８４　　
　
即

土師器

小皿
手づくね成形。口縁部内外面ヨコナデ。底

部内外面ナデ。

淡灰色 密 良好 lG・ 2H
区Ⅲ層

%

４８５
　　　剛

土師器

/Jヽ皿

手づくね成形。日縁部内外面ヨコナデ。底

部内面ナデ。底部外面弱いナデ。

淡灰茶色～

乳灰色

ややll 良好 lG。 2H
区胆層

完形

４８６
　　　
即

土師器

小皿
手づくね成形。日縁部内外面ヨコナデ。底

部内外面ナデ。底部外面に粘土結合痕遺存。

淡灰色 密 良好 2E区 Ⅲ層

%

４８７　　
　
幽

土師器

/」 皿ヽ

手づくね成形。口縁部内外面ヨコナデ。底

部内外面ナデ。

淡明茶色 密 良好 ・
層

形

ｌ

Ⅲ
を死

2F区

土師器

中皿

12 6

20
手づくね成形。口縁部内外面ヨヨナデ。底

部内面ナデ。底部外面弱いナデ。底部外面に

粘土結合痕遺存。

淡茶灰色 やや粗

長石

(01～ 0 5mm)

を含む

良好 lG。 2H
区Ⅲ層

必以上

土師器

中皿

H4
25

手づくね成形。日縁部内外面ヨコナデ。底

部内面ナデ。底部外面板状工具によるナデ。

淡明茶色 やや粗

長石・石英

(05～ 2 mm)

を含む

良好 lG・ 2H
区Ⅲ層

%以上

４９０
　　　
幽

土師器

中皿

手づくね成形。口縁部内外面ヨコナデ。底

部内面ナデ。底部外面弱いナデ。

淡灰茶色 やや粗 良好 lG・ 2H
区Ⅲ層

%以上

土師器

中皿
手づくね成形。口縁部内外面ヨヨナデ。底

部内面ナデ。底部外面弱いナデ。

乳灰色 やや粗 良好 lC・ 2H
区Ⅲ層

/

４９２
　　
　
幽

土師器

中皿

116
22

手づくね成形。口縁部内外面ヨヨナデ。底

部内面ハケナデ。底部外面ナデ。底部外面粘
土結合痕遺存。

淡明茶色 やや粗 良好 lG・ 2H
区Ⅲ層

完形

４９３
　　　
剛

土師器

中皿

123
20

手づくね成形。口縁部内外面ヨヨナデ。底

部内外面ナデ。底部外面粘土結合痕遺存。

淡灰茶色 やや粗

長石・クサリ礫

(01～ 0 5mm)

を含む

良好 Ｈ・
層

Ｇ

Ⅲ
形

１

区

完

土師器

中皿

11 5

19
手づくね成形。口縁部内外面ヨヨナデ。底

部内外面ナデ。

淡灰色 密 良好 lG。 2H
区Ⅲ層

/以上
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遺物番号
図版番号

器  種
(cm)

法量

径

高
口
器

成 形 ・ 調 整 技 法 色   調 胎 土 焼 成
考

率存

備

遺

四 四

土師器

中皿

12 5

21
手づくね成形。日縁部内外面ヨヨナデ。底

部内外面ナデ。
淡明茶色 やや粗 良好 1・ 2F区

Ⅲ層

/

496 土師器

中皿

120
28

手づくね成形。日縁部内外面ヨコナデ。底
部内外面ナデ。底部外面に粘土結合痕遺存。

淡灰色 やや粗

長石・雲母

(01～ 0.51H)

を含む

史好 lG・ 2H
Ⅲ層

%

土師器

中皿

12 7 手づくね成形。日縁部内外面ヨヨナデ。底
部内外面ナデ。

淡灰茶色 やや粗

長石 。石英

(01～ 0.5ml)

を含む

良好 3F区 Ⅲ層

/

四 四

土師器

中皿

12.5

21
手づくね成形。口縁部内外面ヨコナデ。底

部内外面ナデ。
淡灰茶色 やや粗 良好 lG・ 2H

区Ⅲ層

完形

499 土師器

中皿

l16
23

手づくね成形。日縁部内外面ヨヨナデ。底
部内外面ナデ。

淡灰色 やや粗

長石

(0.1～ 0 5nm)

を含む

良好 lG。 2H
区Ⅲ層

/

500 土師器

中皿

12 8

1,9

手づくね成形。口縁部内外面ヨヨナデ。底
部内面ナデ。底部外面弱いナデ。底部外面に
粘土結合痕遺存。

淡灰茶色 やや粗 良好 lG・ 2H
区Ⅲ層

笏

四 四

土師器

中皿

13 7

29
手づくね成形。口縁部内外面ヨコナデ。底

部内外面ナデ。
淡茶灰色 やや粗 良好 2B区

Ⅲ層

笏

四 四

軒九瓦 複弁人葉の蓮幸文。蓮子は1個のみ遺存。
外縁は欠損。裏面はナデ。

暗灰色～灰

白色

やや粗 良好 2B区
Ⅲ層

瓦当部%

軒平瓦 幅  46
内区幅 22
顎幅  17

瓦当面に対して左端部のみ遺存。唐草文。
外縁は直立縁。内区と外区の境に界線が廻る。
裏面には、板状工兵による圧痕が遺存。
法量は全て現存最大値である。

暗灰色～灰

白色

やや粗 良好 2B区Ⅲ層
瓦当部%
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I 矢作遺跡

第 5章  まとめ

今回の調査では、弥生時代後期・古墳時代後期・平安時代後期～鎌倉時代末期に比定される

遺構・遺物を検出した。当遺跡内では、昭和56年以降人尾市教育委員会の試掘調査および発掘

調査が断続的に実施されており、調査成果が畜積されつつある。ここでは、これらの既往調査

や当調査以後に実施された調査成果を含めて、各時期の推移を考えてみたい。

I 弥生時代後期

この時期に比定される遺構としては、濤 1条 (SD-1)を 検出したのみであるが、遺構検

出土層 (第Ⅳ層)お よび包含層からは遺物が多数出土 している。特に、遺構検出土層 (第 Ⅳ層)

からは遺構に伴なわないものの、比較的良好な資料が多数出土 しており、近隣に同時期の遺構

が存在する可能性が高い。

こ 古墳時代後期

濤 1条 (SD-2)を 検出したのみで、包含層からも同時期の遺物は極少量であった。なお、

本調査地の北西約200mの 高見町 3-64で、八尾市教育委員会が昭和61年 に実施 した調査では、

同時期に比定される掘立住建物 3棟 と濤が検出されてお り、同時期の集落の中心を調査地の北

方に推定することが可能である。

Ⅲ 平安時代後～鎌倉時代末

11世紀末～12世紀初頭に比定される遺構は、SB-3。 SK-5・ SE-10で 、調査区中央

の南部で検出したのみで、SB-3を 中心とした集落構成が考えられる。12世紀中葉において

はSE-13。 SK-3が 認められ、遺構がやや西方へ広がったことが窺える。12世紀後～13世

紀初頭にかけては、調査区の中央部から東側一帯にSB-2・ SE-1・ SE-3,SK―
2・ SK-4が 認められSB-2を 中心とした集落構成が考えられる。13世紀中葉にはSE一

11が認められる程度であるが、後葉にはSB-1。 SE-2・ SE-3・ SK-7・ SD-14
の他池状遺構があり集落がやや拡大傾向にあるが、この時期に比定できる掘立柱建物はSB一

1の 1棟のみである。一方、池状遺構については、底面に樹皮を貼る丁寧な作 りで、一般的な

遺構に比して異彩を放つものである。また、池状遺構の底面に樹皮を貼 りつける前段階に粘土

で床を作っていることから、水を絶えず湛えておくことに重点が置かれた遺構であるものと推

定できる。さらに、底面に樹皮が貼られている点からすれば、池浚いが容易であったものと考

えられる。従って、これらの点から推測すれば、絶えず清水を湛えておく機能を示したものと

考えられる。なお、SE-8は 上面に玉石を貼 りつける等、この時期の一般的な集落の井戸に

比して構築方法が丁寧であることを考慮すれば、SE-8・ 池状遺構ともに共通した性格が指
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摘できる。また、SE-8と 池状遺構の間が lm程度であることから、SE-8で 汲み上げた

水を池状遺構 に入れた可能性が高い。以上、これらのことからこの時期の集落の性格を推定す

れば、池状遺構を必要とする職掌の集団、ないしは、SE-8、 池状遺構の特殊性を考えれば、

祭祀等に関わりをもつ集団等が考えられよう。仮に、後者と考えた場合、同時期の土師器小皿・

中皿 。瓦器椀を多量に出土 したSD-14の 存在にも注目されるとともに、調査区の南西150m

に位置する矢作神社 との関連にも注意を払う必要があろう。一方、13世紀末葉には、調査区の

南東部を中心 として池状遺構を切る形で、SD-3・ SD-4が 存在 しており、この時期大規

模な土木工事が実施されたことが窺え、調査区の東部一帯で検出した整地もこの時期に実施さ

れたものと推定できよう。

以上の結果から見れば、11世紀末葉～13世紀末葉に至るまで、掘立柱建物 1棟を中心とした

集落内での推移が認められた。ただ、調査区の南側約50m地点でも13世紀後半の遺構が検出さ

れていることから、今回検出した資料から、この集落の動向がどの程度把握できたかについて

は問題を残す結果となった。今後、調査例の増加を持ってこれらの諸問題を明確にする必要が

あろう。
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調査区全景 (東 から)



（一
図
版
二

‐_

:ヽ己:“〉

●    
―

・ 4

.― ヽ ヽ挙
・  |     |

F謗

ゾ      盟

sⅢ ■ |∴

姦ii韓

IIi澪

4t

SB-1・ SB-2(北から)

(1ヒ から)



〓
郵
国

|―■●こ||

韓蟻



図
版
四

SE‐ 2(北から)

同上 断面 (南 から)
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SE‐3(北から)

同上 断面 (南 から)
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SE‐4(南から)
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SE-5(南から)



SE‐ 6(南から)

SE‐ 7(西から)
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SE‐ 7(南から)

導一霧

一

同上 下駄。毬出土状況 (東 から)
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SE-8上面 (Jし から)

同上 完掘 (北 から)
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SE‐ 9(東から)

同上 断面 (南から)
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SE-10(西から)

同上 断面 (南 から)
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同上 断面 (北 から)



SE-13(司ヒから)

同上 井戸側内上部 (北 から)
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SK-6(南から)
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SK‐ 5(耳ヒから)

同上 断面 (南 から)
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池状遺構 (北 から)

同上 断面 (南 から)
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池状遺構 南部 (北 から)

同上 Jヒ 部 (北 から)
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池状遺構造物出土状況 (西 から)
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SD-1・SD-2(東から)


